








































コミュ難の俺が、交渉スキルに全振りして転生した結果2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　　バジリスク討伐






　転生したあと、赤ん坊の頃から全力でスキルを上げ、三歳でパーティを組んだ俺は、毎日の日課を定めて、計画的に自分を強化することに励んだ。現時点でのステータスはこのような状態だ。




　名前：ヒロト・ジークリッド

　人間　男性　３歳　レベル15




　ジョブ：村人

　ライフ：４６０／４６０　マナ：４０８／４０８




　スキル

　　斧マスタリー　35　【神聖】剣けん技ぎ　28

　　薬くす師し　32　商人　25　戦士　19

　　法術士　15　盗賊　15　狩人　18

　　衛生兵メデイツク　31　騎士道　18　聖職者　12

　　冒険者　15　歌唱　10　恵けい体たい　35

　　魔術素養　32　気き品ひん　25　交渉術　１００

　　幸運　30




　アクション

　　薪まき割わり　兜割り　大切断

　　加護の祈り　魔法剣　ポーション作成

　　値切る　目利き　法術レベル１

　　忍び足　狩猟　応急手当　包帯作成

　　毒抜き　敬礼　祈る　歌う

　　口説く　依頼　交換　隷属化テイム




　パッシブ

　　斧装備　弓装備　軽装備　薬草学

　　回復効果上昇　商才　目利き　勇敢

　　マナー　儀礼　カリスマ　【対異性】魅み了りよう

　　【対同性】魅了　【対魔物】魅了　選択肢

　　マジックブースト

　　ピックゴールド　ピックアイテム　豪運




　残りスキルポイント：45

　残りボーナスポイント：１２５





　赤ん坊の頃に築いた交流を大切に保ち続け、継続してスキル上げを続けた──その結果として、俺はミゼールギルドでは並ぶ者のない力を得ていた。

　つまり俺は、三歳になった今でも授じゆ乳にゆうを卒業していなかったのである。

　スーさんが勤めを終えて首都のギルドに帰っていったあと、俺は母さんに改めてお願いして、週に何日かは外で遊ぶ許可を得た。これは、父さんが俺の後押しをしてくれたということも大きかった。男の子は外で遊ぶべきで、俺はもう分別がついているから、危険なことをしたりはしない──と言ってくれたのだ。母さんはそれでも心配そうだったが、最後には俺の我がままを許してくれた。




　月、水、金曜はギルドで依頼を受け、パーティで冒険に出る。火、木、土曜日はパーティメンバーが身体を休める意味もあって、各自で時間を過ごすことになっている。日曜日は完全な休日だ。

　今日は火曜日なのだが、母さんが機はた織おりの仕事をしているので、昼から外に出てきた。家の裏にある丘の上、背の低い草に覆われた原っぱが、最近のお気に入りの読書スポットだ。

　雑貨屋のメルオーネさんと親しくなり、たまに入荷される掘り出し物を教えてもらえるようになり、そのツテで精せい霊れい魔ま術じゆつの入門書を手に入れることができた。これを使えば、時間はかかるが、一冊読み終える頃には精霊魔術のスキルを獲かく得とくできるのだ。

「ふぁぁ……」

　ゲーム時代は、精霊魔術師から教えを受けることでスキルを習得できたのだが、この世界では実際に本を読まなければならない。授乳によるスキル上げ以外が、いかに労力を必要とするかを実感させられる。しかし、三日かけて最後まで読み終えた。




　◆ログ◆

　・あなたは「精霊魔術の入門書」を読み終えた。

　・あなたは「精霊魔術」スキルを習得した！





　これでスキルを習得できたわけだが、10ポイントまで上げないとレベル１の精霊魔術すら使えない。今度は精霊魔術師から教えを受けてスキル上げをしなくてはならないわけだが、俺はすでに、強い精霊魔術師と知り合っていた。

（これでネリスおばば様から精霊魔術を教われるな……ミルテのところに行く楽しみが、もう一つ増えたぞ）

　町外れの庵いおりで、祖母と共に暮らしている俺と同い年の少女──ミルテ・オーレリア。

　先に彼女と知り合ったリオナから紹介されたのだが、初めはとても寡か黙もくな少女だった。俺もどうやって話題を切り出せばいいか分からなかったが、そこはリオナが取りなしてくれた。リオナは自然に他人の心を開いてしまうところがあって、三歳になった今は、町でも評判の美幼女──もとい、愛あい嬌きようのある子供となっていた。

　リオナは前世の幼なじみ、陽ひ菜なに似ている。そんな理由で意識するのもどうかと思ったが、俺はリオナをよろしくとサラサさんに言われているものの、常にリオナと一緒に遊ぶのは何か気が引けて、こうして一人の時間を過ごしているのだった。

　──と思っていたのだが。俺が一人でいると、隷属化テイムしたスライムがどこからか出てきて、こちらにやってきた。

「どうした、おれが一人だから来てくれたのか？」

「きゅい！」

　スライムは結構愛らしい声で鳴くというのは驚きの発見だった。三歳の俺の腕で一抱えもある大きさの、赤いゼリーの塊なのだが、その振る舞いには愛嬌があり、何というか憎めない。

　交渉術95で手に入れられるアクションスキル、「隷属化」。敵モンスターを弱らせるか、状態異常にしたあとに実行することで、一定確率で「調教テイム」が成功する。そうすると俺のパーティに入り、仲間と同じ扱いにできるのだ。

　俺のパーティメンバーになってくれた法術士の女性、『名無しノーン』さんを助けるときにも、このスライム──ジョゼフィーヌのお世話になった。今となっては大事な相棒だ。魔物使いのいないこの町で、スライムを連れ歩くことはできないので、いつもは隠れさせているが。

「ヒロちゃん、ヒロちゃん！」

「うわっ……な、なんだっ、リオナもいたのか……ああびっくりした」

「えへへ。ヒロちゃんがいるところなら、リオナはどこでもついてくの」

　リオナも少し前に三歳になって、誕生会を開いた。リオナの母親であるハーフエルフのサラサさんは、長い耳を隠して素性を知られないように暮らしているから、事情を理解しているうちの母さん、そして服屋のエレナさん母子、狩人のモニカさん、シスターのセーラさんしか誕生会に呼べる知り合いはいなかった。

　俺もリオナの誕生日を祝ったが、悪いくせが出て、まだプレゼントを渡せてない。今も持ち歩いているのだが、なかなか気恥ずかしくて渡せずにいた。

（普通にめきめきと可愛くなっていくからな……これも、『夢む魔ま』だからなのか）

　俺はずっとリオナを人間だと思っていた──しかし彼女の真の種族は夢魔であり、同時に魔王リリスの転生体でもある。

　それだけ重い宿命を背負っているのに、リオナはいつも明るく、周囲を癒いやすような笑顔を絶やさない。俺はそんな彼女を見ていると、守らなければといつも思うのだが──どうしても、素直になれない。

「え、えーと。おれ、本を読んでるとこだから。リオナは他の皆と遊んで……」

「ううん、ヒロちゃん、今よみおわったところだったよ。リオナ、ジョゼちゃんと一緒に見てたもん」

　まるでクッションか何かの扱いでスライムを抱きしめたり、乗っかったりしつつリオナが言う。普通ならそんなことをしたら攻撃されるが、俺の護ご衛えい獣じゆうとなったスライムはされるがままだ。

「なんだ、そんなに前から見てたのか……じゃあ、しょうがないな」

「リオナ、ヒロちゃんとあそびたいから、いつも見てるの」

「っ……そ、そっか……ひまなんだな」

「リオナ、ひまじゃないよ。ヒロちゃんを見てるので、いそがしいよ」

（めちゃくちゃなついてるんだよな……それ自体は、素直に嬉しいんだが）

　しかし、リオナが俺について回っているのはただなついているからではなく、彼女が家の中にずっといると不都合があるからでもある。

　リオナのジョブは『破は滅めつの子』であり、マイナススキルである『不幸』が時間とともに上昇して、今は『ハプニング』というパッシブが発動してしまっていた。そのせいで、陶器の器を割ってしまうとか、不運な出来事が起きることがある。

　しかし、俺には『不幸』スキルを相殺できる方法があった。

　俺の幸運スキルは30なので、リオナの不幸が30まで上がってしまうまでは、俺と一緒にいれば『幸運』で『不幸』を打ち消せる。もし30を超えても、俺がボーナスを『幸運』に振れば問題はない。

「お母さんも、ヒロちゃんと遊んできなさいって」

「サラサさんは買い物に行ったみたいだったな。帰ってきたら、挨あい拶さつに行こうかな」

「うん、お母さんもよろこぶと思う。お母さんも、ヒロちゃんのことすきだから」

「そ、そっか……」

　赤ん坊の頃から、サラサさんと会う度に抱っこしてもらい、母さんがいない隙を見て何をしているか──思い出すだけで顔が熱くなってしまう。彼女の雄大な母性の象徴からもたらされる恵みを、下手をしたらリオナより多く味わっているかもしれない。

　申し訳ないと思いつつ、俺は今まで極力直視することを避けてきたリオナの姿を改めて見た。

「……？　どうしたの、ヒロちゃん？」

　彼女は栗色のさらさらとした髪を、両側でおさげにしている。宝石のように輝くつぶらな瞳に、常に浮かべている微笑みは、愛くるしいとしか言いようがない。

　人間の少女にしか見えないのに、夢魔であるリオナは、ただ成長していくだけで魅力が上昇している──夢魔のスキル値は、そのまま魅力値として通用する。

　事実上、リオナの魅力は20を超えている。『【対異性】魅了』の成功率がこれ以上上がる前に、対策をしておきたい──そのために、冒険者のアンナマリーさんにもらった魅了を防ぐペンダントで、封じ込められないかと考えていた。

「え、えっと、リオナ……誕生日……その、おれ、何もあげなくて……」

「ふぇ……？」

　話せるようになってかなり経つのに、俺はいまだにコミュ難で、大事なことをスムーズに伝えられない。緊張して、鼓動がバクバクと速まってしまう。

「ヒロちゃん……？」

　誕生日プレゼントだ、の一言すら言えない。そんな俺でも、リオナに受け取ってもらう方法があった。

　交渉スキル60で取得できる『交換』で、リオナのアイテム欄らんから適当なものを選び、自分の所持品と取り替えてもらう。こちらが提示するアイテムの価値が高ければ、ほぼ確実に成功するトレード方法だ。




　◆ログ◆

　・あなたは《リオナ》の「普通のリンゴ」と、「魔封じのペンダント」を交換してもらうように頼んだ。





「え……リンゴ？　ヒロちゃん、私のリンゴが欲しいの？」

「あ、ああ。持ってるよな、リンゴ。代わりに、これやるよ」

「……ふぁぁ……っ」

　意味が分からずにいたリオナの顔が、物凄く幸せそうな笑顔に変わる。

　その笑い方さえ陽菜に似ていると思いつつ、俺はなるべく平静を装って、リオナにペンダントを渡した。そして、装備しておくように『依頼』する。

　これは俺自身にとっても大事なことだった。リオナに魅了されると、彼女を甘やかしたくて仕方なくなる──すでにそういう経験を一度していた。俺も交こう渉しよう術じゆつによって魅了スキルを取得しているので魅了耐性があるのに、夢魔の魅了はその耐性を貫通してくるほど強力なのだ。

「ヒロちゃん、ありがと……ふぇぇ、うれしい……」

「な、泣くなよ。そんな、大したものじゃないよ」




　◆ログ◆

　・《リオナ》の「【対異性】魅了」が発動！　しかし「魔封じのペンダント」によって封じ込まれた。





（よし……！）

　これで、リオナが人々を無差別に魅了することはなくなるだろう。

「それ、ずっとつけててくれよな。おふろ入るときは外してもいいけど」

　ずっとリオナがつけたペンダントを注視していた俺は、顔を上げてみて……そこで、固まった。

「うん、ずっとつけてる。ありがと、ヒロちゃん」

「っ……ま、まあ……おれは、リンゴが欲しかっただけだし……」

　照れ隠しにリンゴをかじる。リオナがずっと持っていたリンゴは、ちょっと温もってしまっていて、味は結構酸すっぱかった。

「ていうか、おれがあげたってほかの人に言うなよ。それは……ええと、首輪だから。おれがあげた首輪をつけてるって言ったら、みんな変な顔するからな」

「うん、わかった。えへへ……」

　幸せそうにペンダントの宝石を見ているリオナ。その姿を見て、俺の恥ずかしさはいよいよ限界に達する。

「あ、あー……そうだ、今日は、他のみんなはどうしてる？」

「ディーンくんが森に行くっていうから、アッシュ兄とステラおねえちゃんもついていったよ。それで、ヒロちゃんを呼んできてって」

　──ゾクリ、と背中に寒気を覚える。

　ゆうべ父さんが言っていたのだが、一緒に仕事をしているディーンの父親が、見たことのない魔物に襲われ、負ふ傷しようしてしまった──その時は注意するようにとだけ言われたが、まさかディーンが、自分だけで父親の代わりに仕返ししようと考えたとしたら。

（五歳にしては、あいつは血気盛んだからな……八歳のアッシュ兄がいるとはいえ、少々無茶が過ぎる……！）

「リオナ、ちょっとここで待ってろ。おれは、森に行って様子を見てくる」

「ううん、リオナもいく！」

「だめだ、危ないかもしれないからな。ジョゼと一緒に、ここで待ってるんだ」

「ヒロちゃん……うん、わかった。ごめんね、わがまま言って」

　そう言いつつも、リオナがついてきそうな気はしていた──だが、リオナが来る前にディーンたちを連れ戻せば、何も問題はない。

「ヒロト、リオナ、そこにいるの!?」

「あっ……モニカ姉ちゃん！」

　子供たちが森に行ったことが、ギルドにも伝わったのか。俺の仲間の三人が、町の方からこちらに走ってきた。

「ヒロト君、良かった……ここにいてくれたね。子供たちの話は聞いたかい？」

「森には今、危険な魔物が出るのであります！　私たちが討とう伐ばつ依い頼らいを受けたので、今から退治に行くのであります！」

「休みの日だけど、緊急で依頼が出たのよ。町の冒険者では、あたしたちしか動けるパーティがいなくて……ヒロト、今から行ける？」

「うん、大丈夫。急いで森に行こう！」

「「「了解っ！」」」

「ヒロちゃん、気をつけてね！　ぜったいぜったい、けがしないでね！」

「だいじょうぶ、おれは痛いのは嫌いだからな！」

　俺の強さについてはまだリオナには言えてないが、そのうち明かす時も来るだろう。

　三歳にして、俺は冒険者ランクＣのパーティを率いるリーダーであり、斧使いとして前衛を務めてもいる。それは子供たちにも伏せてきたが、今回ばかりはそんなことも言っていられない──もし魔物が出たら、全力で倒さなければ。





　　　　　◇◆◇






　町にはそれぞれ『周辺の危険度』があり、上昇するほど出現するモンスターが強くなる。今のミゼールは危険度が『不安定』となっており、この場合、変異種の魔物──名前付きネームドモンスターが出没する可能性がある。

「きゃぁぁぁっ！」

　森に入ってすぐのところで、少女の悲鳴が聞こえる。

（オーク……こんな浅いところに……！）




　◆ログ◆

　・あなたの「カリスマ」が発動！　《オークファイター》があなたに注目した。





「グォォッ……！」

　豚のような顔をした半獣人が、俺の幼なじみの一人である少女──ステラ姉の足を片手で持ち上げている。オークの口からは涎よだれが垂れ落ち、醜しゆう悪あくな笑みを浮かべていた。

　一緒にいた子供たち──アッシュとディーンは倒れている。戦う力を持たない子供では、オークを見ただけで『恐怖』の判定が発生し、気絶してしまう。オークと戦って怪我をするよりはいいが、あと一歩遅れていたら全員の命がなかっただろう。

「い、いやぁっ……お兄ちゃん……っ、助けて、ヒロトっ……！」

（ステラ姉……分かった。絶対に助けるからな……！）

　──全身の血が沸ふつ騰とうした。ドワーフのバルデス爺じいに作ってもらった手斧を抜き放ち、俺はオークに突進する。

「──うぉぉっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「大切断」を放った！





　俺が繰り出したのは、独学でスキルを上げて習得した技──リカルド父さんの得意技でもある。斧を振りかぶり、渾こん身しんの気合いと共に横よこ薙なぎに切り裂く単体攻撃技だ。

「グガァァッ……！」




　◆ログ◆

　・クリティカルヒット！　《オークファイター》に２５２のダメージ！





（よし、あと一撃……！）

「──ヒロト、伏せてっ！　はぁっ！」




　◆ログ◆

　・モニカは「狙い撃ち」をした！

　・オークに84のダメージ！　《オークファイター》を倒した！





　狙いすました一撃がオークの眉み間けんに突き立つ。オークは動きを止め、額に血を流したところで、光の粒になって砕け散った。

「ステラ姉っ……！」

「きゃぁっ……！」

　オークに足をつかまれていたステラ姉が解放され、俺はそれを駆け寄って受け止める。

『恵体』スキルを上げることで大人顔負けの身体能力を持っている俺は、二つ年上の少女の身体を簡単に抱きとめられた。

「ヒロト……うっ、うぅ……」

「あ、ああ……ごめん、おれがもう少し……」

「……うわぁぁぁぁんっ……！」

　服を破られ、肌をあらわにしたステラ姉が、俺に抱きついて泣きじゃくる。いつも俺より年上だからといって、おしゃまな振る舞いをしている彼女が、今はぼろぼろに泣きじゃくっていた。

　エターナル・マギアのオークはそんなことはなかったが、この世界のオークは、人間の女性に子供を産ませようとする習性がある。五歳のステラですら、その対象になるとは……もはや子孫を残すためじゃなく、ただの獣欲にすぎない。

「ん……んん……」

　子供たちが目覚めようとしている。俺はステラ……いや、ステラ姉が恥ずかしい思いをしないように、着ていたシャツを脱いで羽織らせた。俺の服だから小さいが、なんとかステラ姉の身体を覆い隠す。

「お師匠様、危険な魔物とは、オークのことだったのでありますか？」

「オークは毒を持ってない。ディーンの父さんを襲ったのは、毒持ちの魔物のはずだ」

「そうね、まだ標的は他にいる……アッシュ、ディーン、大丈夫？」

「ん……あ、あれ？　オークは……？」

「皆さんが倒してくださったんですね。すみません、僕たち、役に立てなくて……」

　ディーンは状況が飲み込めておらず、アッシュ兄はすぐに事情を察していた。商会の跡継ぎ息子らしく、礼儀正しく感謝の言葉を述べる。

「無事でいてくれたら何よりよ。ステラを連れて、気をつけて町に帰りなさい」

「は、はい……助けてくれてありがとうございました。ディーン、行こう」

「で、でも……父さんの敵を、まだやっつけてないのに……」

「ディーン兄ちゃん、おれに任せて。おれが、代わりにやっつけてくるよ」

「……ヒロト。あんまりムチャすんなよ」

　ディーンは少し悔しそうだが、俺に後を託してくれた。アッシュ兄はステラ姉を背負い、町へと帰っていく──それを見送ったあと、俺は森の奥に目を向けた。

「……どうやら、探すまでもなく出てきてくれたみたいだな」

「っ……何だあれは……ドラゴン……いや、蜥蜴リザード……！」




　◆ログ◆

　・《ファイアリザード》の変異種《バジリスク》に遭そう遇ぐうした！





（バジリスク……毒持ちの巨大な蜥蜴トカゲ。こんな魔物が現れるなんて……！）

　赤い体表に原色を散りばめた、翼のないドラゴンのような怪物。ゲーム時代にも登場したモンスターだが、猛毒の針を飛ばしてくる難敵だ。

　発達した顎あごから伸びた、凶悪な二本の牙──まともに喰らえばただでは済まない。そして太い尻尾から生えている毒針は、飛ばすことで遠隔攻撃を可能とする。

「名無しさん、モニカ姉ちゃん、牽制を頼む！」

「まずは補助魔法をかけさせてもらおう……『防御低下アーマーダウン』！」

「この森からいなくなりなさい、化物トカゲ！　はぁっ……！」




　◆ログ◆

　・《名無しノーン》は「防御低下」を詠えい唱しようした！

　・《バジリスク》は抵抗に失敗、防御力が低下した！

　・《モニカ》は「二本撃ち」を放った！

　・《バジリスク》に２回ヒット、１３８ダメージ！





「グギャッ！」

　名無しさんが敵の防御力を法術で下げ、すかさずモニカ姉ちゃんがバジリスクの動きを予測して矢を放ち、命中させる。回避しようとしたバジリスクだったが、太い腕に矢が突き立ち、一瞬だけ怯ひるむ。

「ウェンディ、一緒に仕掛けるぞ！」

「はいっ！　行くでありますよっ……やぁぁっ！」















　◆ログ◆

　・あなたは「兜割り」を放った！

　・《ウェンディ》は「連続斬り」を放った！　連携が発生した！

　・《バジリスク》に２８３ダメージ！





　バジリスクの頭部に、俺の斧とウェンディの長剣ロングソードで連撃を叩き込む。合計で約４００ダメージ──このペースでいけば問題なく討伐できる。

（しかし……なんだ、この嫌な感じは……！）

「きれいに入ったでありますっ……もうひと押しでありますっ！」

「──駄目だ、ウェンディッ！」

「えっ……!?」

　ウェンディが剣を振りかぶって、バジリスクに再び斬りかかる──しかしその時には、バジリスクの目が赤く輝いていた。

「──シャァァァッ！」




　◆ログ◆

　・《バジリスク》のカウンターアクションが発動！

　・《バジリスク》の「デッドリーニードル」！





　バジリスクは力押しで倒そうとすると、一定のダメージを受けたときにカウンターを発動させる。尾の毒針をがむしゃらに飛ばして反撃するのだ。

「くっ……ウェンディ、ごめんっ！」

「きゃぁっ……！」

　俺はウェンディを突き飛ばし、至近距離での毒針の直撃を避ける。しかし毒針が飛ばされる回数は一回ではない──！




　◆ログ◆

　・《ウェンディ》は毒針を回避した。

　・《モニカ》に毒針が命中、38ダメージ！　《モニカ》は「猛毒」に侵された。





「っ……く……ヒロト、ごめん……あたし……」

「──モニカ姉ちゃんっ！」




　◆ログ◆

　・《モニカ》は毒で12ダメージを受けた！





　バジリスクの猛毒が、数秒もしないうちに最初の毒ダメージを発生させる。

　──もはや一刻の猶ゆう予よもない。バジリスクを倒し、戦闘を終わらせる──そのために、最大の攻撃を最短で繰り出す……！

「名無しさんっ！　おれに向けて法術を、『光弾エナジーボール』を頼む！」

「ヒロト君に……そういうことか……！　『光弾』！」

　フィリアネスさんから授けられ、その後も彼女が町に来てくれるたびに少しずつ育て続けた【神聖】剣技スキル。

　それが20に達したとき、俺は『魔法剣』を習得していた。文字通り、魔術を武器に付与することで威力を上げる技である。

（魔法剣を発動したあと、斧技を繰り出せば威力は跳ね上がる──これで仕留める！）

「お師匠様っ……!?」

　名無しさんの杖ワンドから放たれた光弾を、俺は振り上げた斧で受ける。通常なら何も起こらないが、魔法剣は自分の魔術でなくとも、他者の魔術を利用しても発動することができる──！

「──うぉぉぉっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「魔法剣」を放った！

　・あなたは《名無し》の「エナジーボール」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「大切断」を放った！

　・《バジリスク》に５４８ダメージ！　オーバーキル！





「グガァァァァッ……！」

　俺の放った横薙ぎの一撃がバジリスクの身体を走りぬけ、軌き跡せきが法術の光を放つ。

　そしてバジリスクの身体は光の粒になって四散し、後にはドロップしたアイテムが残った──そのまま武器として使えそうなほど大きな牙が残されている。




　◆ログ◆

　・あなたは《バジリスク》を倒した！

　・あなたは「バジリスクの牙」を手に入れた。

　・竜の眷けん属ぞくを倒した証を獲得し、「竜の巣」に入る資格を得た。





（っ……竜の巣……このバジリスクは、竜の眷属だったのか……？）

「ヒロト君、モニカ嬢がっ……！」

「うん、分かってる！　モニカ姉ちゃん、すぐに毒消しを飲ませるから！」

「……ごめんね……ヒロト……」




　◆ログ◆

　・あなたは「毒消しのポーション」を《モニカ》に飲ませようとした。

　・「毒消しのポーション」は「猛毒」に対しては使用できない。





（くそっ……バジリスクの毒は『猛毒』だから、毒のレベルを下げないと……！）

　この世界の毒にはレベルがあり、バジリスクの猛毒はレベル２の毒である。毒消しのポーションが効能を示すのは、レベル１の毒に対してのみ──つまり、猛毒に対して何らかの方法を使い、ただの『毒』に変えなければならない。





　　　　　　毒抜きの方法






　俺たちはモニカ姉ちゃんに肩を貸して移動し、近くの木に背中を預けて座らせた。

「モニカ姉ちゃん、毒針が当たった場所を探すよ……」

「んっ……ヒ、ヒロト、あの……それが、当たったところって……くぅっ……！」




　◆ログ◆

　・《モニカ》は毒で12ダメージを受けた！





「モニカ姉ちゃん、急がないとだめだ……とりあえず、回復の薬を飲んで」

「ええ……ありがとう……んっ、んくっ……」

　回復のポーションは、六十秒でライフが50回復するようなものなので即効性はない。それでも毒の継続ダメージを軽減することはできるはずだ。

　しかしモニカ姉ちゃんが、すごく恥ずかしそうにしている。彼女は俺を見てこくん、と息を飲み込むと、木に背中を預けたまま、両足をそろそろと開いた。

　──すると、モニカ姉ちゃんの左の内もも──ローライズのショートパンツのような装備から伸びたすらりとした小麦色の足の、付け根のあたりに切り傷ができていた。赤く腫れて、毒がそこから侵入したことが分かる。

「……こんなところ……ヒロトでも、ちょっと見せるのは恥ずかしいわね……」

「そ、そんなことを言ってる場合ではないのであります、一刻を争うのであります！」

「そうだね……小しよう生せいたちは回復のポーションを飲ませるから、ヒロト君は……確か、アレッタさんの手ほどきを受けて手当ての技術を持っているはずだね。それで、毒を緩和してあげてから毒消しを使うといい」

（そ、それはそうなんだけど……『衛生兵』スキルの毒抜きって、つまり……）

　普通なら感染症の原因になるので、そんなことはしてはいけないのだが──『毒抜き』スキルを使うと、口をつけて毒を吸い取っても、弊へい害がいは何もなく、成功すれば毒のレベルを一つ下げられる。

「……モニカ姉ちゃん、ちょっと恥ずかしいかもしれないけど、足を開いて……そう、そのままじっとしててね……」

「ヒ、ヒロト……だめ、そこは……っ、はぅぅっ……！」

　俺はモニカ姉ちゃんの太ももに手を添えて、そろそろと顔を近づけていく。そして傷に口をつけた瞬間、彼女は俺の頭に手を置いて、耳を蕩とろかすような甘い声を上げた。

　ちゅっ……ちゅぅっ……ちゅるるっ……。

「お師匠様の吸いかたは、やはりお上手なのであります……見ているだけで、私も……」

「想像以上に……いや、茶ちや化かしてはいけないね。モニカ嬢、もう一度ポーションを……」

「え、ええ……んっ、んくっ……ふぅっ……うぅ……ヒ、ヒロト……だめ……それ以上は、もう……っ」

「モニカ姉ちゃん、もう少しの辛抱だよ。もう少しで毒が抜けるから……」

「そ、そんな……あっ、あぁっ……ヒロト……舐めちゃ……ふぁぁっ……！」

『毒抜き』を発動していると、吸い付くだけでなく舐め取ることでも、傷の炎症などを軽減することができる。俺はモニカ姉ちゃんをいたわるように傷に吸い付き、その周りに丹たん念ねんに舌を這わせた。

　ぴちゃ、ぴちゃっと水音が響く。舐めながらモニカ姉ちゃんの様子を見上げると、彼女はサラシに包まれた胸に手を当ててのけぞり、形のいいあごを見せながら、身体をふるふると震わせていた。

（くすぐったいんだな……でも、もう少しの我慢だ……！）




　◆ログ◆

　・あなたは《モニカ》に「毒抜き」をした。

　・《モニカ》の毒のレベルが下がった。「猛毒」から「毒」になった。





（よし、うまくいったぞ……！）

　吸った毒を手しゆ巾きんに吐き出す。この毒を調べることで、猛毒に効くポーションを作れるかもしれない──サラサさんにもらった薬師スキルが役に立ちそうだ。

「はぁっ、はぁっ……んん……少し、楽になった……ありがとう、ヒロト……」

「うん、良かった……あとは毒消しを飲ませてあげるね」

「モニカ嬢は自分で飲む体力がない……ということもなさそうだね」

「な、何言ってるの……そんなこと言ったら、口移しで飲ませてほしいみたいじゃない……ま、まだそんな、ヒロトとくちづけなんて……」

「う、うん、そうやって飲ませてあげてもいいけど、瓶からで大丈夫そうかな」




　◆ログ◆

　・あなたは「毒消しのポーション」を《モニカ》に飲ませた。

　・《モニカ》の「毒」状態が回復した。





　これでひとまずは安心だ。モニカ姉ちゃん、本当に良かった……継続ダメージが入り始めた時から、気が気じゃなかった。

「念のために止血をしておかないと。何か包帯に使えそうなものってあるかな？」

「え、ええと……今は持ち合わせがないわね……あ……」

　モニカ姉ちゃんが自分の胸を見下ろす。うちの母さんの縫ほう製せい技ぎ術じゆつによって異世界にブラジャーが誕生しているのだが、彼女は昔からサラシ派だった。

「……サラシはそのまま使えるような気がするのでありますが……だ、だめでありますよね、やはりっ」

「いや、止血の方が優先だ。小生の服を破ってもいいが……」

「うぅ……じゃ、じゃあ、せめて……ヒロトが一人で外してくれるならいいわよ」

（い、いいのかそんな……俺は魂的には十八年生きてるんだけど……）

「で、では、私たちは向こうに行って待ってるのであります！」

「……ヒロト君、冒険のあとのご褒ほう美びの時間を忘れてはいけないよ。モニカ嬢は消耗しているから、町に戻ってからにしよう」

「う、うん。分かった、俺も楽しみにしてるよ」

　仮面で目元が隠れているけど、名無しさんの頰ほほが赤く染まるのが分かる。ウェンディはずっとそわそわと落ち着かない様子だ──治療の様子を見ていて、興奮してしまったのだろう。

　そして俺は役得と言っていいのか、モニカ姉ちゃんのサラシの結び目を解いて、サラシで『包帯作成』を始めるのだった。

　俺が三歳ならではの小さな手でサラシをシュルシュルと解いていくのを、彼女は顔を赤らめつつも、頭を撫なでながら見てくれていた。

「……すごく嬉しそうな顔。この顔を見ると、何があっても安心できるわ。ヒロト、名無しはああ言ってたけど、ここで……どう？」

「あ……え、えっと……その……」

　毒が抜けるまで身体が熱を持っていたのか、モニカ姉ちゃんはしっとりと汗をかいている。包帯を外すと、俺の手に余るくらいの豊かな小麦色の胸があらわになる──何度も俺に吸わせてくれたからか、もう期待をしただけで、乳にゆう汁じゆうがこぼれてくる。

「……こ、こぼれちゃうから、ちょっとだけ……」

「遠慮しなくていいのよ。回復の薬で、血は止まってるから……んっ……そう、ゆっくりね……少ししぼるようにしてみて……」

　モニカ姉ちゃんの母性は二十一歳にして50を超え、『搾さく乳にゆう』ができるようになった。本来は母乳を搾って胸の張りを和らげたり、赤ん坊に飲ませる分を取り置きするために使ったりするのだが、これがスキル上げにおいて絶大な効果を発揮する。

「じゃあ、いくよ……モニカ姉ちゃん……」

「ええ……あっ……あぁ……ヒロト……もっと強くしていいのよ……んぅぅっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《モニカ》から「搾乳」し、同時に「授乳」を受けた。

　・あなたの「狩人」スキルが上昇した！





「……はぁっ、あぁ……みんなには内緒よ……だから、もっと……いいでしょ……？」

「う、うん……んくっ、こくっ……」

　戦いを終えたあと、いつもパーティのみんなは授乳をすると燃え上がる傾向があって、何というかすごく敏感になっている。

　俺はモニカ姉ちゃんの火照りがおさまるまで乳ち房ぶさを絞り出し、噴き出すミルクを飲ませてもらい続けた──こんなことをしてたら、いつか狩人スキルが彼女を追い抜いてしまいそうだ。




　サラシをモニカ姉ちゃんの太ももに巻いて止血したあと、俺たちは町に戻った。ギルドの受付でバジリスクの牙を見せると、ギルド長が目を見開いて驚く。

「こいつは……どうやら、問題の魔物を倒してくれたみたいだな。最近多くの被害を出してた魔物だから、報ほう酬しゆうは弾むぜ」

「ありがとうございます、であります！」

「Ｃランクに上がってからも、順調に実績を積まれていますね。これなら、Ｂランクへの昇格も間もなくですよ」

　ギルドの中にいた冒険者たちが歓声を上げる。この町にはＢランク以上の冒険者がいないので、昇格できれば事実上俺たちがトップランカーということになる。

（やっぱりトップっていうのは良い響きだな……）

　俺がリーダーだなんて冒険者の誰も思っちゃいないけど、それは別に構わない。モニカ姉ちゃんたちと冒険できれば、それだけで十分だから。




　そしてギルドの外に出ると、子供たちと、その親が待っていた。ディーンの父親も無事に回復したみたいで、ディーンと一緒に来てくれていた。

「ありがとうございます、みなさん。息子が無茶をして、ご迷惑を……」

「いいえ、いいんですよ。お父さんの仕返しをしたいっていう気持ちは分かりますし、大事にしないといけないと思います」

　モニカ姉ちゃんは丁てい寧ねいな受け答えをする。いつもさばさばとしている彼女だが、とても礼儀正しく、場を弁わきまえて話すことができる──そのギャップに、女性らしいたおやかさを強く意識させられる。

「ヒロト……ありがとな。おれも、お前みたいに強くなりたいよ」

「ディーン兄ちゃん、よかったら剣の使い方を覚えるといいよ」

「おお、それはいいな。ディーン、町の道場で習ってみるか」

「僕も一緒に通っていいかい、ディーン。ヒロトに頼ってばかりじゃいけないからね」

「うん！　一緒にやろうぜ、アッシュ兄！」

　ディーンもアッシュも、ミゼールの将来を担う子どもたちだ──と、俺が客観的に言うのもなんだけど、本当にそう思う。身を守る力を手に入れるのは大事なことだ。

　そして、服を着替えてきてお母さんと一緒にやってきたステラ姉が、俺のほうに歩いてきた。

「あ、ありがとう……ヒロト。借りてた服、返すわね」

「え……あ、う、うん。ステラ姉、もう大丈夫？」

「うちの子を助けてくれてありがとう、ヒロト。あんたたちって本当に強いのねえ……」

　アッシュとステラ、二児の母であるエレナさんがしみじみと言う。彼女にも商人スキルをもらってとてもお世話になっているので、恩返しの意味でも、彼女の子供たちは俺が絶対に守る、という気持ちだ。

「……ヒロト、かっこよかった。でも、あなたは私より年下なんだから。だから、私が勉強を教えてあげるの。いい？」

「ステラおねえちゃん、私とミルテちゃんも一緒におべんきょうしたい！」

　リオナも俺の言うことを聞いて、遊びに来たミルテと一緒に待っていたようだ。

「……わたしも、ヒロトと一緒に、勉強したい」

　ミルテは少し恥ずかしそうにしながら言う。彼女は口数は少ないが、すごくいい子だ。俺は友達作りがうまくいくか不安だったが、彼女はそんな不安を消してくれた。

「ヒロト、レミリアが夕食の準備をして待ってるわよ。今日は私たちもお邪魔させてもらうんだけど……」

「……名無しさん、この流れだと、ご褒美は日をあらためて……でありますか？」

「そうなりそうだね。小生たちも、ご相しよう伴ばんにあずかるとしようか」

「大人数だから、レミリアの手伝いをしないと。ターニャとフィローネにも声をかけてみようかしら」

　母さんは家族水入らずの時間を大切にしているが、友人を招いての大人数の食事も好きだと言っていた。

　今日の夜は、賑にぎやかになりそうだ──そんなことを思いつつ、俺は仲間たちと一緒に家路についた。














　　　　　　女神の武器






　俺の日課の一つは、『薪まき割わり』スキルを使って、父さんが切ってきた木から薪を作ることだ。売れば家計の足しにもなるし、燃料としても使える。

　今日はこれくらいにして切り上げようとしたところで、後ろから誰かが近づいてくる気配がした。

「あ、ヒロト、こんなところにいた」

「ヒロちゃん、ステラおねえちゃんがきたよ！　あそぼー！」

　振り返ると、ステラ姉とリオナがいる。ステラ姉は俺が魔物から助けた一件のあと、俺に好意を抱いてくれて、よく遊びに誘ってくれていた。

　もうすぐ七歳になるステラ姉は肩まで髪を伸ばし、髪の先を少しカールさせている。今日は白いカチューシャをつけており、水色のワンピースを身につけていた。彼女が着ている服の布地は、母さんが機はた織おりをして作ったものだったりする。

「お父さんのお手伝い？　いつもえらいわね、ヒロト」

「ううん、これくらい普通だよ。今日は二人ともどうしたの？」

「リオナに勉強を教えることになったから、それならヒロトも誘おうと思って……迷惑だった？」

「いや、嬉しいよ。ありがとう、ステラ姉」

　友達を作るハードルの高さを恐れていたのが、もう昔のことのようだ。リオナがとりなしてくれたこともあるが、交こう渉しよう術じゆつ１００を取った結果、俺は思ったことを素直に口に出せるようになっていた。

　ステラ姉は嬉しそうに微笑む。その頰ほほが赤らんでいるが、俺は気がつかないふりをする──照れくさい空気になってはいけない。

「じゃあ、ヒロトのお部屋にお邪魔してもいい？」

「うん、いいよ」

「わーい♪　ヒロちゃんのお部屋でお勉強♪」

　リオナは五歳にして、まだまだ天てん真しん爛らん漫まんだ。

　しかし、大きくなればなるほど、俺の前世の幼なじみ──宮みや村むら陽ひ菜なの面おも影かげに、どんどん近づいていく。彼女を見るたび、俺の胸には複雑な思いが去来していた。




　ステラ姉が持ってきた子供向けの本。それは『勇者』について書かれた児童書だった。なんでも、大昔に『大賢者』と呼ばれる偉大な人物が書いたものが、後世になって書き写されたものらしい。

「女神様は言いました。私の子供たち、人間よ。私たちはこの世界を見守る存在となり、あなたたちから離れなければなりません」

　俺の部屋の机の上に本を広げ、ステラ姉が読み進め、俺とリオナが隣に座って両側から本の内容を見ていた──のだが。

「くー……くー……」

　ステラ姉の読み聞かせが心地よかったのか、リオナはすぐに眠っていた。ステラ姉は気づいているが、リオナを起こすのも悪いと思ったのか、俺だけに読み聞かせてくれている。

　もちろん俺も自分で本は読めるが、ステラ姉に読んでもらうのも好きだった。人に読んでもらうと、内容が頭に音として残りやすいというのもある。

「子供たちよ、自分の足で立ち、歩くのです。たとえどんな試練が待っていても、その先には、必ず希望が待っています」

　ステラ姉がページをめくると、そこには八つの武器が挿絵として描かれていた。

　それを神々しい姿の女性──おそらくは女神が、人間に与える場面が描かれている。

　エターナル・マギアのゲーム中では、一部の武器しか存在が確認できず、残りは伝承の中に伝わるだけだった『魔』の名を冠かんする武器。リカルド父さんの話によれば、魔神が魔王に与えた武器だという。

　──その数が、この本の中で、女神が人間に与えた武器の数と一致している。

（どういうことだ……偶然、同じ数なのか？　それとも、魔神と女神は、実は同一の存在……いや、そんなわけは……）

　疑問を抱く俺を見てステラ姉が少し心配そうにしながらも、続きを読み進める。彼女は指先で、読んでいる場所をなぞってくれていた。

「それでも挫くじけそうなときには、あなたたちのもとに、強き者を遣わします。強き者は、困難へと続く扉を閉ざし、この世界に平和を取り戻すことでしょう。女神様はそう言って、人間たちは深く心を打たれ、涙をこぼしました」

　強き者──黒い髪の青年で、鎧よろい装しよう束ぞくを身につけている人物が描かれている。その手にある武器は、なぜか後から消されたように描き込まれていない。

「女神様が遣わしてくださると約束した強き者こそが、選ばれし、彼方かなたより来きたるもの。勇者なのです──おしまい」

　ステラ姉が本を読み終える。

　女神は八つの武器でも人間が訪れる苦難を乗り越えられないなら、『彼方』より勇者を遣わすと約束した。

　人間に訪れる苦難とは、どれほどのものをいうのか。魔王によって滅亡の危機に瀕ひんしたとき、初めて勇者が現れるというのだろうか。

　魔の名を冠する武器と、女神の武器に何か関係があるのか──それは、今の段階では確かめようがない。

（……ただの児童書にしては、気になる内容が多すぎる。これは、真実の一端を書いたものなのか……？）

「ステラ姉、この本の元になったものを書いた大賢者っていう人は、どういう人なの？」

「え？　ええと……ごめんなさい、どんな人かまでは分からないの」

「そっか……うん、ありがとう。ステラ姉、すごく面白かったよ」

「そう……良かった。ヒロトはかしこいから、絵本だとつまらないかもしれないって心配だったの」

　ステラ姉が物凄く嬉しそうな顔をして、俺の胸に温かい感情が生まれる。

　まだ子供でも、関係ない。本当に心を許した笑顔には、人の心を動かす力がある。

「ヒロトが喜んでくれてよかった。ヒロトは忙しいから、時々しか遊べないもの」

「これからはもっと、ステラ姉たちとも遊べるようにするよ」

「……うん。約束してくれたら、ごほうびをあげる。はい、クッキー」

　ステラ姉はお母さんのエレナさんと、最近料理の練習を始めたそうで、お菓子作りはすでになかなかのものだった。

　異世界ではなかなかお菓子は食べられない。俺はステラ姉が持ってきてくれた木の実のクッキーを楽しみながら、リオナが起きるまでステラ姉と一緒に待った。




　ステラ姉とリオナが帰ったあと、しばらくして父さんが仕事から帰ってきた。みんなで夕食を取ったあと、母さんが片付けをしている間、父さんと二人になる。

「ヒロト、今日も自警団で魔物の退治をしたぞ。これで、森の浅いところでなら、子供たちも遊べるんじゃないか。あまりオススメはしないけどな」

「うん、ありがとう父さん。みんなにも気をつけて遊ぶように言っておくよ」

　子供たちがモンスターに襲われた一件があってから、俺は父さんに手紙を書いて、森の魔物をなんとかできないか相談したことがあった。

　もちろん子供なりの文章でだが、父さんは俺を咎とがめることなく、しっかり意見を聞いてくれて、魔物の対策をするべく動いてくれた。

　そのおかげで、ミゼール周辺の危険度は上がることはない──だが、ときおり変異種の魔物が出る状況を見ると、根本的な問題が解決していないと感じる。

（バジリスクは竜の眷けん属ぞくだった。竜の巣が、ミゼールの近くにあるってことなんだ。それが、ミゼールの危険度に悪影響を与えてるなら、何とかしないと）

　考えていると、父さんが俺をじっと見ていた。

「父さん、どうしたの？」

「……ヒロトがしっかりした子だというのは父さんも嬉しいが、もう少し、子供らしくしてもいいんだぞ。母さんが、寂さびしがってるからな」

「母さんが……？」

「ああ。たまには、一緒に風呂でも入ってこい。一人でも入れるからって、ヒロトは母さん離れが早すぎたよ。もっと甘えてもいいんだぞ？」

（……手がかからない方がいいと思ってたけど、それも違うのかな。でも、母さんに甘えるのは……いや、母さんがそうして欲しいと思ってるなら、遠慮しちゃ駄目だな）

　父さんの言うとおり、俺は全く子供らしくない子供だった。歩けるようになってすぐに母さんの手を煩わずらわせないように行動していた。

　手がかかる時期に、子供がすぐ自立したら──親の気持ちを俺は想像することしかできないが、それは寂しいのかもしれない、と想像はできる。

「ほら、母さんの片付けがそろそろ終わるぞ」

「うん、ありがとう父さん！」

　俺は久しぶりに、母さんに一緒にお風呂に入ってくれるようにせがんだ。洗い物を終えて手を拭いたあと、母さんは俺を抱っこして、嬉しそうにする。

「珍しいねえ、ヒロトが一緒に入りたいなんて」

「母さんの背中、流したいなって思って……」

「ありがとう、ヒロト。お母さんと一緒に、流しっこしようね」

　──そうやって優しくされる度に、俺は前世で不ふ甲が斐いない息子だったことを思い出して、胸が痛くなる。

　だけど、目に映る全てを守りたいからといって、父さんと母さんの子供として振る舞うことを忘れるのは駄目だ。

　俺は父さんも母さんも大好きだ。だからこうして、時には何もかも忘れて、二人の息子である五歳の『ヒロト・ジークリッド』に戻りたいと思った。




　母さんは少し胸が張っていて痛いので、昔みたいに俺に搾しぼってみてほしいと言う。俺はスキルを発動せずに、湯船の中で母さんの胸にそっと触って、痛みが取れるようにと祈りながら揉み込んだ。

「んっ……ヒロト、赤ちゃんの頃より上手になったわね。サラサさんのおっぱいを触らせてもらってたからかしら」

「そ、それは……その……」

「ふふっ、冗談よ。いじわる言ってごめんね、ヒロト。お母さん、すごく楽になったわ」

　母さんはそう言って、俺の頭を撫でてくれる。まだ二十三歳の彼女は、俺を産んだ当時のみずみずしい美び貌ぼうを、全く失っていない──それどころか、次第に成熟に向かっているように思える。

　けれど、時々、疲れているように見えることもある。今日もそうみたいだけど、機嫌は良かった。俺が、お風呂に誘ったからだろうか。

「ねえ、ヒロト。もし弟か妹ができたら、うれしい？」

「え……母さん、赤ちゃんができたの？」

「ううん、そうじゃないけど。ヒロトに聞いておこうと思って」

　ここで俺が「いなくていい」と答えたら、そのときは、俺の弟か妹は生まれてこないのかもしれない──そう思うと。

　前世では弟がいて、俺が引きこもっているうちに、上手く付き合えなくなった。だからといって、俺は弟が嫌いなわけじゃない。

　だから俺は、答えを長くは迷わなかった。

「もしできたら、うれしいよ」

「そう……ヒロトはいいお兄ちゃんになりそうだもんねえ、下の子ができたら」

「そ、そうかな……」

　本当に上手く兄になれるか分からなかったので、俺はそう答えた。けれど母さんには、俺の迷いが別の意味に見えたようだった。

「でも、これだけは覚えておいてね。もし家族が増えても、お母さんはヒロトのことが大好きよ。どれだけ手がかからない子でも、ずっと見ていたいくらいに大切なの」

「……母さん……わっ……」

　母さんは俺を見ているうちに目を潤うるませ、俺に授じゆ乳にゆうしていた頃よりずっと大きくなった胸の谷間に、じかに俺の顔を押し付けた。

　そして俺を抱きしめたままでいてくれる。これがお風呂の中でなければ、のぼせることもなく、ずっとこの胸に身を預けていたいと思っただろう。

「今日は一緒におやすみしようね、ヒロト。お父さんも一緒に」

「うん。母さんと一緒に寝たい」

　こうして、あと何度母さんに甘えられるだろう。その機会を簡単になくしてしまわないように、大切に、これからの年月を過ごしていきたいと思った。





　　　　　　湖の竜少女






　ミゼール周辺の危険度が一時的に下がり、森にモンスターが出なくなった。

　数日そんな状況が続くと、ミゼールの子供たちは森に出かけて遊ぶようになった。森の浅いところまでだが、今は父さんの呼びかけもあって、町の住人で組織された自警団が目を光らせてくれている。

　今日は一人で様子を見に行ってみようと思った──昔、リオナと二人で森に行ったときに感じた気配。あれが、今になって気になったからだ。

　三歳の時に倒したバジリスクは、竜の眷属だった。竜の巣が近くにあるのなら、それを探してみたいという気持ちもある。

　しかし家を出たところで、ちょうど遊びに来たリオナに会ってしまった。これから森に行くので、家に戻るようにと言ったのだが──。

「ヒロちゃんが行くなら、リオナも行きたい……だめ？」

「うっ……そ、そんな目で見るなよ。泣き真似してもだめだぞ」

　こうなると言っても聞かないことは、これまでの付き合いで良くわかっていた。

「……しょうがないな。じゃあ、おれの傍についてるんだぞ」

「うん、ありがとうヒロちゃん！」

　リオナは俺の服の裾すそにつかまってついてくる。照れくさいが、俺が傍にいろと言ったからなので、そのまま森に向かった。

（……あれ。何もいない……？）

　いつもなら、人を襲わない小型の魔物や、動物を見かけるのに、今日に限って何もいない。スライムもたまに出てくるはずだが、生物の気配自体がしなかった。

　静かな森を進んでいく。すると、どこからか水の流れる音が聞こえてきた。

　森の中には綺き麗れいな泉があって、昔はミゼールの娘たちはそこで水浴びをしていた……なんて話も聞いた。おそらく、俺はその場所を見つけようとしているのだろう。

「……ねえ、ヒロちゃん」

「どうした？」

　リオナが不意に立ち止まる。どうしたんだろうと思うが、周りには何もいない。

「ヒロちゃん、何か音が聞こえてこない？」

「音……？　いや、水の音しか……」

　──その瞬間。しばらく何も流れなかったログに、不意に文字列が流れてきた。




　◆ログ◆

　・魔王の力が災厄を呼ぶ……あなたの幸運スキルが一時的にゼロになった。

　・《リオナ》の「ハプニング」が発動してしまった！





（なっ……!?）

　今までこんなことが起きたことはなかった。『幸運』スキルを持つ俺が近くにいれば、リオナの持つ『不幸』を相殺することができていたのに。

　俺の『幸運』がゼロにされた──そんな効果を持つ攻撃も、ステータス異常も俺は知らない。スキルを封印されたりはしても、数値が下がることはありえなかった。

　喉がカラカラに渇かわいて、声も出せなくなる。そんな俺の脳裏に、さらに追い打ちをかけるようにログが表示された。




　◆ログ◆

　・《リオナ》は強大な存在を呼び出してしまった！





「っ……リオナっ！」

　リオナの言う音が、何の音なのか──俺もようやく気づいた。音は、上方から聞こえてくる。何か、巨大なものが風を切るような音だ。

　俺はリオナを連れて、茂みの中に隠れる。森の中を走って逃げれば、逆に気付かれやすくなると判断した結果だった。

「ヒロちゃん……？」

「頼む、今は静かにしてくれ……っ」

　茂みの中で息を殺す。そして俺は、上から聞こえてきた音が、途中で聞こえなくなったことに気がつく。

（俺が昔感じた気配の主が、近くにいる……一体、何者なんだ……？）




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は人間形態に変化した。





（ユィ……シア……魔物に、名前が……？）

　俺はログに「強大な存在」と表記されていたことを思い出す。それが、人の姿に変化したのだ。

　かすかな水音が聞こえてくる。俺はリオナにそのまま静かにしているように言って、『忍び足』を発動し、音の方角に近づいていく。

　少しずつ、少しずつ。這はうようにして進む。

　そして茂みの向こう、開けた視界の先に、一人の少女の姿を見つけた。

（……なんだ……あれ……）

　そこにいたのは、目の覚めるような銀色の髪を持つ少女だった。

　その外見だけで判断するなら、十代前半に見える。彼女は白く透ける薄衣を身にまとい、湖の浅瀬に立って、ただ遠くを見つめていた。

　人間離れした美貌。いや、間違いなく人間ではない──彼女の頭には、角が生えていた。そして薄衣の間、臀でん部ぶの辺りから、なめらかな鱗うろこに覆われた尻尾が伸び、水に浸されている。












「……魔王……呼ばれたはずなのに……」

（っ……!?）

　囁くような声が聞こえる。無機質ながらも、その見た目通りの少女の声だった。

「……誰……？」




　◆ログ◆

　・あなたは《ユィシア》に隠おん密みつ状じよう態たいを看かん破ぱされた！

　・「カリスマ」が発動！　《ユィシア》があなたに注目した。





　──目が、合った。少女の金色の瞳が、俺の姿をとらえていた。

　瞬間に、死を覚悟する。

　この森で、危険な敵に遭そう遇ぐうすることはない。そう、たかを括っていた。

（この世界は……『強大な存在』がいる場所と、地続きなんだ）

　だから、強すぎる相手が目の前に現れてもおかしくはない。

　リオナが引き寄せてしまったとしても──これは、俺のミスだ。魔王の転生体であっても、『不幸』が上昇していく以外に、何のマイナスもないと思っていた。

「……人間の子供。魔王では、ない……」

　ユィシアという名の存在が、俺に近づいてくる。

　その瞳はやはり人のものではなく、氷のように冷たかった。

　俺という存在を、意に介していない。自分と比較して、あまりにも小さなものとしか認識していない。

　そんな途方もない存在でありながら、目の前に立った少女は、人外であることを示す角と尾以外、あまりにも人間に近かった。




　◆ログ◆

　・「魅み了りよう」が発動！　《ユィシア》は抵抗に成功した。





　──最後の望みが絶たれた。魅了が通じなければ、戦闘になっても勝てない。

　なりふりかまわず残ったボーナスポイントを振り、戦闘力を限界まで上げることを考えもした。

　しかし、俺は完全に威圧されていた。思考がまともに働かなければ、ポイントを振ることもままならない。

「……魔王は、どこ？」

「……知ら……ない」

（リオナ……俺がどうなっても、お前だけは無事でいてくれ。頼む……！）

　水から上がった少女が、這いつくばっている俺を覗のぞきこむ。

　俺はその目を見返し……そして。

　最後にせめて、自分を殺すだろう相手のステータスを、脳裏に開いた。




　名前：ユィシア

　皇こう竜りゆう　女性　13歳　レベル10




　ジョブ：エンプレスドラゴン

　ライフ：１３００／１３００

　マナ　：４１２／４３２




　スキル

　　格闘　35　皇竜族　40　恵けい体たい　１０５

　　魔術素養　36　限界突破　５　母性　15




　アクション

　　パンチ　キック

　　炎ブレス　氷ブレス　雷ブレス

　　テールスライド　飛行　無敵




　パッシブ

　　回避上昇　竜言語　人化

　　マジックブースト　育成




　残りスキルポイント：30





　──ドラゴン。前世でも、いつかボスとして実装されたらギルドメンバー全員で倒そうと言っていた相手。

（恵体が……１０５……『限界突破』、そんなスキルがあるのか……！）

　限界値のはずの１００を超えた数値を目にして驚きよう愕がくする。目の前の存在は、俺の常識を超えた強さを持っているということだ。

　ゲームなら、何度死んで脱落しても、最後のとどめに立ち会えればよかった。しかしこの世界では、そんな戦法は通用しない。

　多人数でしか倒せないボス。一度も死なずに倒すことなど、想定されていない相手。

　それを目の前にしたとき、感じることはひとつだった。

（死にたく……ない……）

　皇竜ユィシア。残酷なまでに美しい少女は、俺を感情を持たない瞳で見下ろしている。

　彼女が動けば、俺は死ぬ。恵体１０５から繰り出されるダメージには耐えられない。

　──それでも。

（……死ねない……俺は、まだ……っ！）

　俺は立ち上がり、斧を構えた。それを見ても、ユィシアは感情を動かさない。

「……まだ、生きていたいんだ……！」

　そんなことを言って何になるわけでもない。それでも、泥臭くても、俺は命にすがる。

　数秒なのか、それともそれより短いのか。祈りの時間は、不意に終わりを告げた。




　◆ログ◆

　・あなたの幸運スキルが元に戻った。





「……私は宝を守るだけ。魔王に呼ばれたと思ったけど……違った」

「っ……!?」




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は竜形態に変化した。





　少女の身体が眩まばゆい光に包まれたかと思うと、次の瞬間、そこには銀色の鱗を持つ、優美な姿をした竜の姿があった。体長三メートルほどだが、翼を広げれば、全長は十メートルほどになるだろう。

　竜は俺を一いち瞥べつすると、翼を開き、一気に上空まで飛び上がっていく。そして次の瞬間には、森の木々に阻まれて、その姿は見えなくなっていた。

「……ヒロちゃん？」

　リオナの声がしたとき、俺はようやく動くことを許された気がして、息を吐いた。握っていることもできずに、斧が地面に落ちる。

「ヒロちゃん……？」

「……何でもない……何も、なかったんだ」

　俺はリオナを抱きしめていた。リオナはよく分かっていないのに、俺の背中を叩いてなだめてくれた。

「……もう、怖くないよ。よしよしってしてあげるね……」

　リオナにも分かっていた。俺が、心の底から怯えていたことが。

　モンスターを相手にしても、死の恐怖なんて感じなかった。攻撃が当たらない、もし当たっても死にはしないと分かっていたから。

「ヒロちゃん、帰ろう？　ごめんね、無理やりついてきて……」

「……大丈夫。もう、大丈夫だから。俺こそごめん、リオナ」

　俺は心底の恐怖の向こう側に、ある希望を見出してもいた。

　ユィシアの持っていたスキルは、俺の脳裏に刻み込まれている。

　決してその強さに辿りつけないわけじゃない。俺のスキルがあれば、準備さえ整えれば、手に入れられるかもしれない。

（この世界のスキルは、１００で打ち止めじゃなかった……１００より、さらに上があるんだ）

『限界突破』。ユィシアが５だけ所持していたスキル。その効果が、恵体１００の上限を超えることを可能にしていたのなら……それが、皇竜という種族の固有スキルなら。

　──どうしても、欲しい。この世界の全てを知り尽くすために、俺にはまだ強さが足りない。

「リオナ……今見たことは、みんなには秘密な」

「……うん、分かった。私、何も見なかったよ。危ないこともなかった」

「ありがとう。うちに帰って、一緒に本でも読むか？」

「うん。ヒロちゃん、大好きだよ」

「わっ……リ、リオナ……」

　リオナが抱きついてくる。そうしているうちに、今しがた味わった絶望が薄れていく。

　そして俺の中に、どれだけ無謀でも、成し遂げなければならない目標が生まれる。

　交渉術95で覚える『隷属化テイム』。習得が遅すぎるため、誰も交渉術を上げて取れると知らなかったスキル。俺も、おまけみたいなものだと思っていたけれど。

　──条件を揃え、『隷属化』を発動して、ユィシアを必ず調教テイムしてみせる。

　その時俺は、ゲームの頂点にいても知らなかった領域を知るだろう。文字通り、限界を超えることで。

「ヒロちゃん、どうしたの？　嬉しそうにして」

「いや、なんでもないよ」

（あと何年で、ユィシアを前にしても怯えずにいられるようになれるだろう）

　馬鹿だと言われるかもしれないが、俺はもう一度、強くなってからユィシアに会うときのことを心待ちにしていた。勝てるわけがないボスを、手を尽くして撃破してきた頃の気持ちを思い返して。





　　　　　　幼なじみとの入浴






　リオナを連れて家に帰ると、サラサさんが訪ねてきていた。レミリア母さんとお茶会をしていたのか、テーブルの上にカップが置かれている。

「おかえり、ヒロト。あら、リオナちゃんと一緒だったの？」

「うん。ちょっと、遊んでたんだ」

「レミリアさん、それで、先ほどのお話ですが……」

「ええ、ちょっとうちの子にも聞いてみるわね。ヒロト、サラサさんが、お泊まりに来ないかって誘ってくれてるんだけど、どうする？」

「え……い、いいの？」

　五歳ともなると遠慮が芽生えるのだが、誘ってくれたサラサさんはもちろん、リオナも物凄く乗り気だった。

「ふぁぁっ、ヒロちゃんが私の家にくるの!?　ヒロちゃん、一緒に寝てくれる？」

「私もリオナと一緒に寝ていますから、三人でということになりますね……」

　娘と同様に、いや、それ以上に嬉しそうなサラサさん。

　彼女はハーフエルフだから、出会った頃と見た目がほとんど変わっていない。おっとりした美人で、見るからに癒いやされる雰囲気のままだ。

　最近はクエストをしてない日はスキル上げをしたり、リオナをかまう日々だったから、サラサさんとは接する機会が減っていた。今日顔を合わせるのも久しぶりで、何か新鮮な感じがする。

「ヒロト、サラサさんに迷惑かけちゃだめよ」

　こうして俺は、幼なじみの家に初めて泊まりに行くことになった。




　サラサさんの家の風呂場は、うちより設備としては整っていないが、俺が割った薪を使ってもらっているので風呂を沸かす燃料的には不自由していない。

「風呂が沸きましたよ奥さん。ハインツの奴、飲み歩くのもほどほどにしろって言ってるんだが」

「いつもすみません、リカルドさん」

　リカルド父さんが、サラサさんの家まで風呂を沸かしに来てくれた。俺もできるのだが、まだ危ないと言われて火元には手を出させてもらえない。

「ヒロト坊、父さんはこれで帰るけど、困ったことがあったらすぐ呼ぶんだぞ」

「うん、ありがとう父さん」

「おう、最近はしっかり返事するようになったな。えらいぞ」

　父さんが頭を撫なでてくれる。それを、リオナとサラサさんが笑顔で見ているのが照れくさかった。

「レミリアさんにも、よろしく伝えておいてください」

「ええ、言っておきます。うちの子をよろしく頼みます」

　こういうとき、父さんはすごく礼儀正しくなる。深く礼をする姿に、騎士の頃もそうだったのだろうか、と想像した。

　そして俺たちは父さんが帰ったあと、風呂に入るために脱衣所で服を脱ぐ。

　すると、リオナが俺のことをちらちらと見ていた──やはり五歳ともなると、恥じらいも出てくるということか。

「ヒロちゃん、見ちゃだめ。リオナも見ないから」

「わ、分かってるよ。見ないから心配するなって」

「二人とも、そんなに恥ずかしがらなくていいですよ。まだ小さいんですから」

「で、でも……おかあさんより、リオナ、お胸が小さいし……」

「ふふっ……リオナもきっと、大人になったら大きくなりますよ」

（なんという会話だ……五歳で胸を意識するリオナも、早熟というか……）

　そして俺も裸になる段になって、サラサさんには見られたことがないな、と今さらに気づく。すると、急に恥ずかしくなってきてしまった。

「ヒロトちゃん、いつもお母さんに脱がせてもらってるんですか？　ふふっ……じゃあ、今日は私が代わりに……」

「あっ……」

　サラサさんに服を脱がされるいたいけな俺。そんな奥さん、俺は米屋じゃありません、木こりの息子です。何を言っているのだろう。

　そして服を脱がされたあと、俺は目の前にいるサラサさんの姿を見て、氷系魔法の直撃を受けたかのように硬直した。

「ヒロトちゃんのおうちよりは小さいですが、代わりばんこで入りましょうね」

（相変わらず、この人は……俺の中では、世界一位のマウンテンをお持ちだ）

　風呂に入るときは、サラサさんは耳を隠さない。人間とエルフの中間の長い耳だ。

　リオナは人間にしか見えないが、ステータスを見る限り、種族は夢む魔まだ。やはり、二人の間に血のつながりはない──そういうことになる。

「……ヒロちゃん、洗いっこするの？」

「っ……リ、リオナっ、ペンダントは!?」

「ふえ？　お風呂に入るときは、取らないとだめだよ？」

（それはそうなんだが、今外されると大変なことに……！）




　◆ログ◆

　・《リオナ》の「魅了」が発動した！　あなたは抵抗に失敗、魅了状態になった。





（しまった……！）

　こ、これが魅了……やばい、リオナがめちゃくちゃ可愛く見える。

　妹にしたい、なんでもしてあげたい。頰ずりとかとにかく何でも色々したい。

　この狂おしい気持ちを、子供らしい範囲で表現する方法は……。

「リ、リオナ……洗いっこしよっか」

「う、うん……よろしくお願いします、ヒロちゃん」

　リオナが珍しく敬語を使う。それすらも殺人的に可愛くしか感じられなくて、俺は煩悶し続ける。ああリオナ、君はなぜそんなに可愛いんだ。

「ヒロトちゃん、お風呂に入る前から顔が赤いような……大丈夫ですか？」

　頰に手を当てて心配そうにするサラサさん。彼女がまったく前を隠していなくて、その類いまれなるスタイルを眼前にさらしていても、俺の頭はどうしようもないほどリオナのことで埋め尽くされていた。




「ヒロちゃん、ありがとう」

「う、うん……」

　リオナの小さな背中を流しながら、俺もサラサさんに洗われている。しかし俺はリオナがあまりに可愛く見えすぎていて、他のことは考えられなかった。

（なんで俺、今までリオナに邪険にしてたんだ？　そんなことしていいわけないだろ、こんな可愛いリオナに。今は小さくても可愛いけど、大きくなったらもっと大変なことになるぞ。今のうちからっていうか、今からリオナ様に全てを捧げ尽くして、崇め奉るべきだ。そうだこの愛しさを歌にしよう！）

「ふんふふんふ～ん♪」

「リオナったら、そんなにはしゃいで……私もヒロトちゃんに洗って欲しいです」

　サラサさんにはすまないが、今の俺にはリオナしか見えていない。彼女のデリケートな肌をできる限り丁寧に洗わなければならないのだ。恐れ多い部分は自分で洗ってもらい、俺に許される範囲で……、

「その次は、私も洗ってくれますか？　ヒロトちゃん……」

　……あ、あれ。何か、サラサさんの声の感じが変わったような……。

　そう思って振り返ると、サラサさんがとても切なそうな目で俺を見ていた。

「せっかくおうちに来てくれたのに、リオナのことばかり……」

「っ……え、えとっ……その……」

　こ、子供の俺に嫉しつ妬とを……サラサさん、そこまで楽しみにしてくれてたんだ。

　しかし魅了されている俺は、どうしてもリオナの方に意識が向いてしまう。

「おかあさん、ヒロちゃんに洗ってもらっちゃった」

「ええ……綺麗になりましたね。リオナ、先にお風呂に入れてあげます」

　サラサさんはリオナに優しく答えると、湯の温度を見てから娘の身体を流し、浴よく槽そうに浸からせる。俺も一緒に入りたい……と思ったときのことだった。




　◆ログ◆

　・あなたの魅了状態が解除された。





（そ、そうか……俺には効果時間が短いんだ……）

　俺も魅了スキルを持っているから、他人の魅了に対して抵抗力がある。効果が切れるのも、他の人より早いわけだ。しかしリオナが成長したら、魅了が解けるかどうか……。

「ヒロトちゃんは、まだお風呂に入っちゃだめですよ……？　私が洗ってあげますから」

　正気に戻った俺の前に、さんざんじらされてしまったからか、物凄く色っぽくなっているサラサさんの姿があった。

（……じらしプレイは彼女には厳禁だな。俺も五歳児とはいえ、正直堪らない……）

　魅了が効いているあいだはリオナに夢中になっていたが、解けた途端にサラサさんの色気になびく俺。大きいことは正義であり、年上好きの傾向は否めない。

「背中は洗い終わりましたから……次は……」

（ま、前は……前はらめぇぇぇ！）

　サラサさんが素手で石せつ鹼けんを泡立て始める。俺はそれを見ながら、いたずらに女の人の好感度を上げまくったことを、今さらながらにちょっぴり後悔していた。




　リオナはお風呂から上がった直後は元気だったが、そのうち俺より早く眠くなり、ベッドですやすやと寝息を立て始めた。

　寝る子は育つというし、俺も眠くなってきた……そろそろ寝るか。そう思っていると、サラサさんもランタンの明かりを消して床に入った。

　リオナ、サラサさん、俺の順で、川の字になって眠る。ハインツさんはいつも違うベッドで寝ているらしかった。うちの父さんと母さんはもともとは一緒に寝ていたが、俺が生まれてからは別々に……と考えて、俺は今、両親がどうしているかを想像し、気恥ずかしくなった。

「ヒロトちゃん、すみません。うちのベッドは、おうちより硬いですよね……」

「う、ううん……ふかふかで、寝心地いいよ」

「良かった……リオナ、肩を出して寝ちゃいけません」

「すぅ……すぅ……ヒロちゃん、そこはらめ……」

「まあ……この子ったら。ヒロトちゃんに洗ってもらえて、嬉しかったんですね」

　寝言を言っているリオナの肩まで毛布をかけたあと、サラサさんは俺の方を向く。

　比較的暖かい夜だからか、彼女は薄い布地の寝間着を着ている。その襟えり元もとから覗く深すぎる谷間は、とても直視できないくらいのものだった。

「……ヒロトちゃん、今日、リオナと外に出たとき……何かあったんですか？」

「っ……ど、どうして……」

　エンプレスドラゴンに会ったことは、リオナには秘密にしてもらうように頼んだ。ずっと一緒だったから、サラサさんに教える時間はなかったはずだ。

「リオナと二人で帰ってきたとき、ヒロトちゃんが震えていたように見えたんです」

「……それは……」

　自分では、いつかあのドラゴンをテイムすると決めて、それで吹っ切れたつもりでいた……けれど。

　あの異常な能力値を見た時に感じた恐怖は、拭い去れなかった。あの無感情な瞳で見られた時の、何もできないという絶望も。

「……怖い思いをしたんですか？」

「……なんでも……」

　何でもない。そう言う前に、俺はサラサさんの胸に抱きしめられていた。

「いいんですよ……私は頼りないかもしれませんけれど、大人なんですから。私の前では、強がらなくていいんです……」

　石鹼の香りと、サラサさん自身の甘い香りに包まれる。深い安あん堵どが胸に満ちる……それは母さんに抱きしめられた時とも違う、どこまでも優しい抱ほう擁ようだった。

「安心して、眠ってください……私も、リオナも、そばにいますから」

「……うん。ありがとう、サラサさん」

　そうして名前を呼んだとき、俺は気づいた。彼女の名前を呼ぶのは、これが初めてだったということを。

「……覚えていますか？　ヒロトちゃん……赤ちゃんの頃に、私の……」

　これ以上は進んではいけない、罪深すぎる。

　しかし俺はまだ幼い、いや幼いといっても五歳児だ──幼なじみの母親から、授乳を受けていい年齢ではない。

　葛かつ藤とうの末に、俺は久しぶりに、マナ切れのリスクを厭いとわずに選択肢を呼び出した。自分の意志でこの誘惑を撥はねつけることなど、とてもできない。

（……『何もしない』という選択があるはずだ……！）




　◆選択肢ダイアログ◆

　１：《サラサ》の「授乳」を許可する

　２：《サラサ》の「搾乳」を許可する

　３：《サラサ》の──





　俺は途中でログから目をそむけた。見なかったふりもできない、それが異世界のお約束だ。

（バグってるのは世界か……それとも、俺の方か……？）

「少し緊張しますね……でも、前はリオナと一緒に吸わせてあげていましたし……」

　──せめて俺は変化を求める。俺にできることは、サラサさんならではのアクションスキルを選ぶことくらいだ。

　できるだけ邪念を捨てる。これは大きなマシュマロだ。マシュマロを触っても何も悪いことじゃない。

「……もう少し強くしても大丈夫です……ええ、そう……上手……」

「くー、くー……」

（……よし、明日からもっとリオナに優しくしよう）

　そんな理由で俺が優しくなったら、リオナは……たぶん喜ぶんだろうな。何も知らないでいる彼女を見ていたら、とても今までみたいにあまのじゃくにはできない。

（魅了だけは防がないとな……風呂でもペンダントを外さないようにさせないと。いや、俺が一緒じゃなければ大丈夫だし、いいのか……）

「はぁっ……ぁ……ヒロトちゃん、そんなに強く……あぁっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《サラサ》から「搾さく乳にゆう」しながら「授乳」を受けた。

　・スキルシナジーが発生した！　取得経験値が増加した。

　・あなたの「薬くす師し」スキルが１上昇した！

　・あなたの「魔術素養」スキルが１上昇した！





「んっ、んっ……美味しいよ、サラサさん……」

「はぁっ、はぁっ……そんなにされては……リオナが起きちゃう……ふぁぁっ……！」

　一度始めてしまうと、やはり俺は乳スキルの海に溺おぼれてしまう。サラサさんの身体がしっとりと汗ばんできて、白い肌が紅こう潮ちようする──それでも俺は、彼女のマナが半分になるまでは、おとなしく寝ることはできなかった。














　　　　　　ミゼールの賢者






　フィリアネスさんからもらった【神聖】剣けん技ぎを高いレベルで使いこなすには、魔術の訓練が必須だ。俺は精せい霊れい魔ま術じゆつの基礎を本で覚えたあと、ミルテの祖母のネリスおばば様から精霊魔術を教わった。

　フィリアネスさんも精霊魔術を使うが、おばば様は「ミゼールの魔女」と呼ばれるだけあって、精霊魔術スキル50を超える高位の魔術師だったし、毎日通えるところに住んでいるので指導を受けやすかった。

　ミゼールの魔女を『おばば様』と恭しく呼んでいるのは、彼女が弟子入りするならそう呼ぶようにと言ったからだ。

　ネリス・オーレリア、それがミゼールの魔女の本名である。

「ヒロトよ、お主も中級までの精霊魔術を使いこなせるようになった。そろそろわしに教えられることは何もないぞ、ミルテと外で遊んでくるがよい」

「そんなことないよ。おばば様は教えたくないかもしれないけど、おれはもっと魔術を究めたいんだ」

「ふむ……まあ、そこまで言うのならば、試してやっても良かろう。しかしこれ以上を求めるならば、それなりの危険を冒さなくてはならぬ。マンドラゴラを抜くなどは、まだ易しいほうの修行じゃからな」

　マンドラゴラ──おばば様が育てている、根菜に似た植物である。

　地面から抜くときに『おぞましい金切り声』を上げ、抜いた人間のマナに４００の固定ダメージを与えてくる。これを耐えればマンドラゴラを手に入れられるが、魔術素養が低いと発狂して一巻の終わりだ。

　俺は魔術素養が高かったので、ダメージ覚悟で引き抜き、試練を乗り越えた。おばば様は驚いていたが、それで俺に中級以上の精霊魔術を教えてくれた。スキルの数値にすると、31以上が中級となる。

　おばば様は後日、マンドラゴラの用途について教えてくれた。食べると魔術素養に経験値が入る貴重なアイテムだが、本来は薬の材料として使うらしい。

「お主の抜いたマンドラゴラじゃがな、実は秘薬の材料にも使われるのじゃ。万病に効き、死地にある人間すらも完全に回復させる、薬くす師しの秘中の秘……エリクシールと呼ばれる薬じゃ」

「エリクシール……そんなすごい薬があるんだ」

「それを作るためのレシピは持っているが、材料が足りぬ。材料を全部揃えられたら、作った薬は半分お主にやろう。上級精霊魔術に開眼するための手助けも、してやらんでもない」

「うん！　おれ、いつか絶対集めるよ！」

　精霊魔術の習得クエストは、こうしておばば様の依頼を達成することで進行していく。自力でも上げられるが、クエストに沿って習得した方が効率が良かった。

「一生をかけても集められるかどうか、という品ばかりじゃがな。上級精霊魔術など、一介の人間が持つべき力ではすでにない……あの聖騎士フィリアネスは、すでに習得しておると聞いたがのう。あの娘もまた、もはや人の領域を離れつつある。人間がそこまで強くなって、どうするというのじゃろうな」

　おばば様はいかにも魔女というとんがり帽子の奥にある、深い皺しわの刻まれた目尻を下げ、瞳を細める。口元はフードで隠されていて目しか見えないが、俺にはその瞳は時折優しい色を宿すように見えた。

「さて……ミルテや、ヒロトと遊んでおいで。この子はまだ、わしの魔術の全てを知るには早い。代わりに、おまえの魔術を見せておあげ」

「うん、わかった。ヒロト、ついてきて」

　一人で本を読んでいたミルテだが、俺と遊ぶのを楽しみにしていたようだ。席を立つと、俺をおばば様の庵いおりの外に連れ出す。

「ミルテ、獣じゆう魔ま術じゆつはどれくらい使えるようになった？」

「……ちょっと、上手になった。猫さんみたいになれるようになった」

「すごいな……じゃあ、おれも習った魔術を見せるから、見せっこしようか」

「うん。ヒロトはすごい……わたし、おばば様の魔術、見てもわからない」

　ミルテは少しずつ髪を伸ばすようになり、睫まつ毛げも長くなって目がぱっちりとしてきた。たれ目気味のリオナに対して、ミルテは猫っぽいつり目をしている。

　彼女は昔から、俺と話すときに徐々に近づいてきて、最後には鼻先が近づくくらいまで接近してくるくせがあった。『いい匂いがするから』らしいのだが、あまり無防備にくっつかれると意識してしまう。

「……くんくん……ヒロト、リオナのにおいがする。今日、あそんだ？」

「あ、朝、一緒にご飯食べたからかな……」

「そう」

　あまり感情を面おもてに出さない子だが、なんとなく言いたいことは伝わってくる。

　一人で遊んでいた頃も、最初は寂さびしがっていたなんて思えないくらい淡々と落ち着いていたけど、だんだん、それは『寂しいということすら知らなかった』からだとわかってきた。

「じゃあ、おれから魔術を見せるな。危ないから、あまり近づいちゃだめだぞ」

「わかった」

　ミルテは胸に手を当てている……どきどきしている、ということらしい。

　おばば様との修行はミルテに見せてなかったので、披ひ露ろうするのはこれが初めてだ。

　脳裏に開いたウィンドウで、精霊魔術レベル１、炎属性を選択する。そして、表示された呪文を詠唱した。これを暗記すると、呪文の発動を早く出来るわけだ。

「炎の精霊よ……我が下に来たりて、闇を照らす明かりとなれ！　『炎霊召喚サモンウイスプ』！」




　◆ログ◆

　・あなたは呪文を詠唱している……。

　・あなたの精霊魔術が発動！　炎のウィルオウィスプを召喚した！





　俺が両手を前に差し出すと、マナを消費して精霊が呼び出される。ウィルオウィスプは下級精霊で、魔力の塊がほんの少しだけ意思を持ったような存在だ。簡単な命令に従い、空中で静止したり、周囲を同じ軌道で回り続けたりする。炎属性のウィスプは、よく明かりとして使われていた。

「……すごい。火が、とびまわってる」

「ぶつかってもそんなに熱くないけど、気をつけてな」

「うん……きれい……」

　ミルテは澄すんだ瞳に炎の光を映し、じっと眺め続けている。そのうち炎の精霊の力は弱まり、ふっと姿を消した。

「……見せてくれてありがとう。つぎは、わたしが見せる……」

「う、うん」

「……わがからだは、やまねこの、けしんとなる……」




　◆ログ◆

　・《ミルテ》は呪文を詠唱している……。

　・《ミルテ》の獣魔術が発動！　《ミルテ》は一時的に山猫の力を宿した！





「っ……ん……んんっ……」

　ミルテの身体が淡い光に包まれる。そして、ところどころにふさふさした毛が生えてきて……。

（こ、これは……獣魔術って、もしかして……自分を獣にする魔術なのか……？）

　完全に猫になるわけではない。耳がふさふさの毛で猫っぽくなり、しゅるりと尻尾が伸び、ところどころがモフモフとした毛に覆われていく。他の部分は元のミルテから全体的に少しずつ、ネコっぽく変化しただけだった。

　しかし……元から猫のようなところのあったミルテには、その姿がとても似合う。栗色の体毛を持つ猫耳娘と化したミルテは、もふもふした手を舐めて、雨あま乞ごいでもするように顔をこすっていた。

「……こうなると、速く動ける。魔物も、弱いのはやっつけられる」

「それはすごいな……」

「うん。今だったら、木にものぼれるにゃ」

「……にゃ？」

　語尾に「にゃ」がつくとか、それは副作用か何かだろうか。らしいといえばらしいが、いつものミルテから想像がつかなくて、つい聞き返してしまう。












「……だからないしょにしてっていった……にゃ」

「そ、そっか……どうしても言っちゃうんだな。いいんじゃないか？　可愛いし」

「っ……か、かわいくにゃい……っ！」

　ミルテの顔が真っ赤になり、耳と尻尾がピンと立つ。それを見ていて、俺はケモナーの素質があったらしいとしみじみ思う。ミルテに似合いすぎているだけなのだが。

　しかしそんな俺を、ミルテは五歳にしてすでに会得していたジト目で見ていた。

「はずかしい……ヒロト、おしおきする」

「えっ……な、なんでっ……うわっ！」




　◆ログ◆

　・《ミルテ》はあなたに飛びかかった！　あなたはマウントを取られた。





「ご、ごめんミルテ、あやまるから……」

「……だめ。おしおき……ぺろっ……」

「え……ミ、ミルテ……？」

　ミルテは俺の頰ほほを、小さな舌でぺろぺろと舐めてくる。何度も、何度も。

（……なんだろう。ほんとに子猫に舐められてる感じだ）

「……ヒロト、おいしい。いっぱいなめたい……おみみもおいしそう……ぺろっ」

「く、くすぐったいって、ミルテ……」

　猫になると、こうやって懐いたりしたくなるんだろうか。マウントを取られたままなので、俺はあきらめて、ミルテの髪を撫なでつつ、彼女のしたいようにさせてあげることにした。





　　　　　　炎の斧と雷光の細剣






　初夏の頃、フィリアネスさんたちがミゼールを定期訪問する日がやってきた。

　彼女たちが到着するなり、俺はモニカ姉ちゃんに頼んで予約しておいてもらった町の訓練場に、フィリアネスさんたちを案内する。ウェンディもフィリアネスさんに憧れているから会いたいだろうけど、今日は俺たちだけでしたいことがあった。

　訓練場は壁で囲まれているが、更衣室などが建物の中にあるだけで、実際に使う場所は屋根のない野外だ。敷地内に木々が生えていて、地面には芝生が敷かれている。

「ヒロトちゃん、準備はいい？　私とアレッタちゃんは見学してるよ～」

「演武とはいえ、万が一が怖い。くれぐれも慎重にするのだぞ」

「うん、大丈夫。いつでもいいよ、フィリアネスさん」

　俺はフィリアネスさんに頼み込んで、彼女が来るたびにこうして訓練場で稽けい古こをつけてもらっていた。練習の形式は「演武」で、技を繰り出すものの、相手には当てないというものだ。

「ヒロト……お前は間違いなく天才だろう。私が魔法剣を使えるようになったのは十歳のとき。ダブル魔法剣を習得したのは、十四歳になったばかりの頃だった。それも、血のにじむ思いをしてな」

「ヒロトちゃんは一回見た技をそのまま使える、天才斧使いなんですよ～。『俺に盗めない技はないぜ！』どやぁ！」

「何度も何度も練習していたじゃないですか。たゆまぬ練習の賜たま物ものですよ……そうですよね？　ヒロトちゃん」

「うん、それとフィリアネスさんが教えてくれたからだよ。そうじゃなかったら、おれは魔法剣なんて使えてない」

「そう言ってもらえると、指導する身としては光栄だな……」

　フィリアネスさんは頰を赤らめて言う。十九歳になった彼女は、ますます胸が大きくなって、乳袋が大変なことになっている……しかし聖騎士としての気品は増すばかりで、もはや聖なる気を纏まとって見える。

「魔法剣は聖騎士の証。お前がそれを使えるということは、私と同じ位置に立つ資格があるということだ」

「おれはまだ、フィリアネスさんにはかなわないよ。でも、いつか、追いつきたい」

「ふふっ……いい目だ。お前ならできるよ、ヒロト。お前は私よりも強くなれる……だからこそ、簡単に抜かれてやるわけにはいかない」

　俺はフィリアネスさんにもらった『【神聖】剣技』を、育成スキルを持つ彼女自身と練習することで、42まで上げた。今では魔法剣だけでなく、相手に大ダメージを与えてもライフを１残すアクション『手加減』も身につけている。

　あわせてマールさんとも訓練することで、騎士道スキルも上げている。アレッタさんも見ていてくれるから、同時に衛生兵メデイツクスキルが上がる──彼女たちも経験値は入るし、俺との訓練に進んで付き合ってくれていた。

　彼女たちの目からは分からないが、俺のレベルはフィリアネスさんには及ばなくとも、他の騎士団員に匹敵するほど高い。訓練の成果はレベルに比例するので、俺との訓練は効果が高くなるのだ。

「では……まず、基本技を見せてもらう。構えっ！」

　フィリアネスさんは右利きだ。右の手に握ったレイピアを引き、腰を落とし、左手を刃に添えて突きの姿勢を作る──レイピアの基礎にして彼女が最も得意とする技、『刺突ピアツシング』の発動体勢だ。

　俺の基本技は薪まき割わり──ではなく、戦闘においては『兜かぶと割わり』になる。斧を上段に振りかぶり、丹田に意識を集中して呼吸をする──そして。

「──はぁぁっ！」

「──たぁっ！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「刺突」を放った！

　・あなたは「兜割り」を放った！

　・あなたは《フィリアネス》と訓練を積んだ。





　二人の武器が、風切り音と共に空を切る。これだけで訓練と判断されるが、他にもいろいろ訓練とみなされる行動はある。

「はぇ～……ヒロトちゃん、もう騎士団の斧使いの人より、振りが鋭いよ～」

「本当に……五歳でこんなにうまく斧を使えたら、騎士団の戦闘試験にも合格できそうです。斧騎士リカルド様の血は、脈々と受け継がれているのですね……」

　褒ほめられるのは嬉しいが、照れてしまう。そんな俺を見て、フィリアネスさんは微笑ましそうにしていた。

「さて、次が本番だ。ヒロト、魔法剣を見せてもらおう。私もダブル魔法剣を見せてやる」

「うん、わかった」

「では……行くぞっ！　ライトニング・パラライズ・ピアッシング！」

「うぉぉっ……フレイム・スラッシュ！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「ダブル魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は「ライトニング」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「パラライズ」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「ピアッシング」を放った！　「雷光麻痺刺突ライトニング・パラライズ・ピアツシング！」

　・あなたは「魔法剣」を放った！

　・あなたは「ソルフレイム」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「パワースラッシュ」を放った！　「火炎烈斬フレイム・スラツシユ！」





　フィリアネスさんが放った突きは、そのままの勢いで雷の力を前方に飛ばす──まるで極太のレーザーのようだ。あんなものを食らったら、上位のモンスターでもひとたまりもないだろう。

　俺の放った技は炎の攻撃呪文『ソルフレイム』と、斧マスタリー40で覚える技『パワースラッシュ』の複合技だ。大物相手に効果を発揮するパワースラッシュは、空中に大きな炎の斬ざん撃げきの軌き跡せきを残す。

「ほぇぇ……あ、あんな小さな体で……私、ヒロトちゃんと絶対試合したくないよ～」

「騎士団最強のメイス使いが、何を言ってるんですか。腰が引けてますよ」

「あ、アレッタちゃんは前衛じゃないからって無茶言いすぎ！　まだ装備が揃ってないから、私は魔術を使われるとひとたまりもないんだから～！」

　ソルフレイムは、精霊魔術レベル３の炎属性の攻撃魔術だ。精霊魔術は個人によって属性の適性があり、俺は炎が向いていて、フィリアネスさんは雷の適性が最高だった。

「大したものだ……私と同じ中級精霊魔術を使い、斧の技も達人のものといえる。リカルド殿に伝授されたのか？」

「父さんを見てたら、おれにもできるような気がしたんだ」

　父さんに教えてもらったのは『薪割り』だけだが、それこそが基本にして極意ともいえる。

「やはり天才か……ヒロトはいつも、私の期待を超えてくれる……」

　フィリアネスさんは細剣を鞘さやに収めると、俺に近づいて、地面に膝ひざを突いて同じ視線の高さで見つめてくる。彼女は感激すると、そうやって見つめてくれる……赤ん坊の頃よりも、ずっと熱のこもった瞳で。

「あ、あの～……雷神さま、十九歳なんですから、五歳のヒロトちゃんにアプローチするのはだめですよ～？　公国法では、十二歳以下の少年に手を出すと犯罪ですよ～」

「なっ……なな何を言うかっ！　私はただ、ヒロトが上手くやったと褒めたかっただけだ！　破は廉れん恥ちなことなど、断じて考えてはいないぞ！」

「マールさんこそ、一緒にお風呂に入ったとき、ヒロトちゃんに……その、マッサージさせてませんでしたっけ」

「ふぁぁっ、それは言っちゃらめぇぇ！　私の生活の、数少ない潤うるおいなんだから～！」

　顔を真っ赤にして半泣きで慌てるマールさん。アレッタさんもしてほしいというので、いつもしてあげているんだけどな……そのうちにちょっと成長してきていて、前世で揉むと大きくなると言われていたのはあながち間違いでもないな、としみじみ思った。

「まったく……いたいけな子供に何をさせているのだ。マール、大人になれ」

「ひぎぃぃ！　ら、雷神さまだって、私達が知らないうちにしてるに決まってます～！　私は男性は苦手ですけど、女の勘は働くんですからね！　ぷんぷん！」

「フィリアネス様も絶対にされてますよね……でも、一度もそういうところを見たことがありませんし……」

　フィリアネスさんは辛うじて、俺との秘密の時間を二人に知られずに済んでいた。夜中にこっそり彼女たちの部屋に潜り込み、緊張しながらスキル上げをする習慣は、一度の中断期間を挟んだものの、最近はずっと続いている。

「私はお前たちとは違う。人の前でむ、胸を揉ませるなど、いたいけな子供にさせていいことではないぞ」

「あ、そういうこと言っちゃいます？　いいんですよ～、今度のスライム討とう伐ばつ、私は腹痛でお休みしますから」

「っ……ま、待てっ、それとこれとは話が別だろう！　マールギット、こちらを見ろ！　今の発言を訂正しろっ！」

「いやですぅ～。今夜、私がヒロトちゃんと一緒に寝ることを許可してくれたら、スライム討伐についていってあげますよ～？」

「わ、私だって、ヒロトちゃんと一緒にって希望を出そうと思っていたところで……マールさん、ずるいですよ！」

　こうして俺をめぐって争いになるのはいつものことだが、もう慣れっこになってしまったので、俺も焦ることはない──が、別のことが気になった。

「あの、フィリアネスさん……スライム、苦手なの？」

　俺が尋たずねると、フィリアネスさんはびくっと反応した。あまりにもリアクションが大きくて、俺は思わず苦笑してしまう。

「っ……ち、違う！　私には苦手なものなどないっ！」

「そんなこと言って、物凄く苦手じゃないですか～。ミゼールの森で小さいグリーンスライムに会った時、腰を抜かしちゃってませんでした？」

「ち、違う、断じて違う！　私はスライムなんて怖くないっ！」

　しかしフィリアネスさんのステータスは、雄ゆう弁べんにスライムに弱いと語っている。何か、スライムにひどい目に遭わされたことでもあったんだろうか。

　そう考えたところで、俺はあることを思いついてしまった。俺はスライムのジョゼフィーヌを、密かにじわじわと育て続け、強力に育てあげていたのだ。

「もしよかったら、おれのスライムなら安全に訓練できるよ」

「っ……な、なんだと!?　スライムを飼っているなど、おおっ、お前はっ、すっ、すすっ、すすっ……ごほっ、ごほっ！」

「フィリアネス様、落ち着いてくださいっ……大丈夫です、怖いスライムは近くにはいません！」

「私もオークは苦手だけど、最近はちょっと克服できてきたよ～。おもいっきり叩いてあげてたら、ちょっとずつ、あ、こんなものなんだって思えてきて……」

　マールさんのように苦手な魔物を倒しまくる以外に、モンスター恐怖症を治す方法がある。それは、苦手なモンスターと長く戦闘状態になることで、慣れることによるものだ。戦闘状態は、模擬的なものでも問題ない。そんなわけで、テイムしたモンスターを訓練に使うというのは安全性の面でも理にかなっている。

「おれのスライムは、いいスライムだから。フィリアネスさんがもしダメージを与えちゃったりしても、すぐ回復するし……訓練には、もってこいだよ」

「雷神さま、スライム討伐はこれからもあると思いますから、今克服しておいたらいいんじゃないですか？」

「フィリアネス様が今までのように、小さなスライムを見て麻ま痺ひされても、すぐに治療してさしあげることができず、私も歯がゆく思っていました」

「くっ……お、お前たち……私にそこまで、スライムをけしかけたいのか……！」

　涙目でプルプルしているフィリアネスさん。十四歳から今まで、この姿のけなげさ、嗜し虐ぎやく心しんを煽あおる感じは変わらないな……というのはひどいか。

　フィリアネスさんは顔を真っ赤にして震えていたが、俺を見るとふっと表情を和らげる。そして、仕方がないという顔で微笑んだ。

「……ヒロトは私を案じてくれているのだな。その気持ちには応えたい」

「フィリアネスさん……」

「はいはい、いい雰囲気になるとこじゃないですよ～。ちゃっちゃと訓練を始めちゃいましょうね～」

「ヒロトちゃん、そのスライムはどこにいるんですか？」

　アレッタさんに言われて、俺は脳裏にウィンドウを展開する……テイムしたモンスターを呼ぶことは、いつでもどこでも可能だ。




　◆ログ◆

　・あなたは護ご衛えい獣じゆう《ジョゼフィーヌ》を呼び寄せた。





「ど、どこに現れるのだ？　その……」

　そのスライムは──と言った瞬間。物陰から、ぼよよん、と大質量のゼリーみたいなものが落ちてきた。

「ひゃぅぅっ！　び、びっくりしたぁ……」

「す、すごく……大きいです……」

「こら、変なところから出てくるな。おれもちょっとびっくりしたぞ」

　スライムはきゅいきゅい、と鳴く。俺も驚いたのだが、スライムは鳴くのだ。それも結構可愛い声で。

　マールさんをすっぽり包み込めるくらいの巨大なスライム。そのステータスはこんな感じになっている。




　名前：ジョゼフィーヌ

　スライム　？　５歳　レベル30




　ジョブ：グレータースライム

　ライフ：４００／４００

　マナ　：24／24




　スキル

　　スライム　62　恵けい体たい　30




　アクション

　　溶解液　オフ

　　毒攻撃　装備破壊　捕縛

　　触手攻撃　装備を奪う




　パッシブ

　　自動回復小　斬撃無効　刺突無効

　　打撃に弱い　炎に弱い　氷に弱い

　　雷無効　毒無効　麻痺無効




　残りスキルポイント：90





　──まさに外道。ステータスを見て今気がついたが、フィリアネスさんの得意攻撃の全てが、こいつには通じない。あくまで今気づいたのであって、フィリアネスさんをいじめるつもりは毛頭ない。いや、本当に心から。

「あ、あれ？　雷神さま、落ち着いてますね……」

「……マールさん、フィリアネス様が……立ったまま、気絶してます」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》はスライムに遭そう遇ぐうしてしまった！

　・《フィリアネス》は恐慌に陥おちいった！

　・《フィリアネス》は麻痺した！

　・《フィリアネス》の攻撃力がゼロになった！

　・《フィリアネス》の防御力がゼロになった！

　・《フィリアネス》は沈黙した！





（こ、これは……ショック療法にしても、やりすぎだったかな）

　フィリアネスさんは文字通り、真っ白になって固まっていた──三分ほど。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は我に返った。





「っ……はぁっ、はぁっ……お、大きい……大きすぎる……っ、こんな……私を壊す気かっ……そうなのだな……！」

（す、すまないフィリアネスさん……でも、スライムは克こく服ふくしないと……！）

　膝ががくがくとわななき、レイピアを握る手に力も入らず、びっしょりと汗をかいたフィリアネスさん。彼女は生まれたての子鹿のように震えながら、俺の方を見て……そして、けなげに微笑んだ。

「しかし……お前がここまでしてくれたのなら……私……私はっ……ま、負けてなるものか……っ！」

　グレータースライムＶＳ雷神フィリアネス。ミゼールの訓練場で、人知れず、壮そう絶ぜつな死闘が始まろうとしていた。





　　　　　　聖騎士の試練






　エターナル・マギアにおいて、スライムは最初、テイムできるモンスターの中でもあまり役に立たないと言われていた。しかしその耐性の多さが壁役として着目され、相手の装備を奪うこともできる器用さから、一部の魔物使いに愛好されるようになった。

「雷神さま～、無理そうだったら早めに呼んでくださいね、私が助けてあげますから～。ヒロトちゃん、グーで叩くくらいなら大丈夫だよね？　そのスライムちゃん」

「うん、それくらいなら。メイスで叩いても、数回ならビクともしないけど」

「と、というか、スライムちゃんというのは何なのだ……っ、なぜ愛着を持って呼ぶのか、理解に苦しむ……っ」

「フィリアネス様、ヒロトちゃんの飼っている大事なスライムさんなんですから、そんな言い方は酷ひどいです」

「だ、だから……なぜスライムに肩入れする！　少しは私の身になって考えてみたらどうだっ！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》はスライムに怯えている……。

　・《フィリアネス》の足元がおぼつかなくなった。





　まだ何もしてないのに、フィリアネスさんがふるふると震えている。内股になっているし、なんだかお手洗いを我慢してるようにも見える……すでに極限状態だ。

「あ、あの……やっぱり、やめておく？　フィリアネスさん、顔が真っ青だし」

「ば、ばかを言うな……私はスライムなど、ここ怖くは……ないのだからなっ……！」

「わ～、まだ強がりが言えるんですね～。私、雷神さまのそういうところ、純粋に尊敬します」

「マールさん、あまり毒を吐いていると、あとで騎士団式の懲ちよう罰ばつを命じられてもおかしくないかと……」

「雷神さま、頑張ってください！　私、絶対に負けないって信じてます！」

　マールさんの熱い手のひら返しに引きつった笑みを浮かべつつ、フィリアネスさんはそろそろと細剣を抜き、俺のスライムに向けた。ぶよよん、とスライムが震えて臨りん戦せん態たい勢せいに入る。

「ひぅっ……！」

「雷神さま、とっても可愛い悲鳴が……聞いてるこっちが赤くなっちゃいますよ～」

「いえ、私でもあのスライムさんが相手だったら、悲鳴のひとつも上げてしまうと思います……お、大きすぎますし……」

「フィリアネスさん、最初は小手調べだよ。そっと攻撃するから……行け、ジョゼフィーヌ！」

「く、くぅっ……！」

　つやつやしたゼリーの固まりのようなグレータースライムが、その外見から想像もできないスピードで変形し、フィリアネスさんに向けて体の一部を伸ばして体当たりを仕掛ける。フィリアネスさんはふらつく足で何とか避けた。

「ヒロトちゃん、すっごく生き生きしてる……年上の女の人をいじめる楽しみを、この年で覚えてしまうなんて……っ、だめ、そんなにされたら私、壊れちゃうぅぅ！」

「マールさん、日頃からいやらしい想像をされているのはわかりましたから、ちょっと静かにしててください」

「し、してません～！　欲求不満とか、人聞きの悪いこと言わないでよね！」

「お、お前たちっ、他人ごとだと思って気楽なことをっ……きゃぁっ！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》の攻撃！

　・《フィリアネス》は回避した。





　フィリアネスさんは何とかジョゼフィーヌの攻撃をバックステップで避ける。

（ほう……やるじゃないか。しかしその状態で、いつまで避けきれるかな……？）

　なぜか悪役になってしまう俺。女騎士をスライムで追い詰めるというシチュエーションが、俺の変なスイッチを入れてしまっていた。

「こ、今度は私の番だ……覚悟しろ……灰も残すつもりはないぞ……！」

　めらめらとフィリアネスさんが闘志を燃やしている。灰も残さないとは、彼女のスライム嫌いも相当だ。できれば、俺のスライムは悪いモンスターじゃないと分かってもらいたいのだが。

「はっ……雷神さま、もしかしてあの技を使うつもりですかっ!?」

「ヒロトちゃんはまだ見たことがないので、説明しましょう。フィリアネス様はすでに上級精霊魔術を習得されています。『雷光麻痺刺突』より、一段階上のダブル魔法剣……いえ、威力的には数倍になる奥義を会得されているのです。以上で説明を終わります」

「た、淡々と実況するな！　ますます力が抜けるっ……くぅ……！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》はスライムに怯えている……。

　・《フィリアネス》の攻撃力が半減した！

　・《フィリアネス》の敏びん捷しよう性せいが下がった！

　・《フィリアネス》の集中が乱れた！





　スライム恐怖症のステータス異常判定は、数分ごとに入るようだ……惜しい。もう数秒早く技を出していれば、マイナス効果がない状態だったのに。

　ぶにょにょん、とジョゼフィーヌが攻撃態勢から元に戻る。そしてぷるるんと震えたところを見て、同時にフィリアネスさんも震え上がった。

「雷神さま、さっきから震えるたびに、一緒におっぱいぷるんぷるんしてますよ～。スライムみたいに」

「ス、スライムと一緒にするな！　マール、もう絶対に許さんぞ……あとでごめんなさいと、い、言わせてやる！」

　フィリアネスさんはマールさんにレイピアを向ける（危ない）が、マールさんは口笛を吹いている。なんという上司と部下の関係……今ばかりは下げ克こく上じようということか。

「おっぱいぷるんぷるんとか、ヒロトちゃんの前で何を言ってるんですか……胸が大きい人は、その分頭にデリカシーが回らないんですね。きっとそうです」

「馬鹿じゃないです～、胸が大きくても馬鹿じゃないですぅ～」

「わ、私が小さいことを揶や揄ゆしてるんですか！　名めい誉よ毀き損そんで訴えますよ！」

　マールさんとアレッタさんの争いもヒートアップしているが、いちおう（酷い言い草だが）、フィリアネスさんの奥義で俺のスライムがやられてしまわないよう、防御態勢に移行させておく。




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は防御している。





「なっ……なぜ盾みたいな形に変わっているのだ、スライムなのに！」

「スライムも、強くなってくるといろいろできるようになるんだ」

「魔物使いの才能もあるとは……ヒロトはどこまで私の想像を超えれば気が済むのだ……認めよう、おまえはすでに私より強い……ッ！」

「諦めるのはやっ！　雷神さま、まだ負けてないですよ！」

「そうですフィリアネス様、スライム討伐の最中に麻痺してしまったら、もっと大変なことになります！」

「だ、だって……ではない、しかし、私にはもう……もうっ……」

　もう耐えられない、と言わんばかりのフィリアネスさん。スライムが盾形に変形しただけでこの絶望ぶり……ちょっと俺も慎重にやりすぎただろうか。

「フィリアネスさん……おれも、フィリアネスさんが他のスライムにやられるところは見たくないよ。だから、今のうちにおれのスライムで練習しておこうよ」

「そ、そうか……他のスライムに汚されるくらいなら、おまえの手で……それもそうだな……」

「何か悲ひ壮そうなお話になってるけど……あ、あれれ～？　このままだとエッチなことになりそうな予感が……」

「何を言ってるんですか、これは訓練です。ヒロトちゃんが、スライムさんに命令してフィリアネス様にいやらしいことなんてするわけないじゃないですか」

「お、おれにはちょっと良くわからないっていうか……」

　スライムの特殊攻撃を試すうちに、見ている分には大変なことになってしまうかもしれない。でもジョゼフィーヌの意志は、俺の意志でもあるわけだから、俺が大変なことをしていることに……それは確かにダメなのではないか。

「私には分かる……ちゃんと、分かっている。ヒロトが純粋な気持ちで、私のスライム嫌いを治そうとしていることが……その気持ちに、何としても応えたい……！」




　◆ログ◆

　・あなたの存在によって、《フィリアネス》は鼓こ舞ぶされた！

　・《フィリアネス》のステータス異常が回復しそうになった！





　好感度が高い相手が近くにいると、まれにステータス異常が回復したり、致死ダメージを踏みとどまったり、クリティカルが出やすくなったりする。支援効果というやつだが、どうやら不発に終わったようだ。

　しかしフィリアネスさんはけなげにも、細剣で突きの構えを取る。そして震える唇を律し、一生懸命声を張って、朗ろう々ろうと詠唱を始めた。

「雷の精霊を束ねる大いなる父よ。天地に轟とどろく雷鳴を、今こそ裁きの鉄槌と変えん……っ！　『轟雷槌サンダーストライク』！」

　フィリアネスさんが振り上げた細剣に、彼女が呼び出した雷が落ちる。雷の精霊の力を帯びた剣は青白い光を放ち、バチバチと閃せん光こうを弾けさせる。

「っ……く……これ以上重ねられない……今の私には、これが限界か……！」

　スライムを前にして集中が乱れているから、アクションスキルがうまくいかない。ダブル魔法剣を放とうとしたフィリアネスさんだが、二つ目の魔法を重ねられず、シングルにとどまる──それでも、上級精霊魔術の轟雷槌をエンチャントすれば、『雷光麻痺刺突』以上の威力は得られるはずだ。

「ヒロト……見ていてくれ。私は聖騎士として、恐怖を乗り越えてみせる……！」

「うん、頑張って！　フィリアネスさん！」

「あー、雷神さま、やっぱり忘れちゃってますね～……知ーらないっと」

「全然効かないってこともないはずです、公国最強の騎士の魔法剣ですよ？」

「っ……だ、だから茶化すなと言っているっ……はぁぁっ！　サンダーソニック・スラスト！」

　フィリアネスさんが腰を落とし、細剣を構えて突撃してくる。これは初めて見る技だ……彼女の細剣マスタリーも、すでに50を超えているからな。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は「サンダーストライク」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「ソニックスラスト」を放った！　「轟雷音速衝サンダーソニツク・スラスト！」





（すさまじい威力……並のモンスターなら四桁ダメージ叩き出しそうだ。しかし……！）

　雷をまとったレイピアを、音速とも喩たとえられる速度で繰り出すフィリアネスさん。その剣先が、盾形に変形した俺のスライムの表面に突き立ち──。

　ぷにょんっ。

「なっ……!?」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は雷を霧む散さんさせた。

　・《ジョゼフィーヌ》に刺突は通じなかった。

　・《フィリアネス》に隙すきが生じている！　《ジョゼフィーヌ》のスーパーカウンター！





　フィリアネスさんの渾こん身しんの必殺技は、俺のスライムに全く通じず、ノーダメージだった。そして、フィリアネスさんに完全な隙が生まれる。

　攻撃を無効化された場合、カウンターを取られる。それはどのような戦いにおいても当然の摂せつ理りだ。

「悲しいけど、これがスライムなんですよね～。だから言ったのに。パンチした方がまだ良いですよ？」

「フィリアネス様に、素手でスライムを触れっていうんですか？　それはちょっと……」

「わ、私の技が……少しくらい効いてもいいではないかっ、ひ、卑ひ怯きようものっ！」

　もう完全に泣きが入っているフィリアネスさんに、追い打ちをかけるのは心苦しいが……スーパーカウンターが発生してしまった以上、心を鬼にするしかない。

「ジョゼフィーヌ、カウンターだ！」

　きゅぃきゅぃ！　とジョゼフィーヌは返事をする。フィリアネスさんのレイピアが絡め取られ、あれよと言う間に外される。




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《フィリアネス》の装備を奪った！

　・《フィリアネス》の武器装備が解除された。





「あぁっ……か、返せっ……そのレイピアは、私の騎士の魂がっ……」

「ごめん、フィリアネスさん。でも、装備を外すスライムは、けっこう色んなところで出てくるから」

　武器がなくなったフィリアネスさんはこれからどうするのだろう。このままでは俺のスライムに、なす術もないんじゃないか──いや、一つだけ方法があるか。

「おれのスライムに、武器がなくてもダメージを与える方法はあるよ」

「ど、どうしろというのだ……直接触れというのか……っ……」

「それに気付かないうちは、訓練は終わらせてあげられませんよ～。ジョゼフィーヌ、やっておしまい！」

「え、ええと……マールさん、やりすぎると降格になりますよ？」

　ぼよんぼよん、と弾みながら、ジョゼフィーヌがじりじりとフィリアネスさんに近づく。フィリアネスさんは身体をかばうようにしつつ、一歩、また一歩と後ずさる。

「や、やめ……やめろ……それ以上近づいてくるな……！」

「……けしかけてみたものの、ちょっと申し訳ない気持ちになってきちゃった」

「マールさんも、ちょっと前まではオークを見ただけでそうなってましたよ」

「そ、そうだな、マールはオークを見ただけで、私よりずっと怯えていたからな」

「ヒロトちゃん、訓練では心を鬼にしなきゃ。他にどういう技があるの？」

「や、やめろっ、今の発言は全面的に謝罪するっ、だから待てっ、待っ……」

　──訓練では心を鬼にする。そうだ、本番ではスライムは溶解液を吐いてくる。治ち癒ゆ術じゆつで治るとはいえ、フィリアネスさんに痛い思いをさせるわけにはいかない。

「フィリアネスさん……スライムを、今日克服しよう」

「こ、克服……できるものなら私もしたい、そう思っている……し、しかしっ……」

「慣れることが大事なんだ。いくよ、フィリアネスさん……！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》の捕縛！

　・《フィリアネス》は身動きが取れなくなった！





「ふぁぁ……ぁ……くぅっ……ぬ、ぬるぬるする……し、しかし、慣れなくては……」

「もう少しの我慢だよ、フィリアネスさん……！」

「いけー、そこだー！　脱がせちゃえー！」

「……ヒロトちゃん、お手柔らかにお願いしますね」

　俺のスライムはフィリアネスさんの腕と足に巻きつき、腰の辺りにも絡みついて、身動きをほとんど取れなくする。

「はぁっ……あぁ……こ、こんな格好……これも、試練……んぁぁっ……！」

　フィリアネスさんの片腕ずつにスライムが絡みつき、腕が上げられる。すると、布鎧に覆われた胸を無防備に突き出すような姿勢になっていた。

（……ちょ、ちょっと……いいのかな、これは……）

　これではやはり、フィリアネスさんを虐いじめているようなものだ。これ以上は、慣れる前にトラウマが深くなってしまう。

「フィリアネスさん、少ししたら解放されるから、今日はここまでに……」

「はぁっ、はぁっ……いや……引き延ばしても意味がない。お前がせっかくスライムを飼っているのだ……ここで慣れなければ、仲間の足を引っ張ることになる……」

　完全に捕まっていて身動きも取れないのに、フィリアネスさんの瞳は光を失っていなかった。

「くぅっ……こ、こんなものくらいで……ふぁ……ち、力が入らない……」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》の毒攻撃！

　・《フィリアネス》は毒状態になった！





　軽い毒だとはいっても、スライムの接触によってもたらされる毒は、全身を熱っぽく火照らせる。ますますフィリアネスさんは汗びっしょりになって、布鎧の薄い部分が透け始めた──ぽっちりと、まだやわらかい状態の桃色の乳首が浮いている。

（ど、どうする……どう見ても、いやらしさのある光景になってきたぞ……！）

「……アレッタちゃん、スライムに絡みつかれるって、想像以上にエッチじゃない？　いつもワンパンチで倒してたから気づかなかったけど」

「そ、そうですね……拘束されているだけでも、相当な責め苦です」

「ふぁ……ぁっ……は、這はいずるなっ、ただでさえぬるぬるがっ……そ、そこはっ……は、入ってくるな……っ」

　ぬるぬるとしたスライムが、フィリアネスさんの太ももに絡みついて締めつけている。スライムの表面の水はゼリーみたいなものなので無害だが、彼女の身体はとろみのある液体をぶち撒けられたかのように、てらてらと濡れ光っている──もう胸は完全に形が浮き上がって、俺の視線に反応し、ぷっくりと乳首が尖り始めていた。

「……ヒロト……わ、私は……スライムで感じているのではなく……っ、お、お前が……こんな姿を、見ているから……」

「きゅぃきゅぃっ」

「ひっ……な、鳴くなっ、スライムの声など、聞いただけで寒気がっ……」

「ぴぎー！」

（フィリアネスさん、それはいけない……っ！）




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は怒り状態になった！

　・《ジョゼフィーヌ》の触手攻撃！





　ここまで育ったスライムには、人間の言葉が分かる。フィリアネスさんの言葉で機嫌を損ねたジョゼフィーヌは、俺の命令なしで勝手に触手を伸ばし始めた。

　フィリアネスさんを捕縛したまま、スライムの表面からいくつも触手が伸びる。これまでの拘束など、小手調べに過ぎないと言わんばかりだ。

「あ……あ、あぁ……」

「あ、あんなにたくさんで触られたら……私だったら、おかしくなっちゃう……」

「フィリアネス様、それでも我慢するっていうんですね……その気高き意志、私たちは部下としてしっかりと胸に刻み込みましたよ」

　目を見開いて壊れたラジオのようになっていたフィリアネスさんだが、アレッタさんの言葉に反応し、気丈にもきっと触手を睨みつける。

「そ、そうだ……私はこれくらいの攻撃になど屈しない……絶対に屈しない……！」

「ぴぎぃぃぃぃっ！」

「ひっ……ひぁぁっ……や、やめっ……あぁぁ────っ……！」

　その場にいて見ている誰もが息を飲む。ついに始まった触手攻撃は、すさまじいとしか言いようがなかった。




　◆ログ◆

　・触手攻撃は38回ヒットした！

　・《フィリアネス》に１のダメージを38回与えた！





「ふぁぁっ……や、やめろ……くすぐったい……んっ、んぅっ……ど、どこを、触ってっ……んぁぁっ……！」

　自然回復で追いつくくらいのごく微量のダメージだが、それゆえに、触手の攻撃は終わることがない。

　しかしもう少しだ、もう少しでフィリアネスさんはスライムに慣れるはずだ。

「フィリアネスさん、おれは信じてるよ……絶対に、乗りこえられるって！」

「……くっ……殺せ……」

「し、死んじゃらめぇぇ！　らめれすよ、あきらめたら！　雷神さま、どうしてそこであきらめちゃうんですか！　私だってちょっとスライムって興味あるかもって思いながら見てるんですよ！　ネバーギブアップ！」

「ヒロトちゃんが操っているんですものね……こんなふうに責められたら、年上の威い厳げんを保っていられるかどうか……」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《フィリアネス》の頭装備を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《フィリアネス》の肩装備を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《フィリアネス》の腰装備を奪った！





「な、なぜそんなに簡単に脱がせられるのだ……っ、あぁっ、や、やめろっ……それ以上はっ……」

（待て、ジョゼフィーヌ……すね当てだけは残しておけ！）

「ぴきー！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《フィリアネス》の足装備を奪わなかった。





「ち、ちがう……っ、それだけ残せとは言っていない！　何の意図があるのだっ！」

（俺の趣味です、ごめんなさい）

「雷神さま、汗びっしょりですっごく色っぽいですねえ。同性でも見とれちゃいます」

「マールさん、そろそろ自重してください……後のフォローがしきれません」

「……後で……絶対……沈めてやる……ふぅぅっ……ぬ、ぬるぬるする……私の肌を這い回るなっ……」

　鎧を外して露出した肌に、容よう赦しやなくスライムが絡みつき、這いずりまわる。ただでさえスライム嫌いのフィリアネスさんは、もはや息も絶え絶えになっていた。




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《フィリアネス》のクロースアーマーを溶かし始めた！





「なっ……や、やめろっ……それ以上は本当にっ……！」

「フィリアネスさん、スライムを怖がってばかりいちゃだめだよ。スライムは友達なんだ……！」

「くぅ……で、でも……こんなふうに、絡みつかれて……ふぁぁっ……や、やめっ……そこはっ……そこは、ヒロトだけのっ……はぁんっ……！」

　ジョゼフィーヌの触手が、あらわになったぷるんとした乳ち房ぶさに触れ、にゅるにゅると這いずり始める。桃色の尖せん塔とうに触手がこすれると、フィリアネスさんは切なげな声を上げる──偶然こすれているだけとはいえ、感じてしまうのは仕方がない。

　そして粘液と汗でぬるぬるになった両方の太ももに太い触手が巻きつき、彼女の足を開かせる。そこまでしていいのか──迷いつつも、触手はにゅるにゅると、少しずつ、半分溶けてひものようになった下着を絡めとり、脱がせようとする。

　認めよう──俺の煩悩が抑えきれず、ジョゼフィーヌに伝わってしまっていることを。

　あこがれの女性を、俺の意のままに動くスライムを使って責める──いや、訓練する。そんなとき、手を抜くことなどできはしない。

（もう少し……もう少しだから……！）

「あっ……あぁ……はぁっ……んっ、んんっ……も、もう……だめだ……私は……い、いや……まだ……まだ、負けられない……んぁぁっ……」

　粘液を塗りつけるようにスライムが形のいい乳房に巻きつき、痛くない程度に、けれど形が変わるくらいに締め付ける。谷間に入り込んだ触手がヌルヌルと蠢うごめき、形のいいへそを這いずり、足に巻き付いた触しよく腕わんがじゅるじゅると音を立てて蠢く。

（もう限界か……あと十秒、それで克服できなかったら……）

　フィリアネスさんを、解放しなくては。

　──そう思った瞬間、俺の脳裏に、待望のログが流れた。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》はスライムに対する恐怖を一段階克服した！

　・《フィリアネス》の「スライムに弱い」が、「スライムに少し弱い」になった！





　耐性が上昇した──これなら致命的なステータス異常は起こらなくなる。しかし、フィリアネスさんの装備の耐久度は風ふう前ぜんのともしびだ……！




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》の捕縛が解除された！

　・《フィリアネス》は素手で攻撃した！

　・《ジョゼフィーヌ》に３のダメージ！





「──やだぁぁぁぁっ！」

「ぴきぃぃっ！」

（な、なんとっ……！）

　捕縛が解除された途端、フィリアネスさんはスライムに素手でパンチを繰り出す。恵体に優れているフィリアネスさんのパンチの攻撃力は、格闘スキルを持たなくても、スライムの防御力をほんのわずかに上回っていた。

「す、すごい……雷神さま、ついにやったんですね……！」

「おめでとうございます！　あぁ、こんなにぼろぼろになって……」

「はぁっ、はぁっ……やった……私は、やったのか……？」

　最後の一線を守りきったフィリアネスさんだが、解放された拍子にほぼ全裸になっていた。しかし全裸だからといって何だと言うのだろう、彼女が成し遂げたことの偉大さの前ではささいなことだ。

「すごいよ、フィリアネスさん。おれのスライムは全部の攻撃を使ったのに、負けなかったね」

　ぺたんと座り込んでいるフィリアネスさんの前に膝をつき、彼女と視線の高さを合わせる。いつも彼女がしてくれていることを、今回は俺が返す形だ。

「……危ないところだった。せ、責任は……取ってくれるのだろうな……こんな姿を見せてしまったら、わ、私は……」

「普通ならお嫁にもらってほしいところですけど、五歳は早すぎですね～」

「今から約束しておいたらいいんじゃないですか？　それくらい頑張りましたよ、フィリアネス様は……」

　とても大きなことを成し遂げた雰囲気を出している俺たち。ジョゼフィーヌはすでに自動回復でライフが満タンになり、元の大きなゼリーのかたまりのような状態に戻ると、奪った装備をひとつずつフィリアネスさんの前に置いた。

「……ぬるぬるべたべたするところ以外は、このスライムにも、一目置くところがあるようだな」

「手加減してくれてましたよね。雷神さまが声がきもちわるいって言ったときだけ、ちょっと怒って……」

「ぴきー！」

「あっ、い、今のはちがっ……きゃぁぁっ、堪忍してぇ！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》の捕縛！

　・《マールギット》は身動きが取れなくなった！





「はぅっ、う、動けない……こ、こんな強かったんですね、このスライムちゃん……すごーい」

　マールさんは捕らえられつつも、まだ余裕を残している。フィリアネスさんはゆらりと立ち上がると、胸などの大事な部分を手で隠しながら、ジョゼフィーヌに目配せした。後ろから見ると大変なことに……尻神様とはこのことか。マジマジ見てはいけないので、両手で申し訳程度に顔を覆う。

「マールギット、さんざん外野から私をいたぶってくれたな……申し開きはあるか？」

「え、えっとですね、あの、若気の至りで……ご、ごめんなさい、許してください！　なんでもしますから！」

「だから言ったのに……マールさん、反省してください」

「アレッタちゃんの裏切りものぉぉ！　ぜ、絶対仕返ししてやるぅ～！」

　こうして復讐は連鎖していくのだ……これも宿命か。

　俺は復讐を望まないが、フィリアネスさんがそこまでご希望なら仕方がない。

「マールさんはちょっと、おいたをしすぎちゃったね。ちょっとだけ、反省しようか」

「ひぃぃっ……ヒロトちゃん、そんな笑顔で言われても私っ、こ、心の準備が……っ！」

「私だって心の準備などしていなかった。そんな私をにやにやと笑いながら見ていたマール……私の可愛い部下。お前にも、私の気持ちを少しでもいいから分かってもらいたいものだ。やれ、ヒロト」

（イエス、マム！）

「ヒ、ヒロトちゃんっ、その敬礼は……どこで騎士団式の敬礼なんて覚えたのっ、見よう見真似なのっ!?」

「そこにつっこむ余裕があるのなら、大丈夫そうですね……ヒロトちゃん、どうぞ」

「うむ。せっかくだから、ジョゼフィーヌの好きにさせてやったらどうだ？」

「うん。マールさん、フィリアネスさんがそう言ってるから……ごめんね」

「えっ……こ、ここで謝られると、命とか、女の子の大切なものとかの、色んな危機を感じちゃうっていうかっ……！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は「分裂」した。





（新しいアクション……普通ならありえない聖騎士との戦闘を有利に進めたことで、スライムスキルが飛躍的に上昇し、70に到達したのか……！）

「いやぁぁっ、増えてる増えてる！　一匹だけでも動けないのに、二匹なんてらめえっ、らめなのぉぉぉ！」

「こんな力を秘めているとは……スライムとは神秘的な生き物なのだな。私が分裂されていたら、もうここには立っていられなかったに違いない……」

「フィリアネス様も、人のことになると冷静なんですね……だ、大丈夫ですか？　目にくまができてますよ」

　フィリアネスさんはさすがに疲れたようだが、目だけは光り輝いている……ちょ、ちょっと怖い。今の彼女に逆らったら、俺でも大変なことになってしまいそうだ。

「ぴきぃぃぃ！」

「きゅいきゅぃ！」

「あっ、ちょっ、あの、雷神さま、助けて、助けてください！　私まだ処女なんです！」

「ほう……いや、知っていたが。奇遇だな、私も同じだ」

「ひぁぁっ……しょ、処女はスライムで責められたりしちゃだめなんですよ～！」












　フィリアネスさんは拘束されているマールさんに近づき、その頰に手を当てる。そしてなぜそんなことをする必要があるのかわからないが、マールさんの三つ編みをほどき始めた。

「私も責められたのだから、マールギット……お前も同じ気持ちを味わうべきだ。そうすれば、仲間同士、理解が深まることだろう……くくっ」

「く、くくって、初めて聞く笑い方ですよ！　聖騎士様なのに、黒騎士様っぽくなってますよっ、あっ、やめてっ、やっ、脇は、脇はっ……あはっ、あははっ、らめぇぇ！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌＡ》は《マールギット》を拘束している。

　・《ジョゼフィーヌＢ》は臨戦態勢になった！





　まるでフィリアネスさんの指揮を受けているかのように、分裂した方のジョゼフィーヌの全身から触手がにゅるにゅると伸びて、マールさんに襲いかかろうとする。

「ひ……ひぃっ……いや……こ、こないでっ……」

　マールさんも、本気で怖がると普通のしゃべり方になるんだな。ちょっと可愛いと思ったけど、口に出さずとも俺は鬼畜だ。鬼畜だめ、絶対。

「さて……最初は何から始めるのだったか。装備を剝はがし、布鎧のみ残してから、存分に触手でいたぶり尽くしたあと、じわじわと残った装備を溶かす。それで良いか？」

「……ぜ、絶対フィリアネス様を裏切りません、からかったりもしません、ですから、ですからっ……」

　アレッタさんは地面にうずくまって必死に祈っている。俺も息を飲むほど、フィリアネスさんは凄そう絶ぜつな殺気を放っている……よっぽど怒ってたんだな。まるでスライムを統べる魔王みたいだ。聖騎士が闇やみ堕おちすると、こんなことになってしまうんだな。

「あっ……も、もういいですよっ、そこまでいじめるんだったら私だって考えがありますからねっ、雷神さまのぱんつ、首都に帰っても一緒に洗ってあげませんからね！　ぷんぷん！　あっ、やめて、よして、触らないでっ、いやん……あっ、ほ、ほんとにだめって言ってるのに！　こらぁー！　ほんとに怒りますよ！　ほんとにほんとに怒りますからね！　静かな心を持つ私でも、本当に怒っちゃいますからっ……お、怒るって言ってるでしょ！　人の話聞きなさ……あぁ────っ！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌＢ》は《マールギット》の武器を奪った！

　・《ジョゼフィーヌＢ》は《マールギット》の鎧を奪った！

　・《ジョゼフィーヌＢ》は《マールギット》の足甲を奪った！

　・《ジョゼフィーヌＢ》は《マールギット》の小手を奪った！

　・《ジョゼフィーヌＢ》の毒攻撃！

　・《マールギット》は毒状態になった！

　・《ジョゼフィーヌＢ》の触手攻撃！　《ジョゼフィーヌＡ》との連携が発生した！

　・《ジョゼフィーヌＡ》の触手攻撃！　２体の連携により、合計76回ヒットした！





「はぅっ、くっ、くぅ……わ、私は屈しませんよ……こんなくらいの責め苦で負けるほど、公国騎士団の、騎士はっ……そ、そこは入っちゃだめです……は、入りませんってばっ、人の話を聞かない子はっ、あっ、あっあっ、ちょっと待って待って、待ってほんと無理、無理っ……はっ……あ、あぁぁ……ぬるぬる……ぬるぬるはもういやっ、もうぬるぬるしないでっ……ら、らめっ、それはらめぇぇ！」

　布鎧一枚になったマールさんは毒を受けて熱っぽくなり、両手両足を拘束され、物凄い迫力のあるバストに布鎧の上から触手が巻きついている。

　ぽっちりと浮かんだ桃色の部分に容赦なく触手がこすれ、膝と太ももに絡みついた触手が、剛力を持つマールさんの抵抗にもかまわず、彼女の足を大きく開かせてしまう──その上で、内ももにぬるぬると触手が這いずり、じゅるじゅると淫みだらな音が立つ。

「んぁっ……あっ、あぅぅ……こ、こんなの……こんなの、我慢、できなっ……んぁぁぁっ……ら、らめぇ……ヒロトちゃん、それ以上しちゃらめぇぇ……！」

（俺は何もしてない……とか言ったら、ますます鬼畜だな。さすがにフィリアネスさんも、俺に怒るのでは……あ、あれ……？）

　フィリアネスさんは俺の方に歩いてくると、長い髪をかきあげながら俺を見下ろし、じっと見つめてきた。

「あ、あの……まだ、マールさんの訓練が……」

「……そんなことはいい。お前のスライムのおかげで、こんな格好にされてしまった……訓練とはいえ、責任は取ってもらわなければならない。ヒロトが幼いといえど、それは関係ない。わかるな？」

「う、うん、おれもちょっとやりすぎたかなとは思ってるから……わっ……！」

　謝ろうとしたらがばっ、と正面から抱きつかれた。スライムの表面は水分で潤っているので、フィリアネスさんの胸もローションでも塗ったみたいにぬるぬるしている。




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌＡ》は《マールギット》の防具を溶かし始めた！





「ぬ、ぬるぬるはいや……らめ……堪忍して……ひぁぁっ……！」

「マールさんが女の子らしい悲鳴を上げてます！　これ以上は……！」

「何を焦っている……？　私はヒロトに癒いやしてもらわなければならない。後のことは任せたぞ、アレッタ」

「い、いえっ、あの、私はスライムさんと意志が疎通できませんし……っ」

「んはぁっ……はぁっ、はぁっ……もういや……ぬるぬるはらめぇ……っ」




　◆ログ◆

　・《マールギット》はスライムが怖くなった。

　・《マールギット》は「スライムに少し弱い」を手に入れた。





「フィリアネスさん、そろそろ、マールさんも反省してるから……」

「ふむ……分かった、私も鬼ではないしな。私の二倍の苦しみを味わったのならば、もう終わりにしてやるべきだろう。ヒロト、頼む」

「う、うん……ジョゼフィーヌ、戻れ！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌＡ》と《ジョゼフィーヌＢ》は合体した！

　・《ジョゼフィーヌ》は辺りに伏せた。





　ジョゼフィーヌはまた物陰に姿を消した。流動体のスライムは、ちょっとした隙間でも入り込めるのだ。

　解放されたマールさんは、すでに服を溶かされて全裸になっていた。俺は見ないようにして、彼女の腰のあたりに、着ていた服を脱いでかけてあげる。

「ヒロトの服を……な、なぜ私に貸してくれないのだ」

「マールさんは下着まで溶けちゃってるから……ご、ごめんなさい」

「……もうお嫁にいけない……スライムこわい……」

「スライムってこんなに強いモンスターだったんですね……ヒロトちゃん、勉強になりました」

　唯一被害のないアレッタさんは、一番早く落ち着きを取り戻す。マールさんはちょっと恨めしそうな顔で見ていたが、そのうち力尽きて地面に突っ伏してしまった。





　　　　　　優しい世界






　布鎧なしで鎧を着るわけにもいかないので、俺は町に行ってエレナさんの店で服などの装備を買い、フィリアネスさんたちに着てもらった。

　家に帰り着くと、お客さんが来ていた。

　居間にリオナとサラサさんがいて、レミリア母さんがいない。

「ただいまー」

「おかえり、ヒロちゃん」

「お帰りなさい、ヒロトちゃん。それに、騎士の皆さんも」

「確か、サラサ殿……でしたね。ヒロトを連れ出してしまっていましたが、大丈夫だったでしょうか」

「ええ、フィリアネス様と訓練しているというのは、レミリアさんに聞いています。今、町のお医者さんに来てもらっているんです」

「ヒロちゃんのおかあさん、ちょっと具合が悪いみたいなの……」

「えっ……か、母さんが？」

　そういえば最近、ちょっと様子が変だったな……風邪でも引いてるのかなと思っていたけど、サラサさんたちがうちに来ているうちに、悪くなってしまったんだろうか。

　心配で、鼓動が速まる。そんな俺を見て、フィリアネスさんは優しく肩に手を置いてくれた。

「何も心配することはない。母君は、きっと大丈夫だ。それに、私たちもついている」

「うん、ありがとう、フィリアネスさん」

「はぁ～んっ、雷神さま、その役目私にたまには代わってください。私だったら、ヒロトちゃんを後ろからぎゅって抱きしめてですね～……」

「ヒロちゃんをぎゅーってするのは私だから、大きいお姉ちゃんはしちゃだめ」

「ま、まさか、日頃からぎゅーってしてるの？　リオナちゃん、そんなうらやましいことをいつもしてたら、そのうちヒロトちゃんのぬくもりから離れられなくもがっ」

「マール、おまえは少し黙れ」

「もがもが……ぷはっ！　ら、雷神さま、本気で怒らないでください、謝りますから～！」

「怒ってなどいない。お前は騎士団の行事ではしっかりしているが、私の前では気を抜きすぎる」

　それはマールさんが、本当にフィリアネスさんを慕したっているからだろうな……と、俺がもう少し成長していたら仲裁してあげられたんだけどな。子供がそれを言うと、さすがに背伸びをしすぎている。

「あっ……レミリアおかあさん、だいじょうぶ!?」

　奥の寝室から、レミリア母さんと……一緒にいる中年の女の人、見たことあるな。

（もしかして、俺が生まれた時、取り上げてくれた助産師さんか……？）

　助産師さんが家に来るということは──それは、つまり。

「リオナちゃん、ありがとう。私は大丈夫……フィリアネス様たちも、お疲れ様でした。いつもヒロトがお世話になって……」

「いえ、こちらこそご子息には大変お世話になっています。今日も、教えられることばかりでした」

「まあ……ヒロトちゃん、聖騎士様にまで認められているんですね。やっぱり、ヒロトちゃんは凄いです」

「うん、ヒロちゃんはすごいんだよ。ステラおねえちゃんも、みんなも、いつもすごいって言ってるもの」

　リオナが自分のことみたいに誇らしげに言うので、照れくさくなってしまう。

　それよりも、母さんのことだ。身体の不調は、何が原因だったんだろう。

「レミリアさん、みんなには今言ってもいいのかしら？」

「はい、私から言います……本当は、夫にもいて欲しかったんですが、仕事中ですから、帰ってから家族でもう一度話したいと思います」

　助産師さんに丁てい寧ねいに受け答えをしてから、母さんは俺たちに向き直る。そして少し恥ずかしそうにしながら、お腹のあたりをそっと撫でた。

「レミリアさん……お腹に、赤ちゃんが……？」

「わぁっ……おめでとうございます～、レミリアさん！」

　サラサさんとマールさんが、真っ先に事情を察する。

「ふぁぁっ、あ、赤ちゃんがいるの？　ヒロちゃん、赤ちゃん！　赤ちゃんだよ！」

「わっ、い、いきなり抱きついてくるなって……赤ちゃんっていっても、まだ生まれてくるのは先だぞ？」

「ふふっ……ヒロトも嬉しいのに、皆の前では抑えているのか。男の子だな」

「おめでとうございます、レミリアさん。もう、二人のお母さんなんですね……」

　アレッタさんは感激しきりで、目を潤うるませている。彼女の優しさに、俺までもらい泣きしそうになる。

「まだ三ヶ月ですから、安定するまでは、できるだけ安静になさってくださいね」

「はい、ありがとうございます。ヒロトの時も本当にお世話になって……」

　母さんが涙のにじんだ目元を拭く。母さんに赤ちゃんができたこと、俺は全然気づいてあげられなかった……嬉しさも不安もあるだろうし、こんな時こそ、俺と父さんで支えてあげたい。




　夕食のあと、リカルド父さんと母さんと三人で、新しい家族のことを話すことになった。テーブルを挟んで、俺は母さんの隣に座り、父さんと向かい合う。

「なにっ……ほ、本当か？　レミリア……」

「ええ……もう三ヶ月みたい。最近、少しふらつくことがあると思ったんだけど、貧血だったみたいね。これから気をつけないと」

「そ、そうか……済まない、気づけなくて。これからは足元には、くれぐれも気をつけてな……しかし、そうか。二人目か……！」

　父さんは初めは驚いていたが、だんだんと笑顔に変わっていく。

　そして父さんは席を立つと、母さんの手を取って言った。

「俺は今以上に仕事をして、おまえたちが安心して暮らせるようにする。お腹の子供が幸せになれるように、レミリアと、ヒロトと、三人で頑張っていきたい……ヒロト、こっちにおいで」

「うん！」

　俺は椅子から降りて父さんに近づく。父さんは俺の頭を撫で、そしてもう片方の手で、母さんのお腹に触れていいかとうかがう。

「そっと触ってあげて。この子がびっくりしないように……そう、そっとね……」

　レミリア母さんのお腹は、まだ目に見えて膨らんでいるわけじゃない。しかし、触れた父さんには、そこに確かに命が宿っていることが伝わったようだった。

「……ヒロトの時も思ったが……子供ができるというのは、本当に、奇跡みたいだ……俺とレミリアの……」

　父さんはすべて言葉にならないみたいで、途中で乱暴に目め頭がしらを拭う。そしてしばらく目元を押さえたあと、立ち上がり、照れながら笑った。

「悪いヒロト、父さん、かっこ悪いところ見せたな……男は簡単に泣くなって、いつも言ってるのにな」

「あなたったら……いいのよ、こんな時くらい、そんなに強がらなくても」

「いや、ヒロトが落ち着いてるのに、俺がドンと構えてなくてどうするんだ。本当、どっちが大人か分からんな……ときどき、ヒロトが物凄く頼もしく見えるよ」

「そんなことないよ、父さん。父さんの方がずっと頼りがいがあるよ」

「そ、そうか……言わせたみたいで悪いな。子供は気なんて遣わなくていいんだぞ」

　父さんは照れて、俺の頭を撫でる。それを見ていた母さんも、口元に手を当てて上品に笑った。

「あなたの二人目の子よ、リカルド。女神様に感謝しないとね」

「ああ。明日、家族で教会に行こう。ヒロトも教会のセーラさんには、良くしてもらってるみたいだしな」

「うん。セーラさんもきっと喜んでくれるよ」

　三人で笑い合う。ここに四人目が加わったときのことを、俺たち家族は、きっと全員が今から想像している。

「あと七ヶ月か……名前を、女神様から授かってこないとな」

　七ヶ月──ずっと先のようで、待ち遠しい。その日まで、母さんを助けていきたい。




　次の日、俺は母さんの手伝いをして家事を終えたあと、冒険には出ないで、家の裏にある丘の草原に寝転んでいた。

「……ヒロちゃん、お兄ちゃんになるんだね」

　リオナがやってきて、そんなことを言う。

　──前世で弟ができたとき。今のリオナとそっくりな顔で、陽ひ菜なが同じことを言っていた。思い出して、胸が苦しくなる。

「おれ、立派な兄さんになれるかな……」

「うん、なれるよ。私もね、ヒロちゃんの下の子、可愛がってもいい？」

「あ、ああ……それはもちろん。おれからも頼むよ」

「……ヒロちゃん、心配しなくていいよ。ぜったい、だいじょうぶだよ」

　俺の弟か妹は、きっと元気に生まれてくる──七ヶ月後に。

（安心して生まれてきてくれ……俺たちが待ってる。ここは、優しい世界だ）

　柔らかな背の低い草に背を預け、俺は目を閉じて静かに思った。














　　　　　　母の異変






　新しい家族の命が母さんに宿っていることが分かってから、四ヶ月。妊娠七ヶ月に入った頃、母さんは自宅で家事をしている時に倒れてしまい、町の診しん療りよう所じよに入院することになった。

　その時に初めて知ったことだが──母さんは、幼い頃から身体が弱かった。俺という子供を授かった時も、産むことの危険を、医者に説かれたことがあったという。

　それでも母さんは気き丈じようで、俺と父さんの前では、弱いところを見せなかった。

「心配かけてごめんね、ヒロト。リカルド、私のことは気にしないで、仕事に行ってきて。助産師さんもついていてくれるし、何も心配はないわ」

「いや……今日は、ついていさせてくれ。ヒロト、母さんには父さんがついてるから、遊んできてもいいからな。リオナちゃんたちも、お前がいないと寂さびしいだろう」

「ううん、母さんのそばにいるよ」

　いつもなら、俺は家の外で日中のほとんどを過ごしていたけど、母さんが倒れた時には幸いにも家にいたから、母体に大事がないように支えてあげられた。

　母さんは気を失ってしまっていたから、俺が子供にあるまじき力を見せたことには、今も気がついていないはずだ。

　診療所の先生から診断の結果を聞いてから、父さんは俺を見るときに笑顔でいるけれど、その笑顔にいつもの心の底から来るような覇は気きはなくなっていた。

（……母さんが心配だ。でも、それは父さんも同じだ）

　まだ自分が子供であることが、歯がゆくてならない。その気持ちを口にできない俺は、ベッドの上の母さんの手を取って、握ることしかできなかった。

「ありがとう……優しい子ね。父さんに似たのかしら」

「レミリアに似たんだよ。ヒロトはこの歳で、もう俺よりも落ち着いてる」

「ふふっ……そうね、ヒロトがお兄ちゃんなら、この子もきっと頼りがいがあるでしょうね。リカルドも、頼りがいはあるけれど」

「ははは……俺はついでか？　まあ、ヒロト坊の前じゃ、そこらの大人じゃ形無しだけどな」

　父さんは笑って、俺の頭を撫なでてくれる。けれどその手さえ、いつもの気兼ねのない触れ方ではなかった。

　少しだけ、震えている。俺は父さんのことも、子供ながらに支えなければならないと強く思った。

　母さんが眠りについたあと、俺は少し外に出て遊んでくるようにと言われて、町に出てきた。

　向かう先は、バルデス爺じいの工房だ。赤ん坊の時に知り合ってから、二歳のときに初めて小さな斧を贈られた。木こりの息子の誕生祝いという意味で、最初はおもちゃのような斧だったが、今では手斧くらいの大きさとはいえ、戦闘に使えるものを作ってもらえるようになった。モニカさんと狩りの練習をするためという名目だ。

　しかしバルデス爺は斧を修理してくれるとき、俺の斧が薪まきを割るためでも、狩りのためでもなく、モンスターとの戦いで消耗していることに気づいていた。父さんにそう聞かされてから、俺はバルデス爺に正直に事情を話し、それからは斧の本格的な強化を頼むようになった。

「じっちゃん、いる？」

「おお、よくぞ来たな、ヒロト坊。預かっておった斧じゃがな……」

「できた？　それとも、失敗しちゃったかな……」

　俺が今回バルデス爺にやってもらった強化は、『ドヴェルグの小型斧』の＋プラス７強化である。ドヴェルグとはバルデス爺の種族、ドワーフの古い呼び方だ。ドワーフに伝わる積せき層そう鍛たん造ぞう技ぎ術じゆつによって作られた斧をベースに、希少金属を使って加工を施すことで、さらなる強化を試みてもらった。

　バルデス爺は好こう々こう爺やらしい微笑みを絶やさないまま、前よりもさらに輝きを増した俺の斧を差し出してきた。

「うわっ……す、すっげえ！　じっちゃん、ありがとう！」

「うむ、わしも久しぶりに精魂尽き果てたぞ。しかしこれはもう、子供向けの斧とは言えぬ……使った素材といい、かけた時間といい、それこそ英雄の持つ武器となんら変わらんものじゃ。ヒロト坊、あれだけの素材をよく集めたのう」

　仲間と冒険し、町の人と繋がりを作り、俺は必要な素材と資金を集めた。もし強化に失敗していれば、もう一度強化に臨むまで数ヶ月はかかっただろう──本当に運も良かったし、バルデス爺の腕には感謝しかない。

「リカルドですら、それより数段落ちる武器しか持っておらぬ。それほどの武器を子供のお主に渡すことなど、本当はしてはならんことなのじゃがな」

「……うん。ごめんじっちゃん、無理言って。でも、おれ……」

「ほっほっ……いや、説教をするつもりではない。わしはヒロト坊がどのような子か、これまで見てきて十分に知っておるつもりじゃ。お主には何か、高く遠い目標があるのじゃろう……その志、老い先の短いこの爺にとっても眩しいものじゃ」

「じっちゃん……ありがとう。俺、絶対に悪いことには使わないよ」

　少しでも、強く。モンスター討とう伐ばつ以外で自分を鍛えているうちにも、ずっと望み続けていた。恵けい体たいは70になり、他のスキルも鍛え続けた今、俺は大げさではなく、町で一番の強さを手に入れていた。

　そしてこの斧を手に入れたとき、俺はもう一段階、今までの自分を超える。




　──人間の子供。魔王では、ない……。




　少女の姿をした皇こう竜りゆうの残した言葉、あの時の恐怖に打ち勝つため。

　本当の意味で、限界を超えるため。今の俺はまだ、そのための資格を手にした段階ですらない。




　◆ログ◆

　・あなたは「ドヴェルグの小型斧＋７」を手に入れた。





　俺と父さんは母さんを看るために診療所に泊まらせてもらっていたが、母さんはほとんどベッドを離れることができなくなっていた。

　子供を産むときには、それだけの覚悟が必要になる。前世でも、母さんは弟が産まれるまで、ずっと元気なままじゃなかった。体調を崩したりもしていたし、最後は病院に一ヶ月ほど入院して、弟が生まれたあとも、すぐに退院することはできなかった。

　この世界には発達した医療技術の代わりに、治ち癒ゆ魔ま術じゆつが存在する。しかし、それも万能ではない。サラサさんが治癒魔術で少しでも母さんのためにできることはないかと尽力してくれたが、効果は思わしくはなかった。元からある生命力を増幅する治癒魔術では、身体の弱い母さんには効果があらわれなかったのだ。

「ヒロトちゃん、心配することはありませんよ。レミリアさんは、大丈夫です」

「女神様は、きっとレミリア様を必ず守ってくださいます。生まれてくる赤ちゃんのことも」

　俺が一時的に家に帰ったとき、サラサさんとセーラさんが様子を見に来てくれた。リオナとみんなも何度か母さんの見舞いに来てくれて、すごく心配してくれていた。そのたびに母さんは、元気だった頃と同じように微笑んで、リオナやみんなにお礼を言っていた。

　それでも少しずつ、不安が膨らんでいく。

　大丈夫だと言う母さんの微笑みが、日に日に儚はかなく俺の目に映る。

　そして、周りの大人から核心を言われなくても分かってしまう。母さんの、本当の容態が。あの強い父さんが隠せないことを、他の大人が隠しきれるわけもない。

「ヒロちゃん……」

「……大丈夫。リオナは、何も心配することないよ」

　リオナもまた、レミリア母さんがいない家に寂しさを感じている。こんなとき、俺の元気がなかったら、きっとリオナの心にも負担をかけてしまう。

　みんなだって、信じてくれている。母さんが、無事に元気な赤ちゃんを産むことを。

　だから、何も不安に思うことなんてない。

　数日後の夜までは、俺は、そう思い込もうとしていた。自分に言い聞かせて、ただ、ひたすらに信じた。

　この世界は優しい世界だ。絶対にそうなんだと。




　──けれど、その出来事は起こってしまった。

　母さんが出産する予定の、二ヶ月前。母さんが昏こん睡すいに陥おちいり、意識が戻らなくなった。

　俺は診療所の外で待っているように言われたが、耐えられずに、気配を隠して診療所に入り、母さんの容態を伝える診療所の先生と、父さんの話を聞いた。

「レミリアさんはもともと、子供を一人産むだけでも奇跡のようなものでした。やはり、二人目を産む負担に、このままでは母体が耐えきれない……」

「そんな……何とかならないんですか！　妻は、レミリアは、何もっ……！」

「レミリアさんの体力がまだ残っているうちに、できることがあります。しかし、どのみち母体に負担がかかることは否めません」

「……何でもいい……助けてもらえるのなら何でもする。妻を助けてくれ……っ、頼む……！」

「リカルドさん、落ち着いてくださいっ！」

　父さんは先生の肩を摑んで揺さぶろうとして、助産師の女性に止められる。我を失う寸前だった父さんは、目を見開いて、震えながら先生を放した。

　先生は、母さんのお腹の中の子供を生かすための手術をすると父さんに告げる。母さんは助かっても、子供は命を落とす可能性が高いと、そう告げていた。




　俺は父さんに家に戻され、ずっと一人の部屋で、眠れずにいた。

　そのうちに、朝方になり、意識がいつのまにか微睡まどろみに落ちる。

　母さんの夢を見た。生まれてから今までのことを思い返していた。




　──あらあら、ヒロト、びっくりしちゃったみたいね……それとも、お腹がすいた？

　──はい。この子はヒロト……私とリカルドが授かった子です。

　──お母さんは、ヒロトのお母さんなんだから。




　母さんは、いつも優しかった。俺に惜しみない愛を注ぎ、今まで育ててくれた。

　リカルド父さんは、母さんが笑うところを見るといつも嬉しそうだった。

　そんな二人を見ていると、俺も同じだけ嬉しくなった。

　こんな幸せが、いつまでも続くと思っていた。

「……俺には、何も……」

　前世でも同じだ。俺は最後まで母さんに孝行のひとつもできなかった。

　今の俺には、信じることしかできない。母さんが無事でいることを。

　真っ暗な部屋の中で目覚め、幸福な夢が終わっても、俺は動けずにいた。




　そのうちに、猛もう烈れつな怒りが湧き上がってくる。

　何のために、力をもらって生まれ変わったのか。このままでは、終われない……！

　そうして考えた末に、俺は、今までの歩みの中で見つけていた希望に気がつく。




　──お主の抜いたマンドラゴラじゃがな、実は秘薬の材料にも使われるのじゃ。万病に効き、死地にある人間すらも完全に回復させる、薬くす師しの秘中の秘……エリクシールと呼ばれる薬じゃ──

「エリク……シール……」

　上級精せい霊れい魔ま術じゆつを得るために進めていた、ネリスおばば様に与えられたクエスト。

　エリクシールの素材は、残りひとつを残して集められていた。しかしおばば様は、最後の一つだけ、俺にはまだ早いと言って教えてくれなかった。

「そうだ……エリクシールなら、きっと……！」

　俺は電撃に打たれたように、ベッドの上で跳ね起きた。外に出る支度をし、おばば様の下に行こうとする。

　そして自分の部屋がある二階から一階に駆け下りたとき──俺は気づいた。

　ひんやりとした空気が、どこからか流れ込んでいる。地下室の扉が、開いている──！

（っ……誰が……父さん……!?）

　一刻も早くおばば様の所に行かなければならない。しかし目の前の事態を放っておくこともできず、俺は『忍び足』を発動して地下室に入った。奥にいるのが、必ずしも父さんとは限らない……もし、魔剣の存在に気づき、悪用するような輩だったら、戦わなくてはならなくなる。

　赤ん坊の時に一度だけ通った地下道。そこを進んでいくと、教会の地下に通じている。

　そこには、魔剣を手にして、振りかざした父さんの姿があった。

（っ……!?）

　止めなければならない、声を出さなければ。そう思う前に、父さんは魔剣を、鞘さやに入ったままで床に叩きつけようとする。

「……くそぉぉぉっ……！」

　しかし父さんは、剣を叩きつけることはなかった。床に落とし、膝ひざを突き、力なく天を仰ぐ。

「災厄の魔剣……こんなものさえなければ……こんなものさえっ……！」

　魔剣と母さんの容態に関係があるのかは分からない。しかし父さんは、もう耐えることができなかったのだ。

　愛した人が、生死の境にいることへの憤りを、何かにぶつけずにはいられなかった。

　もし、母さんに何かがあれば……父さんは元の父さんには戻ってくれないだろう。

　大人になってから、育ててくれた恩を返すつもりだった。そうでなければ、二人も受け取ってはくれないと思っていた。

　それではもう、遅すぎる。




　早朝の町外れ。森に少し入ったところにあるおばば様の家を訪たずねると、ミルテが目をこすりながら起きてきて、ドアを開けてくれた。

　そして俺の顔を見るなり、おばば様は首を振り、俺に背を向けようとした。

「わしは、何も教えられん。ヒロトよ、お主がどれだけ強くとも、できぬことはある」

「エリクシールがどうしても必要なんだ……母さんを助けたいんだっ！」

「ヒロト……」

　ミルテは俺の剣幕に押されて、瞳を潤うるませている。怖がらせてしまっていると分かっていても、俺は引き下がるわけにはいかなかった。

「材料の、最後の一つ……どんなに難しい材料でもいい、教えてください！　お願いしますっ！」

　そんなことをしてもどれだけの意味もないと知りながら、俺は跪ひざまずき、地面に頭を擦こすりつけた。

「……っ、だめ、ヒロト……！」

　ミルテが駆け寄ってきて、俺に頭を上げさせようとする。彼女の優しさが伝わっても、俺は頭を上げられない。

「おれは……おれは、自分はなんでもできると思ってた。できないことなんてない……大切なものを守る力だってある。これからもずっとそうだと思ってた……」

　おばば様は何も言わない。けれど、そこにいてくれる……それがどれだけ見苦しくても、俺は、どれだけ拙つたない言葉であっても、全てを吐き出すしかなかった。

　包み隠すことも何もない。自分の心をありのままに、言葉にする……皮肉にも、こんなときにならなければ、俺はそうやって話すことができなかった。

「でも実際は違った……おれはまだ子供だ。何もできない……このままじゃ、母さんを助けてあげられない……そんなのは嫌なんだ。絶対に嫌なんだ……！」

　このまま何もしなければ、俺はきっと、生まれてきたことを後悔する。

　これまで重ねてきた幸福も何も、失ってしまう。父さんも、母さんも……。

「祈るだけで母さんが助かるのなら、どれだけでも祈る……でも、それ以外にもできることがあるなら、おれはそれをやらずにいたくない。何もしなかったら、おれは死ぬよりも後悔する……だから……っ！」

　喉の痛みが限界を超える。声を嗄からした叫びが、それ以上続けられなくなる。

　どれだけも気持ちを伝えられた気がしない。子供の泣き言を、おばば様が聞き入れる道理なんてない。

　──道理なんて、ないのに。

「おばば様……」

　ミルテが驚いたように言う。俺の頭の上に、おばば様の、温かい手が乗せられていた。

　顔を上げると、おばば様はいつもミルテを見るときに見せていた優しい瞳で俺を見つめていた。

「……無理を言うでない。材料を言えば、それは、お主を殺すことになるかもしれん……それこそ、レミリアとリカルドがどれほど悲しむか。ミルテも、子供らも、ヒロトを思う町の人々の気持ちを、踏みにじることになるのじゃぞ」

「でも……でも、おれはっ……」

　縋すがりつこうとしたとき、俺は、おばば様に抱きしめられていた。どこまでも優しく、包み込むように。

「ミルテの両親は死んだと聞かせていたが、事実はそうではない。それを言わずにおいたのも、教えればミルテを殺すことになるやもしれぬからじゃ。肉親を、親愛を抱いた人物を守るために、人は命を捨てることができる。残される人々の気持ちも、考えもせずにのう」

「……おばば様」

　ミルテは俺の傍らで話を聞いている……しかし、意外なことに、驚いてはいなかった。

　両親のことを知っていたのか、そうでないのか。今はそれよりも、ミルテは、ただ俺のことを想ってくれていた。彼女にとって、大切なことであるはずなのに。

「……ちがう。ヒロトは、そんなことしない……お母さんを助けたいだけ」

「……分かっておるよ。だから、罪深いと言うのじゃ。お主はあまりにも早く大人に近づきすぎた……いつかは、こんな日が来ると思っておったよ」

　おばば様は俺の肩に手を置く。そして、しばらくの逡しゆん巡じゆんのあと、『最後のひとつ』を告げた。

「エリクシールの材料……不死鳥の羽根、バジリスクの逆げき鱗りん、千年亀の尾、神しん酒しゆアムリタ。残りの一つは……『竜の涙るい石せき』。高位の竜の流す涙が、結晶に変わったものじゃ」

　あの日から、決まっていたことなのかもしれない。

　皇竜の少女に出会った時から、俺は彼女にもう一度会わなければ、進むことができなくなっていた。避けることなど、初めからできなかった……。

　エターナル・マギアでは、死に戻りは存在しても、蘇そ生せいする方法は存在しなかった。

　この世界で死ねば、復活する方法はおそらく存在しない。

（死ぬ……もう一度死んだら、俺は……）

　二度も女神が新しい命を与えてくれるなんて、生易しいことは考えられない。

　それが可能だとしても、ヒロト・ジークリッドのままで蘇らせてくれるなんて、都合のいいことはないだろう。女神の気まぐれがなければ、死は他の人々と同じように、厳然として俺にも存在している。

「ミゼールの森の奥にある洞窟、そのさらに奥深くに、竜の巣があるという……しかしそこまでには、外とは比較にならぬほど強力な魔物が群れを成しておる。リザードマン、ドレイクの類いじゃ。ドラゴンはそれらのモンスターを眷けん属ぞくとして、宝を守るための門番として使役しておる。うまく洞窟に入っても、ドラゴンの姿を見ることすら難しいじゃろう」

　リザードマン、ドレイク……両方が、高レベルになると、雑ざ魚こモブとは言えない強さになる。俺がかつて倒したバジリスクは、ドレイク系モンスターの変異種だ。

　俺の仲間なら、リザードマン、ドレイクと戦うときの戦力になる。しかしドラゴンの存在を考えれば、みんなを連れて行くわけにはいかない。

　行くなら、俺一人……連れていけるとしたらスライムだけだ。スキルを駆使して洞窟の奥に辿り着いても、必ずドラゴンがいるとも限らない。前のように外に出ていたら、ただいたずらに危険を冒おかすだけだ。

　しかしドラゴンは、特別な要因がなければ、決まった場所を動くことはない。そのことを、ユィシアの残した数少ない言葉が教えてくれていた。

（宝を守るだけと言ってた……ユィシアは、おそらく竜の巣にいる）

「ヒロト……わたしも……」

「……おばば様。おれは、何も聞かなかった……もしおれが竜の涙石を手に入れても、それは偶然ということにしてください」

「……そう言うじゃろうと思っておったよ。本当に……お主は子供らしくない」

　おばば様に教えてもらった通りに竜の巣に向かったわけじゃない。俺は、自分の意志だけで竜の巣に向かう。それを事実にしなければいけない。

　絶対に生きて帰る。そう思いたくても、俺が一番良くわかっている。

　高位の竜、ユィシアに、今持てる手段の全てを尽くしたとしても、勝てる保証はない。

　──それでも。

「ミルテ……ごめん、心配かけて。でも、ミルテはついてきちゃだめだ」

「やだっ……わたしもいく！　ヒロトっ……！」

「だめだ。おれは……今まではそんなに見せてこなかったけど。本当は……」

「……ほんとうは……？」

　本当は、いつも怯えていたんだ。

　どれだけ満たされていても、前世と同じことになりはしないかと。

　本心を明かすことができるとしたら、それは俺が生きて帰れたときの話だろう。

　だから、俺は笑った。ミルテが不安にならずに済むように。

「……おれは、臆病だから。竜の巣になんて、行かないよ」

「……あぶないところには、いかない？」

「うん、行かないよ」

　強がって噓をついたことは何度もあった。人を傷つける噓をついたことも。

　誰かを安心させるためにつく噓は、数えるほどもない。

　ミルテが、絶対についてこないように。ミルテだけじゃない、他の誰も、俺が何をしようとしているかに気付いてはならない。

　おばば様はもう何も言わなかった。そのことに感謝しながら、俺は最後にミルテに微笑みかけて、庵いおりを出た。

　次に向かったのは、母さんのところだった。

　未明の診療所。盗賊スキルを上げて入手していた鍵開けで、内心で詫わびながら中に入っていく。

「……母さん……」

　ベッドの上でずっと眠っていたはずの母さんは、俺が来ることを予期していたかのように、身体を起こしていた。

「……ヒロト。こんな朝早くに、来てくれたのね。嬉しいわ」

　どうやって入ってきたのか。そんなことも何も尋たずねず、母さんが微笑みかけてくれる。

　泣きついて、縋りたいという衝動に駆られた。今までそうしてくれていたように、抱きしめて欲しかった。

　──けれど、今はできない。俺はこれから、父さんの言いつけに背く……モンスターと戦うなと言われた、禁を破る。

「ごめんなさい、お母さん、少しだけ具合が良くなかったの。すぐに良くなるからね」

「……うん。あやまることないよ、母さん。おれは、全部……」

　全部、わかっている。そう言葉にしそうになって、飲み込んだ。

　俺は何も知らない。母さんに、気取られてはならない……絶対に。

「父さんね、女神様にこの子の名前を授かったって言ってたのよ。でも、まだ、教えてもらってなくて……あの人も、ちょっと抜けてるところがあるのよね」

　元気だった頃のように母さんが冗談を言う。それがどうしようもなく懐かしく思えた。

　──違う。遠い昔のことなんかじゃない……母さんはまた、元気になるんだから。

「……ヒロト」

「……なに？」

　母さんが俺の名前を呼ぶ。母さんは微笑んだまま、続きの言葉を口にした。

「母さんにもしものことがあったら……父さんと、この子を……」

「……っ」

　嫌だ、そんなこと言わないでくれ。

　もう終わりみたいな言い方をしないでくれ。これからもずっと、俺と父さんと、みんなで一緒にいるんだ。

　それがどれだけ幸せなことか、ようやく分かったのに。

　生まれ変わってようやく、生きることの意味を見つけられたのに。

「……ううん、なんでもない。お母さんがしっかりしなきゃね……ヒロトも頑張ってくれてるんだから」

　母さんが言葉を飲み込む。一番辛いのは母さんなのに……俺は、自分の辛さを隠すこともうまくできない。

「ごめんね……そばにいてあげられなくて。危ないところに行っちゃだめよ……」

　母さんの意識が再び薄れてしまう。俺は母さんの背中を支えて、そっとベッドの上に横たえる。

「……うん、行かない。どこにも行かないよ。だから……おやすみ、母さん」

「……ありがとう……ヒロト。お母さん……ヒロトのこと、大好きよ……」

　俺は母さんの意識が眠りに沈むまで、その手を握っていた。

　母さんが眠りに落ちたあとで、そっと手を離す。そして俺は、病室を出る前に、母さんの状態を確かめた。
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　ずっと怖くて確かめられなかった。

　けれど母さんの命の灯がもう長くもたないことを、残ざん酷こくな数字が示していた。

　どれだけの苦しみに耐えてきたのか。

　どれだけ気丈に、俺と父さんの前で笑っていたのか。




　──この子に手を出したら許さないからっ！




　母さんがアントンたちから俺を守ってくれたあのとき、全身の血が炎のように燃え上がったことを今でも覚えている。

　誓いは今も変わっていない。そして、これからも変わらずに同じであり続ける。

「……おれが母さんを守るよ。絶対に」





　　　　　　覚醒






　診療所を出たあと、俺は走り始めていた。バルデス爺に鍛えられた斧を携え、森へ──その途中で、聞き慣れた声が俺を呼び止める。

「ヒロト！　どこに行くの、待ちなさいっ！」

「ついてきちゃだめだ、モニカ姉ちゃんっ！」

「ヒロト……ッ！」

　俺は全力で加速する。今の俺の身体能力では、モニカ姉ちゃんでもついてはこられない──絶対に、振り切らなければいけない。

　彼女が中級以上の狩人でも、もしユィシアに遭そう遇ぐうして狙われれば、一撃で殺される。命の危険を負わせるわけにはいかない──死んでしまえば、それまでなのだから。

　俺も今の自分の力だけで、切り抜けられるとは思っていない。

　だがそれは、手段を選んでいればの話だ。

（……結局、自力では上げきれなかったな……でも、十分だ）

　この先も使わずにおくつもりだった、ボーナスポイント。それを、俺は戦闘に関わるスキルに次々と振っていった。




　◆ログ◆

　・あなたは恵体スキルにポイントを30割り振った。スキルが１００になり、「無敵」を習得した！

　・あなたは魔術素養スキルにポイントを50割り振った。スキルが１００になり、「マジックブースト」「二重詠唱」を習得した！

　・あなたは【神聖】剣けん技ぎスキルにポイントを５割り振った。スキルが50になり、「ダブル魔法剣」を習得した！

　・あなたは斧マスタリーにポイントを48割り振った。いくつかのアクション・パッシブスキルを習得した！

　・あなたは幸運スキルにポイントを70割り振った。いくつかのアクション・パッシブスキルを習得した！





【神聖】剣技、精霊魔術は、スキルを一定以上に上げるためには、クエストで上限を解放しなければならない。しかしそれ以外の、戦闘に寄与するスキルは全て最大にできた。恵体１００で覚えるアクションスキル『無敵』は、マナ半分を消費して、どれだけ強力な攻撃でも一回だけ無効にできる。二重詠唱は魔術を連発できるが、それよりは、ダブル魔法剣を使う方が威力は高いだろう。魔術素養を上げたのは、マナの最大値を少しでも上げておきたいからだ。

　ゲームにかけた時間よりも、すでにこの世界で生きた時間の方が遙かに長い。前世では手に入れられなかった＋７武器も手にしている。

　データだけの強さではなく、本物の強さを手に入れ、一つしかない命を賭として戦う。

　皇竜の涙石……それを手に入れなくてはならない以上、この段階で戦闘スキルにボーナスを振りきったことに後悔はない。ドラゴンに会い、涙石を手に入れるまでに、万が一にも死ぬわけにはいかないからだ。前世で千匹単位で狩ったリザードマン、ドレイクだからこそ、侮あなどれないことは身にしみている。

　まずは洞窟の奥まで潜ることだ。みんなを巻き込まないと決めた以上、一人で駆け抜けるしかない……！

「──うぉぉぉぉぁぁぁぁぁっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ウォークライ」を発動させた！

　・パーティの闘志が昂こう揚ようする！　あなたの攻撃力が一時的に上昇した！





　自分を鼓こ舞ぶするため、そして爆発しそうな闘志を表に出すため、俺は叫ぶ──『ウォークライ』、ウェンディのおかげで手に入れられたアクションだ。叫び終えたあとは頭の中が落ち着き、自分でも驚くほどに思考がクリアになっていた。




　洞窟のある場所の見当はついていた。父さんがフィリアネスさんに洞窟のモンスターに気をつけろと言っていたから、俺はモニカさんたちとクエストを受けていたころ、森に出向いたときについでに洞窟の場所を探したことがあった。もし外に強いモンスターが出てきたらモニカさんたちを危険に遭あわせることになるので、あまり近づきはしなかったが、それらしい場所までは見つけていた。

　──記憶通りに、ミゼール西部の山麓の岩肌に、その洞窟はあった。松明たいまつが必要な暗さだが、炎霊召喚サモンウイスプを使える俺には暗さは関係ない。

「炎の精霊よ……我が下に来たりて、闇を照らす明かりとなれ！　『炎霊召喚』！」

　入り口から差し込む日の光が届かなくなると、真の闇に近かった洞窟の中が、俺の呼び出した炎霊の明かりで照らされる。一時間でマナ１を消耗するのみなので、その気になれば一日中照らしていることもできる。

　──しかし、すぐにウィスプの明かりは必要がなくなった。少しずつ下り坂になっている洞窟の先に、赤熱した溶岩が見える……その明かりに、十数体のモンスターの姿が浮かび上がっていた。




　◆ログ◆

　・「魅み了りよう」が発動！　《ソードリザード》が３体抵抗に失敗、魅了状態になった。

　・「魅了」が発動！　《ファイアドレイク》が２体抵抗に失敗、魅了状態になった。





（よし……幸運スキルが乗れば、魅了が決まりやすい。これなら相手にする敵が……っ）

　減らせる。そう思った瞬間、俺は剣を持ったリザードマンたちが立ちふさがる向こうに、さらに数十体のモンスターの姿を目にした。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《ソードリザード》は１体抵抗に失敗、魅了状態になった。

　・「魅了」が発動！　《ファイアドレイク》は全て抵抗に成功した。





　魅了はまとめて発動するほど、成功率が減衰していく。いくら幸運１００でブーストしても、高レベルのモンスター相手では最初の五体でほとんど限界だった。

（まずい……このままじゃ、ソードリザードを倒している間にファイアドレイクのブレスが飛んでくる……！）

　ゲーム時代の悪夢のような記憶がよみがえる。火山帯に登場するこの二種のモンスターは、非常に相性がいい……ソードリザードはファイアドレイクの炎に耐性があるため、ブレスに巻き込まれてもダメージを受けない。そのため、ソードリザードが足止めしているうちに、ファイアドレイクが後ろから容よう赦しやなくブレスを撃ってくるのだ。

　俺は炎耐性のある装備なんてしていない。ライフがある限り、焼かれて死ぬことはない──しかしこんなところで、少しでも時間をかけているわけにはいかないのに。

　──狼狽うろたえるな。こんなときのために、俺は強さを養ってきた……ボーナス振りも済ませた今、こんな雑魚がいくら集まろうと、俺は止められない。

「──どけぇぇぇっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「アイシクルスパイク」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「フリーズブラスト」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「ブレードスピン」を放った！　「回かい転てん氷ひよう刃じん乱らん舞ぶ！」

　・クリティカルヒット！　《ソードリザード》３体に１０８５ダメージ！

　・《ファイアドレイク》２体に８４３ダメージ！

　・モンスターたちを倒した。





「グギャァァァァッ！」

「ガァァァァッ！」

　氷属性の精霊魔術──炎ほど得意じゃないが、覚えていた甲か斐いがあった。俺の斧は凍気をまとい、炎属性に強いモンスターたちの動きを鈍らせ、＋７まで鍛えられた刃が鱗うろこを切り裂く。

（弱点は読み通り……しかし、オーバーキルにならない。やっぱり、こいつら……こんなところにいていいレベルのモンスターじゃない……！）

「うぉぉぉぉっ！」

　俺は続けざまに魔術を付加した斧を振るう。斧スキル50で習得できる『ブレードスピン』で、最高効率で敵を倒し続ければ、いずれ道は開ける……！

　そうして斧を振るった俺の眼前に、ソードリザードが立つ。

　──その個体だけは、剣だけではなく、盾を持っていた。

（なっ……!?）




　◆ログ◆

　・《ソードリザード》の「シールドパリィ」が発動した！





「グギャギャギャギャッ！」

　ガキン、と俺の斧がソードリザードの持っていたバックラーで弾かれる。バックラーは壊れて弾け飛んだが、技を中断された俺は、なす術もなく大きな隙を作った。

（くっ……『無敵』を使うか……でもっ……！）




　◆ログ◆

　・《ファイアドレイク》は炎ブレスを吐いた！　燃え盛る炎が襲いかかる！





　──いくつも、いくつも。ログが流れて、見えなかったファイアドレイク十数体が、一斉に炎を吐きかけてくる。もはや、選択の余地などありは……、

「ヒロトっ、そこに伏せよっ！　氷耐術レジストアイスを使えっ！」

　無敵を発動させようとした瞬間、背後から聞いたことのない女性の声が響き渡る。俺は考える前に、声の言うとおりにして精霊魔術レベル２の『レジストアイス』を発動させた。




　◆ログ◆

　・《ネリス》は「アイスストーム」を詠唱した！

　・《ネリス》のマジックブースト！　魔術の威力が倍加した！

　・《ソードリザード》たちに４７６ダメージ！　モンスターたちは凍結した。

　・《ファイアドレイク》たちに３５２ダメージ！　モンスターたちは凍結した。

　・あなたは氷属性に強くなっている！　魔術を無効化した。





（ネリス……おばば様？　でも、あの声は……）












　明らかに若い女性のものだった……ログとの齟そ齬ごに、俺は一瞬だけ困惑する。

　俺の技を防いでカウンターを繰りだそうとしていたソードリザードは、凍りついて氷の彫像のようになっていた。アイスストームによる凍結効果は十五秒は続くし、このまま打撃を加えれば簡単に倒すことができる。

　しかし、まだモンスターは湧わき続けている──いずれ打ち止めになるとしても、倒した数はまだごく一部だ。

「……本当は、助け舟を出す気はなかったのじゃがな。わしのこの姿も、見せるつもりはなかった」

「おばば様……じゃない……？」

「何を言っておるか。同じ服を着ておるじゃろうが……わしはネリスじゃ。知らんかったのか？　高位の魔術師は、魔力が活性化することで全盛期の姿を取り戻すことができるのじゃよ」

　完全に初耳だ……言っていることが本当なら、このとんがり帽子をかぶり、黒いローブを身にまとった、十七歳くらいにしか見えない強気そうな少女が、ネリスおばば様本人ということになる。

「ヒロト、無事だったか……まったく、無茶をする。ソードリザードとファイアドレイクなど、騎士団の人間でも臆おくするほどの相手だというのに」

「良かった～、間に合って！　ヒロトちゃん、危ないことしちゃだめでしょ！　めっ！」

「フィリアネスさん、マールさんっ……どうして……！」

　ネリスおばば様だけじゃない、フィリアネスさん、マールさん、アレッタさん、ウェンディ、名無しノーンさん……俺がパーティを組んだことのある人たちが、次々に姿を見せる。アレッタさんは、少し申し訳なさそうに口を開いた。

「ごめんなさい、ヒロトちゃん……つい先刻ミゼールに到着して、レミリアさんのお見舞いに行く途中で、モニカさんに声をかけられたんです。ヒロトちゃんが、森に向かったって……」

「私と名無しさんも、モニカさんに頼まれて来てしまったであります……お師匠様が危ないって……す、すみません！　未熟な私が、こんなところまで出てきて……」

「水臭いじゃないか……ヒロト君。小しよう生せいとあれだけ一緒に冒険してくれたのに、本当の危険を冒すときには置いていくなんて。胸が引き裂かれる思いがしたよ」

　ウェンディと名無しさんとは、母さんのことがあって、しばらく一緒にクエストに出られてなかったのに……来てくれたのか、こんな危険なところにまで。

　ネリスおばば様……いや、ネリスさんは、もう一度アイスストームを放って奥の敵を足止めしたあと、俺に近づいてきた。あまりに姿が違いすぎて、まだ実感が湧いてこない──若い頃は、こんなに潑はつ剌らつとした美人だったのか。腰が曲がってしまい、いつも地面を擦っていたローブが、今の姿ではロングスカートに見える。スタイルも容姿も、何もかもが違いすぎていた。

「お主だけを行かせて結果を待つというのも、あまりに酷じゃと思ってな。娘たちが騒ぎ立てておるから、わしが連れてきてやったというわけじゃ。この洞窟の場所は知っておったからな」

「……ありがとう。本当に……」

「ヒロト、おまえは確かに強い……だが、一人では難しいこともある。お前がこれまでの間に築いてきた繋がりを、こんなときこそ頼るべきだ。私だけではなく、皆がそう思っているのだぞ」

　フィリアネスさんの言葉を、心から嬉しく思う……それでも。

　俺は、彼女たちに言わなければならない。皇竜と対面するときは、俺一人でなければならないのだと。

「うん、おれが間違ってた。おれだけじゃ、ここで時間を食って進めなかったと思う……だからこそ、お願いがあるんだ。フィリアネスさん、ネリスさん、みんな……おれに、先に行かせてほしい。はじめにおれが道を開く、それを援護してもらいたいんだ」

「ヒロトちゃん、一人で奥まで行くの？　ドラゴンがいるかもしれないのに……っ」

「……待て、マール。今のヒロトを止められる者など、ここにはいない……ヒロトは肌で分かっているのだろう。ドラゴンと、ここにいる敵とでは、次元が違うのだと」

　全てを言わなくても、分かってくれる。エターナル・マギアでも背中を任せられる人はいた……そんな得難い相手を、この異世界でも得ることできた。それも、何人も。

　──俺も一緒に戦いたい。けれど、母さんにはもう時間がない……一刻でも早くユィシアの所に行かなくてはならない。

「……ヒロト。一つだけ聞いておく……勝算はあるのじゃな？　でなければわしは、ここでお主を止める。フリージング・コフィンという魔術でな」

　凍結氷棺フリージング・コフイン。レベル７の氷属性精霊魔術で、相手の動きを止めることに特化している。まともに受ければ凍りつき、動けないうちに、五歳の俺なら女性の手でも運びだされてしまうだろう──しかし。

「……ネリスさん、心配してくれてありがとう。でも、俺には効かないよ」

「……氷耐術レジストアイスで防ぐのは無理じゃな。それだけは教えておこう。その顔を見れば、死に急いでいるわけではないことは分かった。ヒロトよ、お主には精霊魔術の極意を教えてやる……これはそのための過程に過ぎぬ。無事に成し遂げ、帰ってくるがよい」

「はいっ！」

　返事をする俺を見て、皆が久しぶりに笑う。俺が生きて帰ると、迷いなく返事をしたことを嬉しく思ってくれたんだろうか。

　母さんを助けるために、俺はここに来た。なくしかけたものを全て取り戻すためには、どれだけ難しくとも、生きなければならない。

「必ず生きて戻るよ。みんなも、絶対無理はしないで……っ！」

『了解っ！』




　◆ログ◆

　・あなたの存在によって、パーティメンバーは鼓こ舞ぶされた！

　・パーティ全体のステータスが上昇した！





　フィリアネスさんとマールさんが前衛でソードリザードを相手にし、ネリスさんと名無しさんがウェンディに護衛されながら、ファイアドレイクの群れを魔術で確実に減らしていく。アレッタさんはダメージを受けたみんなに全体回復をかけ続ける……初めて組む人たちとは思えないほど、完成形に近い連携だ。

（みんな……無事でいてくれ。俺も必ず無事に帰る……！）

　眼前に立ちはだかるソードリザードに、俺は斧を振りかざす。ターゲットが分散して数も減った敵ならば、今の俺にとっては障害物にすらなりえなかった。

　──目指すは、洞窟の奥にある竜の巣……宝を守っているだろう、皇竜。

　竜の涙石を手に入れるための手段は、三つ考えられる。一つは、皇竜を倒すこと。

　二つ目は、皇竜を味方に引き入れる──条件を整え、調教テイムする。

　三つ目は、皇竜の出す条件によって、涙石と何かを『交換』する──。

　どんな手段を使ってもエリクシールを手に入れ、母さんを救ってみせる。

　それができる可能性がある人間は、俺しかいないのだから。





　　　　　　二つの翼






　皆が駆けつけて道を開いてくれたあと、一人でどれくらい走り続けただろう。

　俺は数えきれないくらいのソードリザードとファイアドレイクを倒し、一撃で光の粒に変えてきた。

「ゲギャァァァッ！」

「こりない奴らだっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「アイスボール」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「フリーズブラスト」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「ブーメラントマホーク」を放った！　「凍氷飛刃アイスフリーズトマホーク！」

　・クリティカルヒット！　《ソードリザード》に７７４ダメージ！

　・《ファイアドレイク》２体に６５２ダメージ！

　・モンスターたちを倒した。





　斧に凍気をまとわせて投げ放ち、切り裂く技。斧自体を当てるのではなく、斧が纏まとった魔力の刃によって敵を切り裂く奥義だ。普通ならそんなものをキャッチすることは難しいだろうが、斧マスタリーが60を超えると、飛んでくる斧を無意識に受け取れるようになる。

　恵体を１００にしたことでスタミナも上がり、どれだけ走っても息が切れない。これで身体が大人に近づけば、町どころか国でも俺に勝てる人間はいなくなるだろう。

　──フィリアネスさんは、ボーナスを振った後の俺が備えている実力をひと目で見抜いた。彼女やマールさんですら、恵体50に達してから、騎士団の任務でモンスター討伐をしても一ヶ月で１も恵体が上昇しないような状況だった。

　ボーナスがなければ、人間が到達することのできない領域。それを与えられていなかったら、俺は何もできず、この洞窟に来ることさえかなわなかっただろう。

　洞窟は少しずつ地底へと下っていく。溶岩の熱を防ぐために火耐術フアイアレジストを使っているが、冷静に考えてみれば、これでファイアドレイクのブレスのダメージはほとんどカットできる。ネリスさんが来てくれるまで、やはり俺は冷静じゃなかったのだろう──力で押し切る方向に意識が向きすぎていた。




　◆ログ◆

　・あなたのレベルが上昇した！　スキルポイントを３手に入れた。

　・今までとは違う自分になった気がした。





（レベル41……キャップまで、ゲーム通りならあと34。皇竜のレベルは、前に遭遇した時は10だった……今はどこまで上がってるんだ……？）

　ユィシアがたったレベル10の段階で、恵体１００を筆頭に強力なスキルを備えていたのは、種族の違いというほかない。皇竜は完全に異次元の存在だ。

　俺が恵体を１００にしたのは、防御補正が＋２００もあれば、子供用の防具の性能を補うことができると考えたからだ。一撃で死ぬことだけは避けなければならない──パンチ、キックはまだしも、他の攻撃のダメージ倍率が高ければ、容易に防御を貫通されるだろう。『テールスライド』がどれほど強いか分からないが、ブレスより取得が遅いということは、とてつもない威力を持っている可能性がある。

（どうしようもないが、情報不足だ……久しぶりだな、初めて戦う敵なんて）

　ギルドのメンバーの中には、ソロプレイを好む操作技術プレイヤースキルがトップクラスの人もいて、新たに実装されたダンジョンに一番乗りしてボスを倒し、事前に攻略情報を教えてくれるなんてことも多かった。確かにゲーマーとして新しん雪せつを踏みたい気持ちはあったが、ＭＭＯはそれが全てでもない。すでにクエストを踏とう破はした人に案内してもらっても、面白さが目減りすることはなかった。もっとも俺は交こう渉しよう術じゆつで最強に近いＮＰＣとパーティを組めたので、やろうと思えばいつでも、どんなダンジョンでも攻略できた。それができたからこそ、トッププレイヤーとして認められたわけだ。

　おそらくこの世界でも、まだ皇竜と戦った人間はほとんどいないはずだ。俺は多くの人々を見てきたが、ユィシアのステータスはそれこそ人知を超えている。この国で最強だったフィリアネスさんも、今はステータスの数値だけを見れば、俺の三分の二ほどの戦闘力しかない──プレイヤースキルというか、人間力とも言えるものを加味すれば、簡単に勝つことができる相手じゃないのは確かだが。

　しかしフィリアネスさんは、俺がドラゴンの下に行くだけの資格を持っていると認めて、自分がサポートに回ることを了承してくれた。後でひどく叱しかられるだろうが、生きて帰った暁あかつきには、どんな叱しつ責せきも受けるべきだろう。

「ん……？」




　◆ログ◆

　・《ソードリザードＡ》は《ソードリザードＢ》をかばっている。





（なんだ……大きいソードリザードが、小さいソードリザードを守ってる……？）

　俺が止まることなく進んできたからなのか、それとも見れば強さはある程度分かるものなのか。どちらにしても、その二匹のソードリザードは、俺に戦いを挑んでくることはなかった。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《ソードリザード》が２体抵抗に失敗、魅了状態になった。





　魅了まで決まってしまったら、もう戦う理由はない。俺は近くに他のモンスターがいないことを確認してから、二体のソードリザードに近づいた。

　モンスターは『魔物の巣』という名の異界の門をくぐってきたあと、こちらの世界で実体化して、初めてかりそめの命を得る。親子か、仲間同士の情みたいなものがあるものだとは思っていなかった。

　自分の境遇に重ねあわせたといえば、そうかもしれない。他の敵と何ら見かけは変わることがなくても、俺はそのソードリザードたちを敵として見ることができなかった。




　◆ダイアログ◆

　・あなたは《ソードリザード》たちを「隷属化テイム」した。

　・《ソードリザード》のジョブを「奴隷」に変更することができます。変更しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（これは、ＮＯでいい）

　一度取得したジョブは任意に切り替えができるのだが、あえて奴隷に切り替えようとは思わない。グレータースライムのジョゼフィーヌを調教テイムしたときもダイアログが出たが、その時もジョブはスライムのままにしておいた。奴隷スキルを上げると何かリスクがあるようにも思えたからだ。

『奴隷』は『不幸』や弱点パッシブと同じくネガティブスキルの一つだと考えられる。奴隷であるだけで、一部の人間からは差別されてしまうし、行動にも制限が出てくる。剣闘奴隷も同じで、長く傭よう兵へいをするうちに奴隷スキルが徐々に下がっていき、ゼロになると解放されるというシステムだった。

　どちらにせよ、ソードリザード二体が他の敵にターゲットされないように伏せさせておく。俺は黙ってこちらを見てから立ち去るソードリザードに、即席ながらの忠義を感じつつ、さらに洞窟の奥を目指した。




　奥に進むほど溶岩の熱が苛か烈れつになるのではないかと恐れていたが、予想に反し、溶岩の赤と黒っぽい岩だけの景色が途切れ、なめらかな白はく亜あの洞窟に移り変わった。広い洞窟が一時的に狭まって、大人がようやく通れるような狭さの道に変わる。竜がこの奥にいるなら、おそらく奥に入るための別の経路が存在するのだろう。

　足元は奥から流れてくる水で覆われている。やがて狭い道の奥に火精霊ウイスプが飛び出していき、そこに広い空間があることを知らせてくれた。

「……ヒカリゴケか何かか……？」

　明かりがなくとも、壁全体が淡く発光している。狭い道からは想像もできないほど、途方もなく広い空間が開けて、全体に明かりが行き届いている──ランタンも何も設置されていないのに。

　竜の塒ねぐらにふさわしい、神秘的な光景。いくらも探すことなく、俺はユィシアが言っていたものだろう、膨大な量の宝を見つけた。広い空間のさらに奥に、小高い丘のように盛り上がった部分があり、そこに黄金色を放つ財宝が敷き詰められている。赤や青、緑の光は、宝石だろうか──この距離でも分かるほどの、こぶし大の大きさの石がごろごろしている。鑑定しなくても分かる……ひとつひとつの価値が、首都の一等地に家を買ってもおつりが来るほどのものだろう。

　──竜の涙石は、この宝の中にあるのか。それとも……上位の竜、皇竜に流させるしかないのか。

（……私は涙を流さない。なぜなら私は泣いたことが、ない）

「っ……!?」

　聞き覚えのある翼の音が聞こえ、風が流れ、戦せん慄りつが俺の身体を包みこむ。

　聞こえてくる方向は──上。見上げても先が見えないほどの大空洞から、巨大な爬は虫ちゆう類るいのような姿が、羽音を立てて舞い降りる。

（恐れるな……一歩も退くな。俺はもう、前に進むしかないんだ……！）

　まだ間合いは外れている。宝の手前に降り立った目が覚めるような銀色の竜は、俺の方を見やると、一声くるる、と高い声で鳴いた。雌めすの竜だからなのか、その声だけならば、愛らしくさえ聞こえる。

　──しかし、その眼光は容赦なく俺を射抜いた。長い首をもたげ、優美な角を振りかざしながら、銀色の竜が翼を広げて、高らかな叫びを上げる。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》の「ドラゴンハウル」！　竜の咆ほう哮こうが大気を震わせる！

　・《ユィシア》の攻撃力、防御力が上昇した！

　・《ユィシア》は一時的に状態異常耐性を獲得した！





「っ……！」

　一度目の鳴き声とはまるで違う、鼓こ膜まくを揺るがすような咆哮だった。銀色の鱗が淡い光を纏い、金色の瞳の奥に血のような赤が宿る──それは怒りを現すものか、それとも憎悪か。

　隙など微み塵じんもない。俺という侵入者を視界に入れた瞬間、皇竜は当たり前のように戦闘態勢に入った。

　魅了を発動する可能性すら与えられない。ドラゴンハウルなんてアクションスキルは、前に遭遇したときは確認できなかったものだ。

　──ユィシアは成長し、強くなっている。「皇竜族」のスキルがどれだけの数値に達したのか分からないが、ドラゴンハウルだけでなく、複数の新アクション、新パッシブを獲得している可能性がある。

（カリスマが発動しない……敵が強すぎて、発動率が下げられてるんだ）

　ボーナスを限界まで振れば、こちらが優位に立てる可能性があると、砂粒ほどの可能性とはいえ期待していた。

　それを絶たれてしまったと気づくと、心臓が壊れそうなほどに高鳴り始める。

（……このまま戦いを挑めば……俺は、九割方殺されるだろうな……）

「……グルル……グルルルゥ……」

　獰どう猛もうに喉を鳴らしながら、皇竜は俺を威い嚇かくする。一歩でも前に進めば攻撃する、そのプレッシャー自体が物理的な力に変えられてでもいるかのように、俺の眼前に見えない壁を作る。

　──しかし、俺はユィシアと戦うために来たわけじゃない。涙石を手に入れる。目的はただそれだけだ。

（そうだ……交こう渉しようするんだ。俺が欲しいものは涙石……それを手に入れる方法を、皇竜自身から聞き出すんだ……！）

　前世のゲームで、俺はただマウスを操作し、他の人が話しかけられない相手に話しかけてきた。王様に交渉を持ちかけ、騎士団長や大魔術師、大司祭を傭兵として雇い、全能感を味わっていた。

　だがこうして、自分の力が及ばないかもしれない相手と対峙し、自らの喉から出る言葉で対話するという段になって、ようやく俺の操作していたキャラクターの心情が分かった気がした。

（無茶しやがって……って思ってたんだろうな。俺も、今そう思ってる）

　死ぬかもしれないのに、馬鹿かと思う。俺の心臓は極限状態を過ぎたあと、噓のように静かになる。

　交渉術１００。誰とでも対話を可能にする能力が、ついに俺の血となり、肉に変わる。

　俺は微笑んでいた。全ての感情を超越し、魅入られそうな輝きを持つユィシアの瞳を見つめながら。

「ドラゴンのお姉ちゃんに、お願いがあるんだ」

「……グルル……」

　皇竜の唸り声は、それほど不機嫌そうなものではなかった。

　俺の話を聞いてくれている──そう確認して、俺はさらに言葉を続ける。

「おれは、竜の涙石を取りにきた。それをくれるなら、どんなことでもする」

「…………」

　ユィシアの唸りが止まる。その瞳は俺を捉えたまま、しばらく微動だにしなかった──そして。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は人間形態に変化した。





　巨竜の身体が眩まばゆい光に包まれ、その一瞬あとには、前に出会った時と変わらない、竜の角を持つ少女の姿があった。

　背中辺りまでの長さがあるストレートの銀髪を撫でつけながら、少女はこちらに歩いてくる。前もそうだったが、竜から変化した後にはどういった原理か、半透明の透けるケープのようなものを纏っている。その下は、頼りない紐のような下着──もとい、装飾品だけで隠されていた。

　人間が肌を見せた時に感じる羞しゆう恥ちが、彼女にはない。前にステータスを見た時は十三歳──その姿は人間における十三歳と何ら変わらない。身体は女性らしい丸みを帯びていて、胸も豊かに膨らんでいるが、成熟しているとは言いがたい──俺も女体に慣れているわけじゃない（と思いたい）が、まだ成長の余地を多分に残しているように見えた。

「……私は泣いたことがない。涙石がこの宝の中にあるとしても、それを渡すわけにはいかない。この宝は、母から受け継いだもの……人間の子供よ。宝が欲しくば、私を倒すしか方法はない」

　さっき聞こえてきた声の通りか……泣いたことがない。それが事実なら、ユィシアがこれまでに涙を流して、涙石が生成されたことはないということになる。

　どんなふうに石になるのか分からないが、流した途端に固まったりするんだろうか。『涙石』なのだから、涙が主成分と考えていいはずだ。

「泣いたことがない……か。じゃあ、もし泣くことがあるとしたら、どんな時かな」

　普通なら、女の子にこんなことを聞くのは無礼極まりない。しかし遠慮すれば、ユィシアは俺の言葉を突っぱねるだけで、何も進展は生まれそうにないと思った。

「……母は、泣いたことがあった。私はそれを、母の中で見ていた」

「母さんの中……？」

「私はその時、まだ卵の中にいたということ」

　ドラゴンは卵で生まれてくる前から意識があるっていうのか……それとも、皇竜だけの特徴なのか。

　どちらにせよ、ユィシアと意志の疎通はできている。分かったのは、ユィシアは泣いたことがないだけで、皇竜が涙を流すことがあるということだ。

「おれはどうしても涙石を手に入れなきゃならない。だからこれから、お姉ちゃんに泣いてもらう」

「……ただの子供ではないとは分かる。前に見たときと比較にならないほど強さを増している。それでも人間は人間にすぎない。私に命令を聞かせられるほどの強さは、ない」

　ユィシアは自分の方が強いと断言する。その自信は根拠のあるもので、俺にも反論の余地はない。

　しかし、今の会話で見えたことがある。

　皇竜に命令を聞かせるには、強さを示せばいい。俺の交渉材料は、『ただの子供ではない』ということだ。

「おれと戦って、少しでも見込みがあると思ってくれたら……頼みを聞いてくれるってことだね」

「竜は強者にのみ恭きよう順じゆんする。皇竜は、竜を統べる種族……私たちより強くなりうる存在は、魔王と勇者だけ」

　ユィシアは魔王を探していた。それは敵として探しているのかとも思ったが、今の口ぶりでは、魔王も勇者も同等に、自分の強さに比肩しうる存在として認めているように感じられた。

『強い』ということが、皇竜にとっての絶対的な価値なら……従うべきルールなら。

「……子供に言って分かるとは思えない。しかし、ただの子供ではない……あの時も、魔王の気配を感じた」

　リオナが近くにいたことが、ユィシアには分かっていた。あの時幸運スキルが元に戻らなければ、あのままリオナはユィシアに見つかって、どうなっていたか分からない。

　それほどにユィシアが魔王に執しゆう着ちやくしているのなら、リオナを連れてくれば……そんな考えが一瞬だけ頭をよぎるが、馬鹿なことだと打ち消した。リオナを危険な目に遭わせることは絶対にできない。

「魔王が傍にいるのなら、悪いことは言わない。私に引き渡すべき」

「……魔王なんていない。どこにもいないよ、そんなのは」

「……魔王は存在する。何度滅ぼされても、生まれ変わるようにできている。私たちと同じように、女神がそう作ったものだから」

「っ……!?」

　リオナのことを知られるわけにはいかない。そう思ってついただけの噓が、思いがけない言葉を引き出す。

「女神が作った……魔王と、皇竜を……？」

「この世界の全ては、女神によって作られている。何一つ、例外はない」

（どういうことだ……女神は人々に崇められている存在で、魔王に敵対してるんじゃなかったのか……？）

　女神は正義の存在だなんて、明言されていたわけじゃない。それでもこの世界で暮らすあいだ、女神が魔王を作ったなんて、そんな話は一度も聞いたことがなかった。

　それどころか、ほとんどの人は、女神は人間に慈じ悲ひを与える存在だと思っている。

（女神が人間に与えた八つの武器……やはりあれは、父さんが言っていた通り、魔神が人間を滅ぼすために、魔王に与えたものなのか……魔神とは、女神のことだったっていうのか……？）

　混乱は深まるばかりだった。俺にはどうしても、あの女神が、そこまで邪悪なことを考えていたようには思えない──しかし、何かの事情があるのかもしれない。

　しかし、女神がこの世界の全てを作ったのなら、リオナを『破は滅めつの子』にしたのも、女神だ。それだけはどんな事情があっても、許容できることじゃない。

「どちらにせよ……魔王は人間の手には余る。もう一度魔王の波動を感じたら、その時は……」

「……おれは涙石を手に入れられれば、他に何もいらなかった。でも、そういうわけにもいかないみたいだ」

　ユィシアが魔王の転生体であるリオナを、どうしたいのかは分からない。しかし今の話を聞けば、リオナがこのまま俺たちと一緒に成長していくのを、遠くから見守ってくれるなんて生易しい話じゃない。

　──強さを示すという理由、そして、リオナを守るため。戦う理由が二つになってしまった今、俺の中にはひとつの選択しかない。

「ドラゴンのお姉ちゃん……いや、ユィシアさん」

「……戦うことを拒みはしない。しかし、私には、おまえが地に伏せている未来しか見えない」

　戦う前から、おまえはもう死んでいる……なんて、酷ひどいことを言ってくれるものだ。

　泣いたことがないと言われた時から、覚悟はしていた。平和的な手段で泣いてもらうことなんて、それこそどれだけの策士でもできやしない。

　──ユィシアのライフを削り、隷属化を成功させ、調教テイムする。

　魅了が発動していれば、ライフは削る必要がない。しかし何もかかっていない状態では、八割ライフを減らさなければ隷属化は成功しない。

（……やるしかない。惜しみなく最強のスキルを使って……俺が死ぬ前に、八割ライフを削り切る……！）




　◆ログ◆

　・《ユィシア》はあなたを敵として認識した！

　・《ユィシア》は竜形態に変化した。





「グオァァァアァァァァッ！」

「うぉぉぉぉぉっ！」















　◆ログ◆

　・あなたは「ウォークライ」を発動させた！

　・パーティの闘志が昂揚する！　あなたの攻撃力が一時的に上昇した！





　巨竜の姿に変わったユィシアは、すかさず大きく息を吸い込み始める──そして。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は雷のブレスを吐いた！　雷撃が竜の顎あぎとから逬る！





（雷ブレス……初めて見る……でも……！）

　炎や氷のブレスとはまるで違う速さで襲いかかる雷撃。それを防ぐには、『雷耐術レジストサンダー』を使うか、あるいは避けきるしかない。

（一度だけなら通じるか……っ！）




　◆ログ◆

　・あなたは「隠形シヤドウステツプ」を発動した！

　・《ユィシア》はあなたを見失った！





　──盗賊の技……消えたっ……。

　ユィシアの声が聞こえる。どうやら竜の姿では、直接俺の心の中に声を届かせることができるようだった。

　盗賊スキル30で取得できる『隠形』は、強制的に敵から未発見の状態になるというスキルである。これを使うと、視界に入っているのに気付かれていないという、不意打ちに最適な状況を作り出せる。

　この一撃が通るか、どこまで削れるか……俺は祈りながら、斧を振りかざす。

（斧マスタリー１００の……いや、駄目だっ……！）

　──それが致命的なミスになると理解しながら、俺は自分が持てる最高の技を選択しなかった。

　人間の姿をして、一度は俺を殺さずに見逃した皇竜を、不意打ちの一撃で殺してしまうかもしれない。

　これほどの強者に対して驕おごりを見せることが、どれほどの愚行かを理解しながら、一度繰り出した技はもう止められはしなかった。

「──せやぁぁぁっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「アイシクルスパイク」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「フリーズブラスト」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「ギガントスラッシュ」を放った！　「巨斧凍滅斬ギガントスラツシユ！」





　巨人の振り回す戦斧の一撃にも等しいと言われる、斧マスタリー80で取得できる奥義ギガントスラッシュ。パワースラッシュの実に三倍の威力を持つその一撃は、ユィシアの隙を突いて完全に入った──はずだった。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》に１２４ダメージ！





（１２４……!?）

　ユィシアのライフは最低でも１３００を超えている。たった１２４では、一割すら削れていない。

　俺の斧はユィシアの鱗に傷をつけられても、大きなダメージを与えるまでには至らなかった。

　攻撃を終えた直後、俺はユィシアに発見される。その直後、銀色の竜の身体が、猛然と俺に背を向けるように回転するところまでしか、俺には視認できなかった。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は「テールスライド」を放った！

　・あ な た に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　７４ダメ　　　　　　　　ジ　　！





　まともに読み取れないほどに、ログが崩れた。

　全身を貫き通すような衝撃のあと、俺は宙に飛ばされていた。飛びそうな意識を辛うじて繋ぎ止め、俺は自分がどんな姿勢でいるかも分からないまま、ただ一つのことだけを考える。

　──このまま浮かされていたら、次の追い打ちで殺される。

（……まだ……俺は……っ！）




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は「ドラゴンファング」を放った！

　・あなたは「無敵」を発動させた！　ダメージを全て無効化する！

　・あなたはダメージを受けなかった。





（……無敵……私と同じ。人間がこの領域に……？）

　ダメージを無効化できるのは一撃のみ。ユィシアも同じスキルを持っているのだから、知らないわけはない──しかし、彼女はそれ以上追撃してこなかった。

　宝の山に背中から叩きつけられる。無敵の効果が続いていたから、俺はすぐに立ち上がることができた。宝を守るユィシアが、こんな所に飛ばしてきた──それこそ、俺がユィシアを少なからず本気にさせたという証でもあった。

「まだだ……俺はまだ死ねない……母さんの所に、薬を届けるまでは……！」

　全身の痛みをどれほども軽減できるわけでもないが、持っているうちで最高のポーションを呷あおり、初歩の治癒術を使って少しでもライフを回復させる。

　４００ダメージ近く喰らったのはもちろん初めてだった。ゲームでは戦っているうちにライフを残り一割まで減らされることも珍しくなかったが、七割も残っているのにこの有り様では、これ以上のダメージを一度に受ければ耐えられる気がしない。

　ほとんどダメージを受けずに戦ってきたツケが、ここで出るとは……しかし幸いだったのは、無敵を使うタイミングだ。『ドラゴンファング』は、おそらく『テールスライド』より威力が高い……無敵で無効化しなければ、俺はもう死んでいたかもしれない。

　あまりに実力差が大きすぎる。やはり、俺一人で来てよかった……マールさん、ウェンディは、きっと決死の覚悟でユィシアのターゲットを取ろうとするだろう。そうなってしまったら、どうやっても誰かが死ぬことを免れない。そして、俺の技が通じないということは、まともにダメージを与えられる人は他にはいない。フィリアネスさんですら、細剣マスタリー60、恵体50なのだから。

　間合いが開いたときの皇竜の攻撃に備えて、俺は腰を落としていつでも動けるように構える。この距離で選択できる攻撃は、精霊魔術──しかしレベル３の中級魔術では、まともなダメージは見込めないだろう。マジックブーストをかけて、ようやく通るかどうかというところだ。

　ユィシアのステータスの耐性が見えなかったのは、彼女が俺のスライムと違い、テイムしたモンスターではないからだ。まだ俺には見えていないステータスがあり、それがスキルだけでは読み取れない強さを裏打ちしている。

（どうやって削ればいい……どうやって……！）




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は人間形態に変化した。





（なっ……!?）

　間合いが開いたままで、ユィシアは人間の姿に変わる。着ている服の一部が破れ、陶器のようにすべらかな白い肌が覗のぞいている……鱗の損そん傷しようが、人間形態の衣服の損傷に対応している。

「……人間の子供よ。これ以上続けるなら、殺さなくてはならない」

「……分かってる。でも、おれは死なない。死ねないんだ」

　体力は戻りつつある。しかしマナは治癒術を使った影響で時間回復分を使ってしまい、無敵をあと一度使えば、ほとんど空になる。

　削らなければならない残りのライフ七割が、あまりに遠すぎる。９００ダメージ与えればいいのか、それともそれ以上なのか。与えきるには、俺がもう五人もいなくてはならない……みんなのレベルが上がりきって、ようやく可能性が見えてくる。

　しかしその時は、ユィシアのレベルもカンストしている。皇竜という種族が、エターナル・マギアの絶対的な強ボスとして実装される予定だったのなら、安全に勝てる道理はない。

　──五歳で人間の領域を超え、皇竜と戦わなければならない。ゲームなら、難易度が壊れた糞くそゲーだと言っていたところだが……。

　こうして向き合ってみれば分かる。困難なことを初めから不可能だと諦めれば済むほど、生きるということは生易しくはなかった。

　死の淵ふちにいる母さんを救う。それを望むことは、今の段階で皇竜と戦い、認められなければならないという理不尽の先にある。

「……ユィシアさんがどれだけ強くても、おれは絶対に泣かせてみせる……！」

「私は宝を奪おうとするものを殺す……そう定められている。戦いを挑む者は、排除しなければならない」

　ユィシアは氷のように冷たい声で言うと、俺に片手を掲げて向ける。

　──竜の姿と向かい合っていた時以上の威圧感。彼女にはまだ、俺が知らない力があるのだと悟る。

「竜言語魔術……相手を石化させる。耐性がなければ、絶対に避けられない」

「っ……！」

「……私と同じ技を使う子供を、殺すには惜しい。私が新しい宝として、加える……」

　止める間も、術もない。ユィシアの唇が、読み取ることのできない言葉を紡ぎ出す。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は「石化の呪言ストーンカース」を詠唱した！

　・あなたの身体が石に変わっていく！





「うぁぁぁぁぁっ……！」

　足先から石に変えられ、俺はその場に倒れ込む。ユィシアは金色の瞳で俺を捉えたまま、表情を変えずに悠ゆう然ぜんと立っている。

「……少しずつ、完全に石に変わる。心臓が先に止まっても、死ぬことはない」

　美しい少女の姿と、意味のある言葉を交わせたことで、俺は勘違いしていた。

　皇竜と分かり合えるかもしれないなんて、間違いだった。

　ユィシアにとって俺は、珍しい玩具でしかない。石にしてコレクションに加える価値はあっても、対等の敵としてなど、初めから認められていない……。

　意識が遠のいていく。ユィシアは離れた場所にいる……俺には石化を止める手段がない。石になる魔術なんて、ゲームでは見たことがなかった。

（……ダメージが通ったのに……半分減らせば……母さんを……）

　助けることが、できたのに。

　生まれてくるはずの子供も、俺の弟か妹になるはずの生命も……守れたのに。

　俺に力がないばかりに、届かなかった。

　ボーナスポイントで手に入れた強さが交渉材料になりうると、驕ったばかりに……。

　目の前が暗くなっていく。すでに石化は、俺の膝の辺りまで進んでいる。

（死ぬのか……俺は……石になって……）

　知らない魔術を使われ、なす術もなく負ける。

　もし、最初の一撃で、惜しみなく最大の攻撃を放っていたら。

　──そうして傷ついた皇竜の少女に涙を流させることが、本当に正しいのか。

（……どうやったら女の子を泣かせられるかなんて、母さんが知ったら、絶対に怒られるからな……）

　命には、何も代えられない。そう割り切れなかった俺の甘さを、ユィシアの力が容赦なく飲み込んだ。

（父さん……母さん……みんな。ごめん……俺……）

　何もできなかった。何も……。

　俺の石化は心臓にまで届こうとしている。否応もなく、急速に薄れていく意識を、

「ヒロちゃんっ！」

　──何度も聞いた声が、この世界に繋ぎ止めた。

「リオ……ナ……」

　倒れたままで視線を上げる。目の前に、リオナが立っている。

　リオナは両手を広げて、ユィシアから俺を守るように立ちはだかっていた。

「ヒロちゃんをいじめる人は、ゆるさないからっ……！」

「やめ……ろ……リオナ……あいつは、おまえを……」

「だいじょうぶ……ヒロちゃん、だいじょうぶだよ。リオナがきたから、リオナがまもるから……！」

　そう言ってこちらを見るリオナの姿が、前世で見た陽ひ菜なの姿に重なる。

　──俺は、お前を守ろうとした。どうしても死なせたくなかった。

　なのにどうしてここにいるんだ。違う、ただ似ているだけのはずだ……陽菜は向こうの世界で生きている。俺にとって、それが唯一の真実だ。

「……魔王……リリス……」

　ユィシアの呟つぶやく声が聞こえる。ユィシアは見抜いている……リオナの正体を。

　一歩ずつ、ユィシアが近づいてくる。それでもリオナは小さな身体を震わせながら、俺を守ろうとする。

「だめっ、きちゃだめっ！　ヒロちゃんをいじめないでっ！」

　このままじゃお前も危ない。逃げろ、逃げてくれ。

　悪夢なら終わってほしい。動かない身体も、母さんの病気も、全部。

　けれど、逃げられない。この目の前にある光景も、石化の苦しみも、全てが現実だ。

　ユィシアがリオナの前に立つ。そしてその手が伸ばされたとき──俺は。

「──やめろぉぉぉぉぉぉっ……！」

　動く手を伸ばして、俺は叫ぶ。

　俺を守ってくれようとするリオナ。彼女は俺の言葉に反応し、そして──。

　──その身体から、円えん環かんを描く黒い文字が、いくつも湧き出して空間に広がる。




　◆ログ◆

　・《リオナ》の魔王の力が覚かく醒せいしようとしている……！





「……リオ……ナ……」

「……ヒロちゃんを傷つける人は、絶対に許さない……ヒロちゃんは、私が守るんだから……！」

　まだ幼くて、舌足らずだったリオナは、そこにはいなかった。

　──もう、疑いようもなかった。

　宮みや村むら陽菜。俺の前世の幼なじみが、そこにいた。

「ヒロちゃん、すぐ助けてあげるね……もう苦しくないよ。癒いやしの雨よ、蝕むしばまれた身体に再び力を与え給え……『癒やしの雨ヒーリングレイン』！」




　◆ログ◆

　・《リオナ》の治癒魔術レベルが７まで解放された！

　・《リオナ》は「ヒーリングレイン」を詠唱した！

　・あなたの石化状態が回復した！

　・《リオナ》の覚醒が進んでいく……《リオナ》は一段階変異した！





　魔王の力の覚醒と共に、リオナは魔術の才能を開花させた──その事実がログで読み取れる。攻撃魔術ではなく、白魔術が目覚めたのは、俺を助けるために他ならない。

　彼女の使った魔法は、雲も何もないのに優しい雨を降らせ、石になっていた俺の身体が、雨を浴びたところから元に戻っていく。状態異常を回復する上級魔術……その効果に、石化の治療も含まれていたのか。

　──しかし、リオナが払った代償は大きかった。

「あ……あぁぁっ……いやぁぁぁぁっ……！」

　リオナの小さな身体。その背中から、黒い翼が出現する。












　まるで蝙蝠こうもりのような、悪魔が背中に生やすような翼。それは皮肉にも、光り輝くような銀色の皇竜の翼と、全く対照的な存在に思えた。

　動けるようになった俺は、覚醒のショックなのか、倒れそうになったリオナを支える。その翼は悪夢よりも悪夢のような現実としてそこにあった。

「……おれのせいで……リオナ……リオナッ……！」

　リオナは意識を失ったままで動かない。ユィシアから、せめてリオナだけは逃がさなくてはならない。

「……リオナに手を出すな……リオナは魔王なんかじゃない。おまえには絶対に……っ」

　渡さない。そう、ユィシアに言葉をぶつけようとして、俺は愕然とする。

　一瞬、何が起きているのか分からなかった。

　あれほど『泣いたことがない』と言っていたユィシアの頰ほほに──光り輝く雫しずくが、いくつも、いくつも伝っている。

　それは地面に滴り落ちる前に宝石に変わり、白く透き通る粒になって、ころころと転がった。

「……リリス……生まれ変わっても、人間を守るなんて……どうして……」

　ユィシアが泣いている。その言葉の意味は、俺にはいくらも分からない。

　しかし一つ言えることがある……ユィシアは、リリスが生まれ変わる前のことを知っている。

　だからこそ、転生体であるリオナの行動を見て、涙を流した……それならば。

　皇竜と魔王リリスは、必ずしも敵対していたわけではなかった。両者には、まだ想像の及ばない因いん縁ねんがある……そういうことだ。

「……泣いたことないって言ったのに。泣いてるじゃないか……ユィシアさん」

「……泣いている……私が……」

　自分でも分からないというように、ユィシアは足元に落ちた涙石を見やる。

　求めてやまなかったものが、そこにある。しかし、それを手に入れるだけでは済まない──無事に持ち帰ることができなければ、全てが水の泡だ。

（どうする……ユィシアにもう一度交渉するか、それとも……）

　いくらも逡しゆん巡じゆんする時間はない。しかし涙石はあと少しで手が届く場所にあり、守るべきリオナは意識を失っている。全てを手に入れるには、まだ詰めの段階に持っていけていない……！




　◆ログ◆

　・《ユィシア》にかかったドラゴンハウルの効果が切れた。

　・あなたの「天運」が発動した！





（天運……そうか、幸運スキル１００の……！）

　豪運の上位互換で、ただ運が良くなる豪運と違い、確実に窮きゆう地ちを脱することができる効果が発動するパッシブスキル。窮地に立たされ続けた俺は、その発動条件を自覚せずに満たしていた。

　──どんな効果が起こるのか。祈るような気持ちで、俺は流れてくるログを待つ。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《ユィシア》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





（……これって……ドラゴンハウルの状態異常耐性が切れて……そこに魅了が発動して、天運のコンボで……）

　今の俺たちにとっての最大の脅威にして障害だった、皇竜ユィシア。

　ぽろぽろと涙をこぼしていた彼女の頰が、よくよく見ると、ほんのりと赤らんでいる。

「……人間の子供……なぜ……人間なのに……」

　──今までに何度も、同じ現象を見てきた。しかしユィシアの戸惑う様子は、あまりにも、今までの冷徹なイメージとはかけ離れすぎていた。

　ユィシアはリオナを抱きかかえている俺を、ずいっと覗きこんでくる。魅了が本当に効いてしまったなら、次にどうなるかは決まっていた──ユィシアは人間ではなく、一応魔物の区分になる。つまりは……。




　◆ダイアログ◆

　・《ユィシア》に「隷属化」スキルを使用できます。使用しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（調教テイム……できる……！）

　自分より遙かに格上のモンスターのライフを削って隷属化するのは、ほぼ不可能に近い。戦ってみて分かった通り、ユィシアはまだ奥の手を隠していたし、攻撃も防御も凄まじく高かった。

　そんな相手でも調教する方法が一つだけある……魅了状態にすることだ。俺はユィシアに対して何度も魅了が発動したのに成功しなかったことから、効かないものだと思い込んでいた。

　しかし成功確率が一パーセントでもあれば、いつかは成功する。そして天運が発動すれば、その一パーセントを引くことが、幸運スキルを持たない場合よりずっと容易になる。

「……強いものに恭順すると言った……あれは、少し違った。私は、私が認めた者に、従属する」

　ユィシアは淡々と言うが、その手が俺の頰に伸びて、愛でるように触れてくる。飽きずにすりすりと触ってくるが、その指の感触は、彼女が竜だと思えないほどに柔らかく、しっとりとしていた。

「……涙石を、もらってもいいなら、従属させてあげるよ」

「分かった。人間の子供……名前は？　まだ、しっかりと聞いていない」

　間近で見つめてくるユィシア。竜の翼を持つ少女に迫られながら、黒い翼を持つ幼なじみを胸に抱く。

（……リオナ、絶対に何とかしてやる。どうすればいいのか、分かった気がするんだ）

　守ってくれたリオナに感謝しながら、俺はユィシアの方を向き、そして選択する。

　一度調教してしまえば、ユィシアは俺の護ご衛えい獣じゆうであり続ける。俺が前世から今までを通して出会った中で、最強の敵が仲間になる──それはあまりに現実味がなく、そして同時に、夢のように魅力的な話だった。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》はあなたの護衛獣になった！





　俺がユィシアに初めて下す命令は、もう決まっていた。

　ユィシアは涙石を拾い上げると、俺の手に渡してくれる。全部で十粒……あとは、これをネリスさんに調合してもらうだけだ。

「……ご主人さま」

「わっ……い、いきなりその呼び方はちょっと……ヒロトでいいよ」

「ヒロト様……私は皇竜ユィシア。あなたに従属する……この命全てを捧げると誓う」

　誓いを示すように、ユィシアは俺の額に口づけをする。そして、先ほどまでの無表情が噓のように、微笑み、照れてはにかんだ。

　魅了が解ければ元のユィシアに戻るが、調教は解除されない。

　これで、涙石を手に入れて無事に脱出できる……しかし、今のリオナの姿を、皆に見せるわけにはいかない。

「ユィシア……リオナをここで匿かくまってくれ。おれはまた、ここに戻ってくる」

「……魔王の力が目覚めようとしている。完全に覚醒する前に、何らかの封印を施ほどこす必要がある」

「わかってる。リオナの魔王化を止められるかもしれない方法が、一つだけある……でも、それは今すぐにはできない方法なんだ」

　今は一刻も早く、母さんの下に戻らなければならない。

　リオナのことを案じながら、俺は来た道を再び駆け戻っていく。竜の巣のある大空洞から出る前に一度だけ振り返ると、ユィシアはふたたび竜の姿に化身し、眠っているリオナを守ってくれていた。

（待っててくれ、リオナ……褒ほめられた方法じゃないかもしれないけど、このまま魔王なんかにはさせないからな……！）














　　　　　　母のもとへ






　竜の巣を出て外に向かって走る時には、モンスターは襲ってこなかった。ユィシアを隷属化テイムしたために、彼女の眷けん属ぞくは全て敵対しなくなったからだ。

　リオナがなぜここまで来られたのか──それはおそらく、魔物にはリオナが魔王の転生体であることを感じ取れるからだろう。フィリアネスさんたちが奥まで進んでいないのだから、リオナは単独で、まだ魔物が残っている区間を抜けてきたことになる。

　──リオナを救う方法は、一つ思いついている。それを実行するには、サラサさんの許しを得て、あるアイテムを貰わなければならない。

　サラサさんには、絶対に翼を生やしたリオナの姿は見せられない。

　リオナは危険を顧かえりみず、竜の巣にまで来てくれた。いつも俺があいつを守っているつもりだったのに、俺が守られていた。

　そのリオナが、陽ひ菜なそのものに見えた。

　俺は前世でも、陽菜に守られたことがあった。

　子供の頃に登山で行った山で道に迷い、怪我をして動けなくなった。そんな馬鹿な俺を、唯一捜し出してくれたのが陽菜だった。

　陽菜はＧＰＳジーピーエスのついた携帯を迷子になったときのために持たされていたから、陽菜と一緒にいるだけで救助が来て、助けてもらえた。

　俺はその時の感謝を、陽菜に伝えられないままだった。

（俺はまだ、前世のことを忘れられてなかったんだ）

　リオナの姿を見るたびに、馬鹿げていると思いながら、考えずにいられなかった。

　陽菜もあの時に命を落として、女神に邂かい逅こうし、この世界に転生したんじゃないのか。

　もう一度出会いからやり直せるのなら。

　俺は間違わずに、正しい道を選べるんじゃないのかという期待を抱いた。

　そんなことは、あまりにも虫が良すぎる考えだと分かっていた。それでも、俺はもう、考えることをやめられなくなっていた。

（リオナは、本当に陽菜……なのか……？）




　洞窟の出口の寸前で、俺はフィリアネスさんたちのパーティを見つけた。

「ヒロトっ……よく無事で……！」

「ヒロトちゃんっ！　良かった、戻ってきてくれて……ほんとに良かったぁ……！」

　フィリアネスさんたちは俺の姿を見るなり、駆け寄ってくる。マールさんもアレッタさんも、目に涙を溜めて俺を見つめてくる。

「ごめん、無茶なことして……奥まで行けたのはみんなのおかげだよ。ありがとう」

「その顔を見るに、手に入れられたようじゃな……竜の涙るい石せきを。よくぞやった……！」

　俺はポーチに入れていた涙石をネリスさんに見せる。行かせる時は厳しい態度だったネリスさんも、感極まって声を震わせていた。

「竜の涙……お師匠様は、ドラゴンを倒しちゃったんですか？　それとも……」

「それは今のところは秘密にさせてくれ。みんなも、もう奥に行っちゃだめだ。ソードリザードとファイアドレイクは、もう人を襲ったりしない。でも、宝を奪おうとする場合は、話は別だよ」

「宝があると聞いても、誰も奥に行こうとは思わないだろうね……小しよう生せいも、あまりに彼らが手強くて疲れ果てたよ。麻ま痺ひや眠りの魔術で時間を稼ぐのがやっとだった」

　名無しノーンさんが疲労を口に出すのは初めてだった。それほどの修しゆ羅ら場ばだった──それを持ちこたえてくれたみんなは、やはり俺にとって最高の仲間だ。

「さて……協力してもらっておいて悪いのじゃが、わしはヒロトと共に庵いおりに戻らねばならぬ。皆は先に町に戻っていてもらえるか」

　マールさん、アレッタさん、ウェンディ、名無しさんが先に町に戻っていく。残ったフィリアネスさんは、俺が予想していた通りのことを尋たずねてきた。

「……私たちが戦っているうちにリオナが来て、止めても聞かずに、ヒロトを助けると言って駆けていった。奥で、リオナとは会えたのか……？」

「うん。リオナは無事だよ……でも、今はまだ帰れない。おれが迎えに行くまで、安全な所で待ってる」

「ヒロト……皆には、秘密にすると言っていたが、リオナが無事ということは、ドラゴンを倒したのか？　それとも、まさか……」

　噓をつき通すことはできる。けれどフィリアネスさんには、知っておいて欲しいと思った。彼女なら、必ず秘密にしてくれるから。

「おれは、竜の巣で宝を守ってた竜を仲間にした。だから、リオナは安全なんだ」

「……お前は……いつの間にか、私よりずっと先を歩いていたのだな……」

　フィリアネスさんは小手をつけたままの手を俺の肩に置いて言う。そして、皇こう竜りゆうに攻撃を受けて負った傷をいたわってくれた。

「そんなことないよ。おれはフィリアネスさんに、教わりたいことがいっぱいあるんだ」

「ありがとう……しかし、今は私のことよりも、母君のことだ。必ず秘薬が効いて、回復することを祈っている」

「うん……ありがとう、フィリアネスさん」




　ネリスさんは俺が竜の涙石を取ってくると信じて、最後の仕上げの段階を残して、エリクシールの作成を進めてくれていた。

　マンドラゴラのエキスを抽出してフラスコのような容器に入れ、それを溶媒として、他の材料からも適切に成分を抽出して溶かしこむ。今は虹色の液体になっていて、火精霊の炎で温められていた。

「……涙石をこれに。一度の生成で、わしの魔力はほとんどが失われる。エリクシールが完成したあと、わしは意識を失って元のばばに戻るじゃろうが、心配はない」

「ネリスさん……ごめん、いっぱい苦労かけて……」

　謝罪する俺を見て、ネリスさんは、おばば様の姿だった時と同じように優しく笑った。姿が変わっても、同一人物なのだとこれ以上ない形で確かめられた。

　ネリスさんはフラスコに両手をかざし、集中し始める。その口が動いて、俺には聞き取れない呪文を紡つむぐ。

「うわっ……!?」

　──そして。涙石をひとつフラスコに落とした瞬間、眩まばゆい光が視界を埋め尽くす。

　その光が収まったあと、フラスコの中の液体は、紅べに薔ば薇らのような深紅に染まっていた。

「命を示す赤色……緋色のティンクトゥラ。お主に託す……我が弟子、ヒロトよ……」

「おばば様っ……！」

　ずっと黙って見守っていたミルテが、倒れたネリスさんに駆け寄る。ネリスさんはミルテの頭を撫なでて微笑みかけたあと、眠るように目を閉じる。言っていた通り、彼女のマナはほとんど尽きて、一桁を残すのみとなっていた。

「ヒロト……おばば様は私がみてる。おかあさんを、助けてあげて」

「ああ……分かった。ミルテ、心配かけてごめん」




　◆ログ◆

　・あなたは「エリクシール」を手に入れた。





　俺は薬瓶を握りしめ、母さんのいる診しん療りよう所じよに走った。

　そこで、俺は父さんの姿を見つける。父さんは何も言わず、俺を抱きしめた。

「良かった……ヒロト。父さんはお前がいなくなって、町中を捜したんだぞ……！」

「……ごめん、父さん。おれ、どうしても母さんを助けたかったんだ」

　父さんは俺を離すと、真っ直ぐに見つめてくる。その頰ほほはこけて、目には酷ひどい隈くまができている……母さんの状態が思わしくないことを知ってから、ほとんど寝られていなかったということだ。

　──その時、診療所の扉が勢い良く開かれる。

　姿を見せた助産師さんは、顔を蒼白にしていた。

「リカルドさんっ、レミリアさんが……！」

「っ……レミリア……！」

　父さんが走り出す。俺はその後について、母さんのもとに駆けつける。

　頭のなかから、他の考えが全て吹き飛ぶ。母さんを助けたい、それだけしか考えられなくなる。

「レミリアさん、聞こえますか、レミリアさんっ！」

　医者の呼びかけに答えず、母さんはベッドの上で動かない。

　──もう、一刻の猶ゆう予よもない。俺は母さんの傍に駆けつけ、医者が何か言っているのにも構わず、母さんの口元に薬瓶を近づけ、エリクシールを一滴その口元に垂らした。




　◆ログ◆

　・あなたは「エリクシール」をレミリアに飲ませた。

　・しかし、効果はなかった。





　──そんな。

　薬を届けられたのに。エリクシールなら、どんな状態でも治るはずなのに。

「母さん……いやだ……死んじゃいやだっ……」

「ヒロトくん、何を……リカルドさん、この子は何をして……っ」

「……ヒロト……母さんのために、薬を……？」

　医者と父さんが何かを言っている。その言葉の意味さえ分からないで、俺は青ざめたまま、眠るように目を閉じている母さんに取りすがる。

「噓だ……そんなの噓だ……母さんっ……母さんっ……！」

「……レミリア……」

　現実を受け入れられない。振り返ると、父さんも俺と同じ……何が起きているのかを、頭が理解しようとしていない。

　間に合わなかったのか。もう、遅かったのか。俺は歪ゆがむ視界の中に、母さんのステータスを映しだす。




　名前：レミリア・ジークリッド

　人間　女性　22歳　レベル12

　ジョブ：令れい嬢じよう

　ライフ：０／76





　──いやだ。

　ダメだ、絶対にダメだ。死ぬわけない。母さんは……母さんはエリクシールがあれば、必ず……。

　数字が諦めろと告げていても、俺はどうしても諦められない。

　どれだけ無様でも、女神に笑われようとも、最後の最後まであがき続ける。

　母さんに、生きていて欲しいから。

「レミリアさんっ……！」

　病室にサラサさんが駆け込んでくる。彼女は母さんの状態に気づくと、すぐに駆け寄って治ち癒ゆ術じゆつをかけ始めてくれた。

「レミリア様……っ、しっかりなさってください！　あなたはまだ生きなければならないっ！」

　次に現れたのはフィリアネスさん……そしてモニカさん、ターニャさん、フィローネさんも入ってくる。

「レミリア！　こんなに可愛いヒロトを置いて、先になんて行かせないっ！　行っちゃだめっ！」

「レミリアッ！　あんたがいなくなったら、私がヒロトちゃんを取っちゃうからね！　それでいいのっ!?」

「戻ってきて、レミリア……お願いだから……！」

　彼女たちだけじゃない。母さんを、そして俺たち家族を知る人たちが、次々にやってくる。

　マールさん、アレッタさん、ウェンディ、名無しさん、セーラさん、メルオーネさん、エレナさん……バルデス爺じいに、アッシュ、ディーン、ステラまで。

　みんなが母さんの名前を呼ぶ。その声が、すでに命の火が失われたはずの母さんの頰に、わずかな赤みを取り戻させるように、俺には見えた。

　──エリクシールはまだ残っている。最初のひとしずくは、母さんの口に入っても、喉を通らなかったのだとしたら……希望はまだ、残っている。

（母さん……少しでもいい。飲んでくれ……！）

　もう一度俺は、エリクシールの瓶を母さんの口元に運ぶ。そして赤い液体が流れ、母さんの唇に伝い落ちる。

（頼む……お願いだ……お願いだから……っ！）




　◆ログ◆

　・あなたは《レミリア》に依頼をした。





（依頼……今の母さんに……？）

　ライフがゼロになっている母さんが、俺の依頼の対象になった。

「……んっ……」

　次の瞬間、母さんの喉が少しだけ動く。エリクシールが喉を通ったのだと理解した直後、母さんの身体が、温かな光に包まれた。




　◆ログ◆

　・《レミリア》の体内に入った「エリクシール」が効果を発揮した！

　・《レミリア》は母子ともに生命力を取り戻した！





「……あ……」

　言葉にならなかった。そのログを見たすぐあと、俺は、もう一度母さんの状態を確かめた。




　名前：レミリア・ジークリッド
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　ジョブ：令嬢

　ライフ：１／76





「あ……あぁ……っ」

　回復している。ゼロになっていたはずの母さんのライフが、１に──。

　母さんが、息をしている。その頰に赤みが戻り、胸が安らかに上下し始める。

　その場にいる誰もが息を飲む。最も近くで、母さんが息をしていることを確かめた父さんは、大粒の涙をぼろぼろと流していた。

「……レミリア……あぁ……生きてる……レミリアが、生きて……」

「女神の慈じ悲ひよ……深き癒いやしをもたらし、全ての苦しみに穏やかなる赦ゆるしをもたらしたまえ……！」




　◆ログ◆

　・《サラサ》は「リザレクション」を詠唱した！

　・《レミリア》のライフが回復した！





　サラサさんは息を吹き返した母さんに、さらに治癒術をかけてくれる。完全回復するはずのエリクシールだが、母さんの命を呼び戻すために効能を使い果たしていた……しかしもう、母さんの顔に死の影は感じない。

「レミリア……ばかっ、死んじゃうかと思ったじゃない……っ！」

「良かった……レミリア……本当に良かったっ……」

　モニカさんたち三人娘が、母さんに泣きつく。それを見ていた騎士団の三人も、とめどなく涙を溢あふれさせていた。

「はぅぅ～……わ、私、もうだめ……もう我慢できない……うわぁ～んっ！」

「マ、マールさん、そんな子供みたいに……フィリアネス様も……」

　マールさんもアレッタさんも号泣している。フィリアネスさんも……。

「ひっく……ヒロト……お母様が……レミリア様が、助かって良かった……本当に良かった……っ」

　フィリアネスさんは泣きながら、俺を後ろから抱きしめてくれる。その温もりに安あん堵どを覚えながら、俺も涙をこぼしていた。




　──けれど、これで終わりじゃない。俺は母さんに治癒術を施ほどこしてくれているサラサさんを見やる。

　彼女に、尋ねなければならないことがある……リオナを救うために。

　しかし今は、母さんが生きていてくれること……その幸福を少しでもいい、感じていたい。

　俺は眠っている母さんの手を握り、そばでその寝顔を見つめる。苦しさも何もなく、安らかで……確かな生命の活力が感じられる。

　ふと顔を上げると、ずっと黙って見てくれていたバルデス爺と目が合う。バルデス爺は微笑み、深く何度か頷うなずいてくれた。





　　　　　　奴隷の首輪






　俺はサラサさんに大事な話をしたいと頼み、彼女の家に向かった。

　サラサさんはリオナがいないことに、薄々と、何が起きたのかを悟っているようだった……リオナはどうしたのかと、取り乱したりしない。

「……ヒロトちゃん。リオナは、無事でいますか？」

「おれは、リオナに助けてもらった。だから今度は、おれがリオナを助ける番なんだ」

「ヒロトちゃん。リオナは……あなたの前で、特別な力を使いましたか……？」

　サラサさんの問いに、俺は頷きを返す。ここで誤魔化しを言えば、それはリオナの母さんであるサラサさんへの裏切りになる。

「リオナは……魔術を使って、おれを助けてくれた。すごい治癒術だった」

「……あの子はまだ、魔術を使えるような歳ではありません。それでも、私が及ばないほどの魔術を使った……そういうことなのですね……」

「……うん。石に変えられそうになったおれの身体を、元に戻してくれたんだ」

　サラサさんは、ずっと被っていたフードをそっと外した。そこには普通の人間より長く、尖った耳が隠されていた。

「私は……本来なら、この町にいてはならない種族です。ハーフエルフという……」

「どうして、いちゃいけないの？　ただ、耳が少し長いだけなのに」

「それは……エルフと人間の間には、交わりを持ってはならないという掟があるからです。ですからハーフエルフである私は、耳を隠さなければ、この町で暮らせません」

　それはゲームの中から続いている設定だった。ハーフエルフは独立した自治都市を持ち、その中でのみ暮らしている。

　しかし、エルフやハーフエルフはその魔術の適性の高さから、人間や魔物たちに狙われることが多い。

　ゲームに登場した『サラサ・ローネイア』は、死し霊りようの王と呼ばれる者によって、捕らえられたハーフエルフのうちの一人だった。彼女は死霊の王によって奴隷の枷かせをつけられ、消えることのない奴隷の印を刻まれている。

「……リオナは……私の、本当の娘では……」

「……リオナの耳は長くない。だから、おれは分かってたんだよ」

　サラサさんは何も言わない。ただ、懺ざん悔げをするように目を閉じている。

　彼女がリオナの母親であることは、間違いのない事実だ。だから、何も悔やむことなどない。

「……サラサさんは、首輪をつけてるはずだ。それを、俺に渡してほしい」

　サラサさんは驚かなかった。首もとを覆うショールのような布に触れて、何も言わずに俺を見ていた。

「これを外すことは、今はできません。これは私にかけられた枷……今はまだ……」

「おれなら外してあげられる。おれは、そういうものだって知ってるんだ」

「っ……そんな……そんなことが……」

　エターナル・マギアにおいて、人間やハーフエルフなどの、大別して人族の奴隷に強制される装備。それが、『奴隷の首輪』だ。

　ジョブを『セージ』に上書きすることはできても、サラサさんが奴隷の首輪をつけているうちに蓄積した『奴隷』スキルは消えずに残っていた。

　ゲームでは「解放のための代金を支払う」ことで、奴隷スキルを一気にゼロにし、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターとして仲間に加えることができた。

　──それならば。俺がサラサさんの価値に見合う金額を払い、身請けをすることで、彼女は奴隷から解放される。

「……この首輪を外すのは……ハインツでなくてはならないんです。あの人は……私を奴隷から解放するまでは、何も……」

　──そういうことだったのか。

　サラサさんはハインツさんを夫と呼ぶけれど……リオナは二人の子供ではない。それだけではなく……。

　サラサさんとハインツさんは、まだ、夫婦と呼べる関係にもなかった。

　もう少し時間が経っていれば、ハインツさんとサラサさんが本当の夫婦になり、首輪も俺以外の手で外されていたのかもしれない。

　──けれど、俺は……サラサさんの首輪を外しても、彼女を縛らず、ただ自由にしてあげたいと思うだけだ。

「おれはリオナを助けたい。そのために、できる限りのことがしたいんだ。何を言ってるのかと思うかもしれないけど……」

「リオナを……この首輪があれば、助けられるんですか……？」

　サラサさんは隠されている首元に触れる。そこに、奴隷の首輪があるのだろう。

「……うん。それを使えば、リオナは助かるはずだ」

　そう答えると、サラサさんは首に巻いていた布を外した。そこには、金属片と黒い革で作られた、途中で切れた鎖のついた首輪がつけられていた。

「……この首輪を、使って……リオナを、ヒロトちゃんの奴隷にするんですね。一時的な、措そ置ちとして……」

「……うん。そうすれば、リオナはここに戻ってこられるはずなんだ」

　いつかリオナの魔王の力を、本当に封印することができるまで。

　それまで、リオナが家族と一緒にいることができないなんて、あまりにも悲しすぎる……だから。

「……んっ……」




　◆ログ◆

　・あなたは《サラサ》を２千枚の金貨で身請けした。

　・あなたは《サラサ》の「奴隷の首輪」の装備を解除した。

　・あなたは「奴隷の首輪」を手に入れた。





　俺はサラサさんの首輪を外し、彼女を長い枷から解放した。

　これを着ければ、リオナのジョブを『破は滅めつの子』から『奴隷』に変えられる。

　そうすれば、魔王の転生体としての宿命を、先延ばしにすることができる。俺が本当にリオナを救う力を手に入れられるまで。

　もしそれが叶わなければ……俺はリオナを救うために、どんなことでもする。

　首輪を外したサラサさんの白い首筋には、赤く締め付けられた痕あとが残っている。

　それが薄くなり、いつか消えたときに、彼女は今よりも晴れやかに笑うことができるのだろうか……ありのままのサラサさんに戻って。

「あの子のことをお願いします、ヒロトちゃん……私はこの家で待っていますから」

「うん、必ず連れて帰るよ。リオナを、この家に送り届ける」




　全力で森と洞窟を駆け抜け、竜の巣に戻ると、竜の姿をしたユィシアの前に、リオナは前と変わらぬ姿で横たわっていた。

　彼女は俺が近づいてきたことに気づいて、薄く目を開ける。そして、身体を起こして、背中にある翼を見やり……それでも、気き丈じように微笑んだ。

　今にも、泣き出しそうな笑顔で。

「ヒロちゃん……私、羽が生えてきちゃった。これじゃ、みんなのところに戻れないね……」

「……そんなことない。これからも一緒に暮らせるよ。お母さんと、お父さんと……」

「ううん……だめだよ。だって、私は、お母さんとお父さんの、本当の子どもじゃないから……」

「……リオナ……全部、知ってたのか……？」

　自分の親が、本当の親ではないこと。それを知ってなお無邪気に振る舞い続けたリオナは、どんな思いでいたのか。

　ヒロちゃん、ヒロちゃんと俺のあとをついて回って、いつも無邪気で、時々我がままで……眩しくなるほどに、明るかった。

　──でも、違ったんだ。リオナは……明るくあろうとしていただけなんだ。

「本当の子供じゃないのに、ずっとお母さんと一緒にいたら、だめだよね……」

「そんなことない……リオナが戻らなかったら、お母さんがさみしがるよ。だから、おれと一緒に帰ろう。その羽は、おれがなんとかしてやる……！」

　リオナを振り向かせると、その瞳から涙がとめどなく溢れていた。

「だめだよ……私は……私はっ、魔物……だから……っ」

「魔物じゃない。人間の心があって、人間の姿をしてるじゃないか。それを人間って言わずに、なんて言うんだ……！」

　リオナを抱きしめ、背中を撫で、できるだけ優しく語りかける。

　ここで説得できなければ、リオナは俺たちのもとからいなくなってしまう。

「ヒロちゃん……だめ……私と一緒にいたら、ヒロちゃんにも、迷惑が……」

　迷惑なんて言葉、普段のリオナなら絶対に使わない。

　俺はずっと馬鹿げていると思って、言わずにいたことを、ついに口にした。

「リオナ……俺たちは、この世界に生まれる前に、知り合いだった。そう言ったら、笑うか……？」

　俺たちを見守っているユィシアが、小さく喉を鳴らす。

　無理もない。俺が言っていることは、ただの……。

　ただの、絵空事だ。

　絵空事でなければならなかったのに。

　──リオナは。

「……笑わないよ」

　声を震わせながら、それでもはっきりと答えた。

「他の人がみんな笑っても、私は笑わないよ。だって……私は……」




　──ヒロちゃんの知ってる、陽菜だから。




　そうリオナは言った。俺はすでに確信していながら、それでもその事実を受け入れられなかった。

「……陽菜……なのか……？」

　信じない、信じられるわけがない。けれど『陽菜』という名前を、リオナが知っているとしたら……俺が言わなければ、その名前が出てくるわけがないのに。俺は一度だって、前世のことは言ったことがない。

　やはり助けられなかったのか。俺も陽菜も、事故のときに命を落としていたのか。

　最後に陽菜を助けて終わったのなら、それでいいと思っていた。どこかで、そう自分を納得させていた。

　しかし、そうではなかった。陽菜は命を落とし、リオナとして転生していた。

　足元が崩れ去り、俺を支えていたものが失われようとする。




　守れなくて、ごめん。




　謝りたいのに、言葉が出てこない。謝らなければならないのに。浮かんでくる言葉は、別の言葉だった。

「……ずっと……学校来いって言ってくれてたのに。俺は、それを無視した……」

「私が無理を言ったのがいけなかったんだよ。悪いのは、私なんだよ」

「なんでここにいるんだ……あの時一緒に、死んじまったのか……？」

　俺は自分がまだ子供であることも忘れ、森もり岡おか弘ひろ人とに戻っていた。

　幼かったはずのリオナも、宮みや村むら陽菜に戻っていた。泣き顔まで、生まれ変わる前の幼いころと全く同じだった。

「ううん……ヒロちゃんは……ヒロちゃんだけが……私を庇かばって……」

　死んでしまった。やはり、俺だけが……。

「なら、どうして……どうして、『リオナ』に生まれ変わったりするんだ。生きてたのなら、そんなこと……」

「……ヒロちゃんのお通夜が終わったあとに、ヒロちゃんのお母さんにお願いして、部屋を見せてもらったの。ヒロちゃんがやってたゲーム……エターナル・マギアっていうんだよね」

「俺の部屋に……入った……陽菜が……？」

　リオナはこくりと頷く。そして、震える声で、恥ずかしそうに言った。

「そのゲームを起動してみて、少し動かしてたら、意識が遠くなって……女神さまっていう人に会ったの。ヒロちゃんは死んじゃったけど、違う世界に生まれ変わったんだって教えてくれて……それで……」

「俺の後を追って……この世界に、生まれ変わったのか……？」

　まだ、陽菜は生きていたのに。その命を捨ててまで、俺のところに来てくれた……。

「ヒロちゃんに、謝りたかったから。ごめんね、意地っ張りで……」

「……意地っ張りって……何の……」

　リオナは小さな手で、自分の髪に触れた。

　それは、陽菜がいつも、俺がプレゼントしたバレッタをつけていた場所だった。

「似合わないって言われても、ずっとつけてたかった。ヒロちゃんにもらった、プレゼントだから……」

「……馬鹿やろう。なんでそんなに……俺のことなんて、そんなに思う必要なんてなかっただろ……こんな、どうしようもないやつを……っ！」

　陽菜がエターナル・マギアを起動しなければ、転生なんてすることはなかった……そう思わずにはいられなかった。

「……俺が……ゲームなんてしてなければ……お前は……っ」

「ううん……違うよ。ヒロちゃん、ゲームは現実よりもすてきなんだって言ってたよね。私も少しだけ、キャラクターを作って、ゲームを進めてみたの。すごく楽しかったよ」

「……なんで、そこまで……あいつと、上手くやってたんじゃなかったのか……？」

　もう一人の、男の幼なじみ。陽菜は、付き合っていたはずなのに……この世界に転生することを、迷わず選んだように見える。

「……私は自分で選んだよ。女神さまと話して、生まれ変わるって決めたの」

　もうリオナは泣きやんでいる。うさぎのように赤くなってしまった目を恥じらいながら、それでも気丈に言葉を続ける。

「ヒロちゃんのところに、行きたかったから」

「……なんで、そこまで……」

「ヒロちゃんに、本当のことを言いたかったから。私は、誰とも付き合ってなんていないよ」

　それを伝えるために、転生したのか。

　なんて馬鹿で、なんて愚かで……そして。どうしようもないほどに。

「……あいつでも、そうじゃなくても、お前ならもっといいやつを見つけられたのに……こんなところに来ちまって……」

「こんなところじゃないよ。ヒロちゃんが好きだった、素敵な世界だよ……ほら、私、魔法とか好きだから」

　五歳のリオナじゃない、十六歳の陽菜の話し方。

　それが、あまりにも懐かしくて。

　──あまりにも遠かったものが、目の前の少女に重なっていく。

「……生まれた時からずっと、記憶があったのか？」

「ううん……ヒロちゃんが石になっちゃうって思ったら、トラックに轢ひかれそうになった時のことが、頭の中に広がって……私は陽菜だったんだってことを、思い出したの」

「そうか……そうだよな。でも……」

　リオナが生まれて初めて、俺の名前を呼んだのは……それだけは、忘れずにいてくれたってことなんだろう。

「俺はお前のこと、馬鹿なんて言えないな。俺の方が大馬鹿なんだから」

「前の世界では、少し上手くいかなかっただけなんだよ。私はこの世界のヒロちゃんが、すごく生き生きしてて……素敵だと思う。今のほうが、私の知ってる、一番元気なときのヒロちゃんだよ」

「す、素敵って……俺は、ボーナスもらっただけで……」

「それだけじゃないよ。ヒロちゃん、他の子がしないような色んなことをして、練習してたでしょ。私はヒロちゃんと遊びたくてしょうがなかったから、ずっと見てたよ。ヒロちゃんが粘り強くて、すごいんだってこと」

　遊びたくてしょうがない。リオナがそう思ってくれることが照れくさくて、俺は傍で見ていなければいけないと思いながら、時には素直に会いに行かず、距離を置いたりもした。

　それもこれも、リオナが、あまりに陽菜に似すぎていたから。昔を思い出すことを、なるべく避けようとしていた──なのに。リオナが、陽菜本人だと分かってしまった今は……そうやって逃げることもできなくなる。

「今は羽を何とかしないと。そのままじゃ、本当に魔王になる……そうなったら、俺にも何ができるのか分からない」

「……人のいないところで静かにしてれば、みんなに迷惑かけないかな……？」

「そんなことさせられない。サラサさんだって、ハインツさんだって心配する……友達みんなだって」

　俺はリオナの後ろに回り、首にかけているペンダントを外す。正面から外すなんて度胸は、いくら子供同士といっても俺にはない。

「あ……ヒ、ヒロちゃん、だめっ、それ、取っちゃったら……」

「じっとしてな。別に、返してくれって言ってるわけじゃない……」




　◆ログ◆

　・あなたは《リオナ》の「魔封じのペンダント」の装備を解除した。





　ペンダントを外したあと、俺はサラサさんから貰った首輪を取り出す。

「この首輪をつけてほしいんだ。そうすると、これ以上変身しなくなる……と思う」

「えっ……えぇっ……く、くびわ？　あの、ワンちゃんがつけるみたいな？」

「試しにつけてみて、それで駄目だったら外していい。その時は、他の方法を見つける……旅に出ないといけないかもしれないけどな」

「……分かった。ヒロちゃんがそう言うなら、いいよ」

「……ほんとにいいのか？　俺みたいなやつに、首輪なんてかけられて」

　リオナは俺の問いかけに、頰を赤らめる。そして、俺から首輪を受け取ると、それを自分の首元に宛あてがうようにして言った。この年齢にして、見るもの全てを魅了するような愛らしい仕し草ぐさで。

「ヒロちゃんがつけてくれるなら、いいよ。ヒロちゃんの奴隷になら、なってもいい」

「い、いや、冗談だって分かってるけど、それはちょっと言い過ぎっていうか……」

「だ、だって……さっきから、『《ヒロト》の奴隷になりますか？』っていう選択が出てるもん」

　首輪を差し出しただけでそんなことに……リオナにもダイアログが見えるのか。どうやら、転生した人間に与えられる特典のようなものらしい。

「……ど、奴隷っていうか、ちょっと、ジョブってやつを変えるだけなんだ。リオナは『夢む魔ま』って種族で、職業が限定されてるみたいで……もし魔物の一種だったら、その……条件を満たせば、隷属化できて……」

「……ヒロちゃん、私の気持ちをいっぱい考えてくれてる。だから、首輪をつけていいか迷ってるんだよね？」

「あ、ああ……普通はいい気持ちはしないだろ……？」

「……ヒロちゃんならいいよ。他の人は絶対だめ……でも、ヒロちゃんなら……」

「……分かった。ありがとう、俺の話を聞いてくれて」

　ユィシアが見守る中で、俺は首輪をリオナにかける。そしてリオナは、俺からの「隷属化」を受け入れた。




　◆ログ◆

　・あなたは《リオナ》を隷属化した。

　・《リオナ》のジョブを「奴隷」に変更することができます。変更しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（……できた……）

　システムの裏をかくことができたのか、それとも、これも女神の想定の範囲内なのか。

　分からないが、俺は幾らかの逡しゆん巡じゆんを経て、リオナのジョブを変更する。拒否されるかもしれないと覚悟しながら。

「っ……ぁ……ヒ、ヒロちゃん……身体が……っ、あぁぁっ……！」




　◆ログ◆

　・《リオナ》のジョブが「奴隷」に変更された。

　・《リオナ》の覚かく醒せいの進行が止まった。

　・《リオナ》の変身が解除された。





　リオナの背中に生えていた翼が、まるでほどけるように黒い文字列に変わって、霧む散さんするようにして消える。

　悪魔のような翼は消え、完全に元のリオナに戻る。気を失って倒れそうになるリオナを抱きとめると、彼女の身体は温かく、呼吸は落ち着いていた。

　──そして、安堵しかけた瞬間だった。




　◆ログ◆

　・《リオナ》の「凶星」が発動！　大きな不幸が《リオナ》に訪れようとしている……。

　・《リオナ》の記憶の一部が封印された！





「っ……リオナ……っ！」

　リオナに呼びかけても、意識は戻らない。そしてログは、無常にも時間経過で消えてしまう。

「……どこまで人をおもちゃにすれば気が済むんだっ……！」

　魔王化の進行は止まった……それなのに。俺をあざ笑うように、リオナの記憶が封じられてしまう。

　リオナが目を覚ましたとき、何を忘れているのか。もう、推測するまでもなかった。

「……俺に力を与えて……陽菜を、魔王にして。何がしたいんだ……何をやらせたいんだ、おまえはっ……！」

　答えを知るには、女神を見つけ出すしかない。

　──女神に会った時の、目的が増えた。ただ、それだけのことだ。

　ユィシアは静かに俺を見下ろしていた。そして何も言わないままに、俺とリオナをその背中に乗せ、飛翔する──竜の巣の直上にある経路から、外に出ようというのだ。

（ヒロト様……何があろうと、私はあなた様についていく。女神に辿り着くために翼が必要なら、私があなた様の翼になる）

「……ありがとう、ユィシア」

　洞窟の闇を抜け、遙か青空まで飛び上がった銀竜の背から、俺はミゼールの町を見下ろす。

　俺たちが帰るべき町。俺とリオナが暮らすこの場所。

　いつか広い世界に出るために、この町を離れるときが来るかもしれない。

　──けれど、必ず帰ってくる。父さんと母さん、そしてみんながいるこの町に。





　　　　　　約束の湖






　エリクシールの効果は母さんの身体に生気を取り戻させ、母子共に健康を保ったまま、生まれる予定の日が一日、また一日と近づいてくる。

　しばらく俺と母さんが二人になることはなかったが、ある日の午後、父さんが仕事に出ている間に、その機会が訪れた。

「お母さんね、長い夢を見てた気がするの。ヒロトが遠くに行ってしまう夢……お母さんは必死で止めるのに、ヒロトは酷いのよ。振り返らずに行っちゃって」

「おれはどこにも行かないよ、母さん」

　俺がエリクシールを取ってきたこと、母さんの命が一度は尽きかけたこと。それを、俺も父さんも、母さんには伝えていない。

「……この子ね、女の子だと思うわ。最近、お兄ちゃんがそばにいると、お母さんのお腹の中で喜んでるように思えるの」

「そうなんだ……どっちかな。父さんは、もう名前を教えてくれたの？」

「ええ。男の子だったらジュードで、女の子だったらソニアっていう名前にしようと思うの。それが、女神様のお告げなんですって」

　ジュード……ソニア。どちらにしても、とてもいい名前だ。女神は人の名付けに関しては、信頼してもいいのかもしれない──なんて、考えが甘いだろうか。

「生まれたら、おれ、抱っこしてあげてもいいかな」

「ふふっ……もちろんいいわよ。お父さんの次に、お兄ちゃんが抱っこしてあげてね」

　幸せそうに母さんがお腹を撫でる。それを見ながら俺も、やがて生まれてくるときのことを思い、心待ちにする。

「……ヒロト」

「うん。何？　母さん」

　ベッドの上で身体を起こした母さんが、俺の名前を呼ぶ。次の瞬間、俺は抱き寄せられていた。

「ありがとう……ヒロト。この子を……お母さんを、助けてくれて……」

「……母さん……おれは、何も……」

　何もしてない。そんな俺の噓が、母さんに通じるわけもなかった。

　母さんが生きていてくれて、もう一度俺を抱きしめてくれている。

　ずっと保ち続けていた気持ちの堰せきが切れる。溢れ出した感情は止まらなかった。

「……うぁぁぁぁぁぁっ……！」

　母さんに縋すがりついて、俺は泣いた。

　泣くことしかできない赤ん坊の頃のように、声の限りに。

　──生まれ変わることができて、良かった。

　母さんの胸の中で、心からそう思った。




　その後、俺はユィシアに会うために森に向かった。

　湖に近づくと、小さな水音が聞こえてくる。

　森が開けて、湖の浅瀬に立つ少女の姿が見える。

「ヒロト様……」

　相変わらず、半透明の薄衣の下には、胸などを申し訳程度に覆う飾りしかつけていない。とても町中は歩かせられない、扇せん情じよう的てきな格好だった。本人に自覚はなく、全く恥じらってはいない──そのはずだったのだが。

　護ご衛えい獣じゆうになったユィシアは、俺に見られることを恥ずかしく感じているようだった。けれど、微笑んでいる……俺になら見せてもいいと言うように。

「竜の巣は大丈夫か？　留守にしても」

「眷属が守っているから、問題はない。最近は、いつも森に出ている……ヒロト様の知り合いが魔物に襲われてしまってはいけない。陰から守るのが、私の役目」

「あ、ありがとう……ユィシア。そんなこと言うなんて、ちょっと前だったら想像できないな」

　礼を言うと、ユィシアは俺をじっと見つめてくる。その顔は赤いままだが、もう彼女は微笑んでいない。

「……私は母から宝を守る役目を引き継いだ。しかし、私はヒロト様の傍にいなくてはならない」

「あ……そうじゃなくてもいいよ、おれが呼んだら来てもらうだけで……わっ……！」

　ユィシアは俺に近づいてくると、ずい、と覗のぞきこんでくる。俺の身長が低いので、前かがみになる……すると、ドラゴンの化身とは思えない柔らかそうな膨らみが、重力に引っ張られて、その大きさを遺い憾かんなく主張する。

（な、なんてスタイルしてるんだ……でも、ユィシアはドラゴンだし……）

「私も……宝を守る仔こを、つくりたい」

「そ、そっか、子供を……って、えぇぇっ!?」

　ユィシアはまだ十三歳のはずだ。それで、子供を作りたいなんて……い、いや、ドラゴンが子供を産む適齢期が、かなり若いということも考えられるけど、それでも……。

「ヒロト様の子供を産みたい。仔竜を育てて、宝を守る役目を託す」

「ちょっ……ちょ、ちょっと待って、ユィシア……おれ、まだ、そのっ……そ、そういうの、早いっていうか……！」

　そもそも子供を作るって、人間と竜でも可能なんだろうか。それ以前に、今の俺では幼すぎて、作ろうにも作れないと思うのだが……。

「エンプレスドラゴンが人化するのは、人間と交わるため……中には、勇者との間に仔を成したものもいる。私の母もそう……私たちはほとんどの個体が、半竜ハーフドラゴン。血が混じっても、力が失われることはない」

「わ、わかった……って、俺の心、読んでないか……？」

「私は竜の姿では、人の心に直接語りかけられる。それは、人の心を聞くこともできるということ」

　念話ができる、ということか……皇竜のできることを全部聞いたわけじゃないが、超能力じみた力も持っているとは。さすがは、竜を統べる種族と言うべきか……。

（……ということは……俺が、ユィシアの限界突破を欲しがってるのも……って、考えたら伝わるっ……！）

「……限界突破……？」

　スキルの名前を言っても、やはり分からないらしい。それは他の人々も同じで、恵けい体たいや魔術素養なんて言葉は、決して日常会話には出てこない。職業系のスキルについては、「『騎士道』を重んじる」「『薬くす師し』の修行をする」などという形でスキル名が会話に出てくることはあるが。

「限界突破っていうのは……その、文字通り限界を超えるっていうか。皇竜が、他の竜より強くなるための力っていうか……そういうことになるのかな」

「……私が持っているものは全て、ヒロト様のもの。私は全てを捧げると言った……その言葉に訂正はない」

　ユィシアは前かがみになったまま、俺を見つめている。思わず下の水面に視線を移すと、胸を隠していた飾りがずれてしまって、桃色の部分がふたつ映り込んでいた。

　これ以外にもおそらく方法はある。ユィシアの好感度を上げて、一緒に訓練する……そうして時間をかけて、限界突破を取得できる可能性を探すべきだ。

（……でも……吸わせてもらうことができたら……い、一回か、二回で……っ）

「吸う……ヒロト様が吸いたいというのなら、どこを吸ってもらってもかまわない……少し動悸がするけれど、それも問題はない。生命活動に支障はない」

「そ、それは、支障はないと思うけど……それをするのは、いくらなんでも……ま、まずいというか……っ」

　スキルが欲しいのに、この期に及んで俺は倫理に従おうとする。限界突破を手に入れて、幸運スキルを上げないと、リオナの不幸を押さえ込めない……そんな大義名分もあるのに。

（……何か、浮気をしてるような……いや、完全にアウトなんだよな……これまでの行動も）

「……私は、ヒロト様のしもべ。他に妻ができるとしても、私に遠慮する必要はない」

「い、いや、妻っていうのも早すぎ……うわっ……！」

　ユィシアは俺が狼狽うろたえている間に身体を起こす。そして薄衣の前を開き、胸を隠していた飾りを、惜しみなく上に引き上げた。

　──ずっと、してこなかったのに。モニカさんたちからもしてもらうのはやめて、まじめにスキルを上げて……それこそ、真人間になろうとしていたのに。

　豊かに実ったふたつの果実に、『限界』『突破』の文字が書かれているように見える。どこまでゲーム脳なのか。

「……そのかわりに、いつか……仔を産みたい。ヒロト様の子供なら、きっと私より強い宝の門番になる」

　それは約束できないけど、限界突破が欲しい。端的に言うならば、吸わせてほしい。できるならスキルが20くらいまで上昇するまで、定期的に、継続してお願いしたい。

　護衛獣のユィシアは絶対に逆らうことはない。しかしそれを命じた瞬間、俺はもう、ユィシアの良い主人だとは言えなくなる……ただのスキル狂だ。

　けれど、限界突破を今すぐ手に入れなければ、いつリオナの凶星が発動するか分からない。ずっと一緒に暮らしているわけじゃないから、リオナの不幸を常に抑え込めるわけじゃない……それでも一緒にいる間だけでも不幸を無効化できれば……。

　──もう、言い訳はやめよう。俺はスキルが欲しい……そのために、ユィシアにお願いしなきゃいけない。

「……命じてくれればいい。私にも、きっとできる……ヒロト様の、望んでくれていること……」

　透き通った水に満たされた水辺。小鳥の歌が響き、さんざめく太陽の光が降り注ぐ中で、ユィシアはそっと俺の前に屈みこみ、半身を水で濡らしながら、母性の象徴であるふくらみのひとつに手を添えて差し出した。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》が「授じゆ乳にゆう」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　彼女の姿をこの湖で初めて見た時、ステータスを見た時から、この瞬間を渇かつ望ぼうしていた。

　俺は壊れそうに高鳴る心臓をうるさく感じながら、久しぶりの行為で痛くさせないように、細心の注意を払う。

　優しく、ひたすらに優しく。舌に感じる甘みは、今まで口にしてきたものよりも濃く、人のものとはまるで違うとろけるようなコクがあった。牛乳とも違う……これが、竜りゆう乳にゆう……。

「んっ……んん……ヒロト様……いかがですか……私の……っ、ふぅっ……」












　敵対していた時の怜れい悧りな表情からは、想像もつかないほど甘い吐息。そのまま見上げると、ユィシアは恥じらうように目をそらし、それでも逃げることはしない。

　──そうして味わううちに、ログが流れる。待ち望んだスキルが、ついに……！




　◆ログ◆

　・「限界突破」スキルが獲得できそうな気がした。





「……ヒロト様……？」

　そう、貴重なスキルが一回で手に入るとは限らない。ユィシアは何が起きたのか分からないらしく、俺の顔を見て小首をかしげている。

「……ユィシア、ご、ごめん。もう一回……」

「かしこまりました。ご主人様の仰せであれば、何度でも……んっ……つ、強い……」

　絶対的な強者であるユィシアにそう言われてしまうほど、二度目は痛くさせないようにしつつも、俺は強く求めてしまう──スキルを。

　これから何度、こうしてユィシアを呼んで、密かに続けることになるだろう……と思ったが。

　それから五回目まで、俺はまったくスキルを取得できず、才能がないのかと諦めそうになるという一幕もあった。やっとスキルを得た時には、すでにユィシアの好感度は次の段階に到達していた。




　◆ログ◆

　・あなたは「限界突破」スキルを獲得した！　今までの限界を、限界と感じなくなった。

　・《ユィシア》の好感度が上がった！　《ユィシア》はあなたを気に入っている。





「……今でも子供を作れるような気がする。ご主人様は、とても上手……」

「だ、だからご主人様はだめだって……ヒロトって、呼び捨てでもいいくらいだから」

「やはり、ご主人様と呼ぶのが一番良い。屈服し、従属している気分になる……とても、心地良い」

　……もしかしてユィシアは、ちょっとＭっ気があるんじゃないだろうか。そんなことを心配してしまった。




　◆ログ◆

　・あなたは「皇竜の使役者」の称号を得た！





（称号……このタイミングで。でも、これは嬉しいな）

　ゲームでも称号があり、それがあると入れる場所が増えたり、特殊なクエストを受けられたりした。だから、称号を取っておくのはメリットが大きいと言える。

「……ご主人様……もう少し、一緒に過ごしたい」

「う、うん……あ……これはいいな。気持ちいいよ、ユィシア」

「竜でも、水に浸かりたいことはある。だから私は、この湖が好き」

　満足そうにしながら、ユィシアは俺を抱えたままで、仰向けに湖に浮かぶ。地下からの温水が流れ込んでいる湖は、まだ春にならないこの季節でも適温に温められていた。

　服が濡れることにも今はかまわず、ユィシアと日向ぼっこをする。彼女がいれば、本当に、どこにでも行けるだろう……その翼で。そうすれば、きっとリオナを宿命から解放する手段も見つけられる。魔剣のことだって……そして、女神を捜すことも。

　まだ、俺の冒険は始まったばかりだ。限界突破を取ったあと、これからどうしていくのか。俺は、空の上から見た広い世界に思いを馳はせていた。

　──この国を出て、広い世界を知りたい。しかしその前に、このジュネガン公国のことをもっと知りたい。

「ユィシア、また俺を乗せて飛んでくれるかな」

「……ご主人様のご命令なら、いつでも」

「ありがとう。じゃあその前に、もう少しだけ……このままで」

「分かった……とても、心地良い。触れ合っていると、落ち着く……生まれてからずっと、こんな気持ちになったことはなかった」

　彼女はずっと一人で、あの竜の巣にいて、宝を守り続けていたのだろうか。

　そんな彼女を連れ出し、共に世界を見て回る。

　その果てに女神のもとに辿りついたら──その時は。

　女神のことは気に食わないが、彼女が作ったこの世界は、俺にとって最高の世界だと伝えたかった。














　　　　　　湖での逢瀬






　ユィシアが俺の護ご衛えい獣じゆうとなったあと、何度目か彼女に会いに森の湖を訪れたときのこと。彼女の様子が、いつもと違うことに気づいた。

「ご主人様は、私がいないとき、他の雌めすと仲良くしている。色んな雌のにおいがする」

「ご、ごめん。ユィシアは、そういうことは気にする方かな」

「気にはしない。少し、関心を持っただけ。ご主人様がどんなふうに他の雌から乳をもらっているか、気になる」

「それは……他の人が、おれにおっぱいをくれてるところを見たいってこと？」

「そう。ご主人様が私より美味しそうにしていたら……それは、困る……」

　そんなことを気にしていたのか──いや、そんなことと言ったら、ユィシアに失礼だけど。

　なんて考えていたら、すっ、とユィシアが俺の顔を覗のぞき込んできた。鼻先が触れ合いそうな距離で、瞬きもせずに金色の目で俺を見つめながら、彼女は言う。

「……とても重要な問題。仔こをつくるときに、私がご主人様にとって一番気に入った雌でないと、良い仔が生まれない」

「そ、そういうものなの？」

「そうだと思う。そういうことにしろと、母の記憶が訴えてくる」

　皇こう竜りゆう族ぞくは独占欲が強いと、そういうことだろうか。では、俺はユィシアの気持ちに応えるために、夢中で授じゆ乳にゆうを受けたらいいんだろうか。

「……それは……ご主人様が求めてくれるのはうれしい。一日中でも、あげていたい。でも、そうすると、私の身体が熱くなって、ほてりがおさまらなくなる。まだご主人様は小さいから、無理矢理はだめ。上に乗ったら壊れてしまうかもしれない」

「ま、まあおれも丈夫だから、大丈夫だと思うけど……確かに、ちょっとっていうか、かなり気が早いかな……あ、いや、嫌ってわけじゃないんだ」

　ユィシアが寂さびしそうにするので、俺は何かいじめてるみたいな気分になってしまう。

　物凄く強くて、今の俺では勝てない相手なのに、何でも言うことを聞いてくれる。魅み了りようが解けてからも、護衛獣となった彼女は、俺の従順なしもべだ。

　──それで仔をつくりたいというのに応じたら、何か彼女の気持ちを操作してるみたいで、本当にいいのかと思ってしまう。

　俺はまだ幼いので、そもそも作れないとは思うのだが。ユィシアは十三歳だが、見た目からして、十分大人として通用するような気はする。

「……私はご主人様の目を、初めて見たときに、きれいだと思った。普通は弱い生き物になんて関心を持たないのに、覚えていた。そのご主人様が来たとき、今までにない気持ちを覚えた。殺してしまうのは、惜しいと思った」

　交こう渉しようスキルがなければ、彼女のそういった心情を引き出すこともできず、俺はとっくの昔に死ぬか、再起不能になっていただろう。

　得難いものを手に入れられた、その喜びが何度目か湧わき上がってくる。俺は絶対ユィシアを他の誰かになんて渡してやらないし、ずっと俺のものだ。

「……とても良いと思う。男性は、雄々しいほうが、雌を喜ばせる。ときどきは、戦いの訓練をしてみたい」

「うん、おれがもう少し強くなったら、またいつか……でも、追いつけるかな」

「ご主人様なら、追い越せる。そうでなくても、私があなたを守りつづける」

　ユィシアはそう言って、柔らかい日差しの降り注ぐ湖こ畔はんで、俺の肩に手を置き、おでこにそっとキスをする。

「……尻尾で叩いたとき、バラバラになるかと思った。ご主人様は強い」

「ほんとに死ぬかと思ったよ……でもまあ、今はいい思い出だけどな」

「……償えるなら、どんなことでもする。でも、これでは償いにはならない……」

　周囲の気配を鋭敏に感じ取れる彼女なら、そんなことをする必要はないのだが──胸の飾りをずらして、ふるんと形のいい乳ち房ぶさを見せてくれる。俺がそれを欲しがっているってことを、彼女は良く分かっているから。

　彼女はこのごろ、俺を尻尾の上に乗せて、胸の前にまで運んでくれるようになった。差し出された薄桃色の尖せん塔とうは、俺に見られるだけでぷくっと膨らむ。ユィシアを見ると、彼女は何度もするほど恥じらいを増していくようで、顔をほんのり赤くして、困ったようにわずかに眉を下げている。

「……乳を吸わせるだけなのに、胸がずきずきして、お腹の奥が熱くなる。そういう感覚がなぜ備わっているのか、よく分からない。必要のないことなのに」

「いや……おれもまだ、全部分かってるとは言えないけど。大事なことなんだよ、そういうのって」

「……大事……あ……んっ、んぅ……」

　向かって左の乳房に手を添えて、ぷにゅっと持ち上げ、尖った乳首にちゅっとキスをする。それだけでユィシアは、尻尾で俺を支えているのも難しいくらい震え始める。

　次に右の乳房を持ち上げてキスをすると、ユィシアはさらにぴくん、と反応して、唇がふるふると動く。

「……気持ちいい……のかな」

　聞いてみると、ユィシアは長い睫まつ毛げをぱちぱちと瞬かせる。なんてことを聞くのか、という顔をしている──俺は自分が、悪い男に成長しつつあると感じる。

「そんなに上手にされたら……ご主人様がもう少し大きくなるまでしか、待てないと思う……」

「……俺のことを考えてくれてるんだな。優しいな、ユィシアは」

　俺は思わず、子どもとしての振る舞いではなく、素に近い話し方をする。するとユィシアは少し驚いたようにじっと見つめてきた。

「……もう、それだけ心が成長しているなら、問題ない気がする」

「確かにそうなのかもしれないけど、俺、そういうことしたことないしさ」

「生き物は全て、本能で子どもを作る方法を知っている。ご主人様がはじめてなら、私が教えてあげればいい。何となく、想像はつく……」

　そう言ってユィシアは形の良いへそのあたりに手を当てる。

　殺されかけた相手と、こうやって子どもを作ることについて話し合っているというのも不思議な気分だ。

　リオナやフィリアネスさんが、俺がこんなことを話してると知ったら──そう考えると、俺は早く大人になって、責任を取れるようにならないとなと思う。

「……人間でも、相応の身分にある者は、妻を多く持てる。珍しいことではない」

「俺は自分がその立場になれるか、まだ分からないし、みんなの気持ちもあるからな」

「私は護衛獣だから、どちらにせよ問題ない。好きなだけ吸っても、それを後ろめたく思う必要はないし、遠慮されると私の方が困る……ご主人様が森に来なくなったら、迎えに行きたくなる」

　その気持ちに甘えていいものか──いや、甘えたい気持ちしかないわけだけど。

「ありがとう、ユィシア。今日もいっぱい吸わせてくれるかな……ちゅっ……ちゅぅぅっ……ああ、美味しい。ユィシアのミルクは、特別な味がするよ」

「……そんなことを言われると、頭が変になりそうになる。それをおそらく、人は褒ほめ殺しという……あっ……はぁっ……ぁぁ……」

　俺は本格的に授乳を受け始める──『搾さく乳にゆう』はできないけど、ユィシアの胸は何とも言えない弾力があって、吸いついて出てくる竜りゆう乳にゆうとでも言うべきものは、いくら飲んでも飽きないくらい美味しい。ドラゴンは乳が出る、そういう異世界で本当に良かった。

　──しかし、問題は、『限界突破』の上がりにくさが尋常ではないことだった。




　◆ログ◆

　・あなたは《ユィシア》の「授乳」を受けた。

　・「限界突破」スキルが上がりそうな気がした。





「ふぅっ……んっ、ご、ご主人様……」

「ちゅっ、ちゅっ……んっ、んくっ……ユィシア、もう少しじっとしてて……」

「……あとで一緒に、湖で泳いでくれるなら……汗をかいてきた……」

「うん、いいよ。でもおれ、裸になるのはちょっと恥ずかしいんだけど……」

「……今、私が肌を見せていることと、同等の行為」

「そ、それはそうだけど、下の方が……」

「では、私も下の服装を消す。できるかぎり裸に近くなって、ご主人様と遊ぶ」

　恥じらいが出てきているのか、そうでないのか。全裸で湖で遊ぶ俺たち──想像するだに楽しそうで、断る気には到底なれないのだった。

　そして限界突破は、頑張って吸ったにもかかわらず１すら上昇しない。スキル上げは根気が大事だ──ユィシアには俺が大きくなるまで耐えてもらい、大人になったら、彼女が望むだけお返しをしたい。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》の母性が１上がった。





「……ご主人様を、もっと、甘やかしたい気持ちになってきた」

　そしてユィシアの母性は順調に成長していた──授乳で母性が上がるので、俺の周りの女性は、年齢にかかわらず胸が徐々に発育していく。その中でもアレッタさんは、母性が10以上上昇しても、目を凝らさないと分からないほど大きくならない、微乳の中の微乳と言っていい女性だった。もちろん素晴らしいことで、おっぱいの尊さに差など存在しない。

「約束どおり、湖を泳ぐ。ご主人様の服を脱がせる」

「えっ……わっ、ちょっ、ユィシア……」

　しっとりと汗をかいて、肌が紅潮した艶つやっぽいユィシア──彼女に脱がされる、まだいたいけな五歳の少年の俺。

　考えてみたら五歳だったら、別に年上の女性に脱がされても、性的な目的でなければ何ら問題ないのではないだろうか。

　しかしそれとこれとは別の問題がある──俺にも羞しゆう恥ち心しんがあるということだ。

「……ちょ、ちょっと恥ずかしいな」

　ユィシアは一糸まとわぬ姿になり、前を隠す俺を見てくすっと笑った。恥ずかしい、だがそれがいい。そんな感覚を教えないでほしい。

「私も、人間の姿に変えてみる。魔力で、見え方は変えられる……んっ……」




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は「人化」の調整をした。





　竜と人の形態変化をするときの要領で、ユィシアは姿を変える。角がなくなり、尻尾が消えて──銀色の髪に金色の眼という以外は、人間と変わらない姿になる。

　角と尻尾がある姿も俺は好きだが、人間の姿は、また違う良さがあった。幾ら見ていても飽きない──それは、彼女のプロポーションがずば抜けているということもある。

「……人間の姿を真似ると、恥ずかしい。角と尻尾がないと、落ち着かない」

「そういうものなのか。でも、今の姿も可愛いと思うよ」

「可愛いというのは、竜にとっては、褒め言葉ではない。竜は、恐れられるべき存在」

「でも俺は、ユィシアのことを怖いとは思ってないよ。かっこいいとは思ってるかな」

「かっこいい……それならいい」

　ユィシアの気持ちは尊重したいので、『可愛い』は安易に使ってはいけない。そう反省する俺を見て、彼女は穏やかに微笑んでくれた。




　人間の姿になったのだから、せっかくなので、ユィシアを町に連れていきたい。そう思った俺は、彼女に普通の服を着てもらうことにした。

　母さんに交渉スキルを使って服を貸してもらうこともできたが、せっかくなので、俺はエレナさんの所に行き、母さんが織った布で作られた服から選ぶことにした。

「なんだいヒロト坊、お母さんの布で作った服を買うなんて。その歳で親孝行なんて、あんたはほんとに偉いねえ」

　小麦色の肌が今日も健康的なエレナさん。彼女は俺が来ると上機嫌になり、事情を詳しく説明しなくても、女性物の服を選んでくれた。

「これなんて、よそゆきでいいと思うわよ。私が着ようかと思うくらいだけど、ちょっと私の歳だと可愛すぎるかしらねえ。ターニャやフィローネなら似合いそうね。それでヒロト坊、この服を誰にあげるつもりなんだい？」

「あ……え、えっと、お世話になってる人に……エレナさんにもお世話になってるから、何かお礼がしたいな」

「ふふっ……まだ小さいのに、そんなこと気にしなくていいの。あんたは本当に可愛いんだから」

　エレナさんが頭を撫なでていると、アッシュとステラも楽しそうに俺を見ている。自分のお母さんを取られた気分になるどころか、俺が可愛がられるのを、彼らも自分のことのように喜んでくれる──正直言ってこの二人は、性格が良すぎると思う。

「ヒロト、実はステラの誕生日がもうすぐなんだけど……」

「お、お兄ちゃん、それだと私が、ヒロトに私も何か欲しいって言ってるみたいじゃない。ヒロト、気にしないでね」

「うん、ちゃんと覚えておくよ」

「……ま、まあ、どうしてもっていうなら……受け取ってあげなくもないわ」

「ステラったら、どこでそんな言い方覚えてくるんだか。ヒロトのおかげね、ヒロトに立派なところを見せなきゃって背伸びしてるのよ」

「お、お母さん、そういうことは言わないでいいの！　もう、知らない！」

　彼女もお年頃というやつだろうか──エレナさんとアッシュはいつものことだ、というように肩をすくめた。





　　　　　　二人で歩く町






　ユィシアに似合いそうな服を買ったあと、俺は森へと急いだ。この服を着て歩いているところをエレナさんたちに見られたら、その時は事情を説明するしかあるまい。人間の姿のユィシアなら、それほど怪しまれたりはしないだろう。

　ただ、まだ人に対する受け答えが硬いので、そこは気になる。物静かな性格のミルテと話し方は近いものがあるが、ユィシアは竜の感覚で話すことがあるので、そこは気をつけてもらわないといけない。

　最初服を渡したら俺の目の前で着替えようとしたので、いちおう森の物陰で着替えてもらうことにした。しゅる、ふぁさっという衣擦れの音は、なぜ人の聴覚をこうもくすぐるのだろう。




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は「絹のブラウス」を装備した。

　・《ユィシア》は「絹のスカート」を装備した。

　・《ユィシア》は「革のミュール」を装備した。





「……ふわふわとして、落ち着かない」

　服を着てユィシアが出てくる。いつもの魔力で編んでいる服より全然露出度が低いのに、スカートに慣れないようだった。

　しかし上品な風合いのブラウスとスカートが、すごく似合っている。さらさらとした銀色の髪はセットする必要がなく、着ただけで衆目を集めることは間違いなしの、美人さんが誕生していた。元から綺麗ではあるのだが、元の格好では、露出が多すぎて別の意味で注目されてしまう。

「似合うよ、ユィシア。こんなに似合うなんて、なんか感激だな」

「……ご主人様は、誰かに服を贈るのは……初めて……？」

「言われてみればそうだな……」

　前世からずっとそんな経験はなかった、と今さら思う。ユィシアを町に連れて行ってあげたいということしか考えていなかった。

「……こういう感情を、人間は、嬉しいと言うのだと思う」

　そう言ったユィシアの微笑みは、可憐としか言いようがなくて、俺は思わず見とれてしまう。彼女は何を思ったのか、ひょい、と俺を抱え上げると、抱っこしたままで歩いて行こうとする。

「ユ、ユィシア……恥ずかしいよ」

「……しばらくこうしていたい。ご主人様は、小さくて愛らしい」

　彼女はその言葉どおりに、森を出るまでの間だけ、俺を抱えて歩いた──子供が欲しいというだけあって、すでに彼女は母性に目覚めているのだろう。




　町に出る前に、ユィシアの容姿があまりに目立ちすぎると感じて、俺は表通りを通らずに、まず雑貨屋で外套クロークを買った。それをユィシアに羽織ってもらえば、その銀色の髪が目立ちすぎることはなくなるだろう。

「……人間は、こうして敵から見つからないよう、擬装をする。私は気配を消すことができるし、人の目から見えないように、身体を『竜気』で覆うことができる」

「そうなのか。じゃあ、クロークはいらなかったかな」

「人の感覚を学ぶことは、これからご主人様と共に過ごすために、必要なことだと私は考える。ご主人様の両親、生まれてくる妹、周囲の人々。彼らから、私が疎うとまれるようなことがあってはいけない。ご主人様に、ご迷惑がかかる」

　人間と接することなど、考慮する必要のなかった彼女が、何も言わなくてもそこまで俺の周囲に配慮してくれている。

　フィリアネスさんといい、俺は最初から最強の仲間にばかり巡り合っている──彼女たちの力を借りれば、人生はイージーモードなのだろうが、俺もそれに見合う力を手に入れたいものだ。

「よし、人通りが少なめになったから、表に出てみよう」

「……分かった。人間に見えるよう、慎重に振る舞う……あ……」

　ユィシアの手を引いて、俺は彼女を先導する。

　今日は周囲の注目を浴びないように『カリスマ』はオフにしている。そうすると、外套をかぶっているとはいえ、ユィシアの方が衆目を集めていた。




　◆ログ◆

　・《タルキン》はつぶやいた。「な、なんだあの美人……どこの娘だ？」

　・《レジーナ》はつぶやいた。「綺麗な女の子……人間離れしてるって、こういうことを言うのね……」





　鋭いな、と苦笑してしまう。でも確かに、ユィシアは洋服を着て外套を被っていても、隠し切れないくらい美人のオーラを放っているから仕方ないと思う。男女を問わず、彼女の美貌に目を留めずにはいられないようだ。

「ユィシア、屋台が出てるから何か食べようか」

「……肉は、鳥肉が好き。脂が多い肉は、あまり食べない」

　屋台で売っているのは、香辛料と塩を揉み込んだ鳥肉を焼いた『鳥串』だ。ラビットの腿肉と並んで、鶏に似た家畜の『クコック』というのがいて、俺はまだ食べたことがないが、父さんが言うにはなかなか美味いらしい。

　俺はクコックの塩焼きを一本買ってきて、ユィシアに渡した。彼女はしばらく見つめていたが、串を手に取り、はむ、とかぶりつく。

「……宝石を食べるのとは違う味わいがある。おいしい」

「宝石って、そんなの食べて、栄養になるのか？」

「食べると、身体が丈夫になったりする。皇竜には、普通のこと」

　ユィシアは小さな口ではむ、ともう一口鳥串を食べる。気に入ってくれたようだが、俺が見ていると、彼女は最後の一口を俺にくれた。

「……ご主人様、上を向いて、口を開けて」

「あ、ありがとう。あーん……」

「……あーん」

　俺につられるように同じことを口にするユィシア。するとユィシアは細い指で肉を串から外し、俺の口に入れてくれた。

　そして彼女は指についた塩と香辛料を、ぺろりと舐める。何とも色っぽい仕草で、俺はもぐもぐと口を動かしつつも、彼女に見とれてしまう。

「……おいしい？」

「う、うん。ありがとう、ユィシア……こういうことって、もしかして知ってたとか？」

「……？」

　仲睦まじい男女が、互いに食べさせ合うことがある──やっぱりユィシアはそれを知らずに、ただ俺に食べさせてくれただけみたいだ。

　ユィシアは微笑んで、俺の頭を撫でると、もう一度抱っこしたそうにする。しかしそれは恥ずかしいし、知り合いに見られたら説明が大変だ……と考えたところで。

「おい、あれを見ろ。あの娘、首都でも見ないほどの美人ではないか」

（……なんだ？）

　通りを歩いてきた、冒険者のような風体をした男性三人。中央にいる少し太った男性が、ユィシアに目を留めたようだった。

「セドリック様、あの娘にご興味が……？」

「ああ、俺はあの女が気に入ったぞ。こんな田舎町に立ち寄ったのは気まぐれだったが、首都に帰るときのいい土産ができたというものだ」

「し、しかし……あの娘にも家族がいるはず。近くにいる少年は、彼女の弟か、息子ではないのですか？」

　俺がユィシアの弟か、息子だなんて──まだユィシアは十三歳なのに、適当にもほどがある。どうやらこいつらは、ユィシアを『きれいな女』と見ているだけで、それしか頭にないのだ。

「家族だというなら、都合がいいではないか。おい、そこの子供。俺の名はセドリック・ベイロード。栄えあるジュネガン公王家に連なる、子し爵しやく家の嫡子なるぞ」

「……おれはヒロトで、この子は俺の仲間で、ユィシアです。勝手に連れていこうとしてるみたいだけど、それはおれが許さないよ」

「なんだと……？」

　俺はユィシアの前に出て、セドリックという貴族の前に立つ。すでにセドリックはひくひくとこめかみをひきつらせている──いつ殴りかかってきてもおかしくない感じだ。

「おい、悪いことは言わんからやめておけ。何のつもりか知らんが、子供が背伸びをしたところでためにはならんぞ」

「そうだ、子供は子供らしく、大人の言うことに口を出すな。セドリック様がその女を所望しているのだ、民草は従うのが……」

「駄目だって言ってるだろ。おじさんたち、言ってることが分からないのかな」

「──このガキッ！」

　セドリックが簡単に手を出してくる──俺はそこで、一芝居打つことにした。




　◆ログ◆

　・《セドリック》の攻撃！

　・あなたはダメージを受けなかった。





「うわっ！」

　ダメージなど受けるはずもないが、吹き飛ばされたふりをする。

　普通に俺一人でのしてやってもいいが、町の人が見ている前では、あまり強さを誇示したくない。

　セドリックは自分でやっておきながら、ひどくうろたえつつ、町の人々に非難の視線を注がれる。

「ヒロトちゃんにあんなひどいことを……！」

「あいつ、貴族だってよ。ベイロード子爵家って、聞いたことねえよなぁ」

「う、うるさいっ！　俺は栄えある子爵家の者だ！　貴族のすることに口を──」

　今のうちに逃げ出してしまって、面倒は避けよう。

　──そう思ったのだが。ユィシアは自分から、セドリックたち三人の前に進み出ていた。

「そ、そうだ……分かればいい。大人しく俺のものになれば、弟の非礼は……いででででっ！」




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は《セドリック》の手首をひねった。





「……私の大事な人に、おまえは手をあげた。その罪は命で償ってもらう」

「うがぁぁぁっ……お、お前らっ、見てないで助けろっ！　この娘はっ、うあぁぁっ……！」

「セ、セドリック様……貴様っ、セドリック様を離せ！」

「くそっ、斬れ、斬ってしまえ！　田舎町の娘に、舐められてなるものか！」

　こんな貴族に統治される人々のことを思うと、同情しかない。貴族が皆、こんな人種ばかりではないと思いたいが──。

　俺はユィシアの気持ちに感謝しつつ、この場を切り抜けるために、久しぶりにスキルを使った。




　◆ログ◆

　・あなたは「カリスマ」をオンにした。周囲の注目を集めた。

　・あなたは「魅了」をオンにした。周囲の人物は抵抗に失敗し、「魅了」状態になった。

　・あなたは《セドリック》に「命令」した。





「っ……お、おいっ、女、俺たちはもう町を出る。その子供には謝罪する……っ、だから、離してくれっ……！」

「……ご主人様の意志だから、一度は許す。二度目はない」

「ほ、本当に済まなかった！　主人の非礼は私が詫びる！」

「私も悪かった！　すまない、この通りだ！」

　魅了の威力は覿てき面めんだ──三人ともがらりと態度が変わる。これほど強力だからこそ、常に発動したら恐ろしいことになるので、使いどころは大切だ。

　セドリックたちはほうほうの体で町の外に出て行く──二度とこの町に来るなとも命じておいたので、彼らと顔を合わせることはもうないだろう。

　町の人が心配してくれているが、俺は大丈夫、と言って、ユィシアと一緒にその場を離れた。




　その時の件で、俺は思いがけず、ギルド長とシャーリーさんから感謝されることになる。セドリックは俺たちに会う前にギルドに行き、若い女性冒険者を無理やり護衛につけようとして、貴族の権力を濫用しようとしていたのだ。

　彼が目をつけたのはモニカ姉ちゃん、ウェンディ、名無しノーンさんだったというから、俺は彼女たちの面倒を、未然に防いだということになる。そのことで感謝の授乳をしてもらったが、その話はまたの機会としておこう。




　俺たちはもう一度森に戻ってきた。湖のほとりで、ユィシアは俺に膝ひざ枕まくらをしてくれた──スカートごしの膝は柔らかくて、そして温かい。












　見上げると、彼女は外套のフードを外す。銀色の髪がふわりと広がり、俺は思わず、彼女のほうに手を伸ばしていた。

　ユィシアは俺の手を取ると、自分の頰ほほに当てる。そして少し目を潤うるませた。

「……ご主人様は、あの人間たちを、うまく追い払おうとした。なのに、私は我慢できなかった……ご主人様に危害を加える者は、どうしても許せない」

「うん……ごめん、俺も回りくどいやり方して。ユィシアがそこまで大事に思ってくれてること、嬉しかったよ」

　ユィシアは微笑み、俺の手を包み込むように握ったあと、お返しというように俺の頰を撫でてくれた。

「……町に行くのも、時々ならいい。でも、ご主人様がいれば、他に何もいらない」

「……じゃあ、今日は夕方になるまで、こうしてていいかな」

「ずっと見てる。何時間でも、飽きない」

　そう言ってユィシアは俺の頭を撫でる。湖の上を柔らかい風がすべり、その涼しさが心地よい。

　しかしユィシアの目が、少しずつ切なさを増して、膝枕をしているだけでは、満たされない部分があるのだと訴えてくる。

「……洋服は、こうしてめくるのが、やりやすい。ご主人様……」

「うん……ありがとう、ユィシア」

　俺は起き上がると、お姉さん座りをしているユィシアの正面に身体を乗り出す。ユィシアは両手で服の前を開けて、形のいい乳房を見せてくれた。

「……今は、これでいい……でも、いつかは……あっ……んぅ……」

　少しずつユィシアの声が熱を帯びて、俺の耳を蕩とろかせる。ちゅっ、ちゅっと、湖に寄せては返す波のあいまに、乳房に吸い付く音が紛れ込む。

　どれくらい待たせることになるだろう──でも、ユィシアはきっと俺を裏切らないし、信じて待ってくれる。

　彼女に頭を撫でられながら、俺はスキルが上昇したというログが流れるまで、彼女の甘やかな施ほどこしを受け続ける。町に行って遊ぶことも楽しかったが、それよりも、これが今の二人にとって、最も心を満たす戯れだった。




　それからユィシアは、時々人間の服を着て、お忍びで町に出かけることを一つの楽しみにするのだが──彼女はお洒落に目覚めていって、季節ごとに違う服をプレゼントすると、それを喜んでくれた。

　ギルドの仕事やポーション売却で稼いでいた俺は、ユィシアだけでなく、他のみんなにも服をプレゼントすることになるが──女性が綺麗な服をどれくらい喜んでくれるのかということを、実体験を以って知ることになるのだった。
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　一巻から引き続きの読者様は数ヶ月ぶりです。もう一度お目にかかれて光栄です。二巻を書店で手にとってくださった方には、初めまして。著者の朱あか月つき十とう話わと申します。

　この作品を連載し始めた当初、この第二巻の終盤に収録されている場面を、最初の大きなマイルストーンとして置いておりました。小説を書く時、作家の方々ごとの作法があると思いますが、私の場合は書きたいシーンが思い浮かんだので、そこにどうやってたどり着けばよいか、というのを考えながらお話を作っていきます。しかしＷＥＢ小説の面白いところは、連載当初の毎日更新を続けているうちは、毎日内容をその都度考えていくことで、読者様の反応を見ながら書いていくことができるということです。

　実際に、最初に目標として設定していたユィシアとの出会いと隷れい属ぞく化か、レミリアの命を救うエピソードまでは、予定をしていなかった話が大半です。当時の連載のライブ感をそのままお伝えすることができればと切に思いますが、それは荒削りな文章を本にするということでもあるので、なかなかバランスが難しいと感じています。とにかく優先して心がけるべきは、「授じゆ乳にゆう」の描写を強化することで、全ては授乳に始まり授乳に終わるとさえ思っていれば、この小説のあり方としては正しいのでは、と思ってもおります。難しく考えても、おっぱいには勝てなかったよ、ということになります。

　二巻の内容に触れますと、序盤のパーティを組んで冒険するパートは、全編書き下ろしになっています。モニカの毒抜きのシーンについてはもはや言わずもがなですが、大変力を入れて書かせていただきました。連載時と比べて内容を整理しておりますが、私と読者様にとって重要な場面におきましては、描写をひたすら強化することだけ考え、後ろに退くことなく突き進ませていただきました。結果として、ＷＥＢ版との差異は非常に大きく、ストーリーが同じなのに別物といえる状態です。まだＷＥＢ版をご覧になっていない方、既読の方、どちらの方にも楽しんでいただけると自負しています。

　ユィシアとの交流はＷＥＢでも描かれておりますが、今回初めてデートをするというお話を掲載させていただきました。他のヒロインとのデートについてもいずれＷＥＢなどで公開できればと思っております。お楽しみいただけたら嬉しいです。

　ファミ通文庫編集部のＳ様、この本の出版にご尽力いただき誠にありがとうございます。イラストレーターの夜やノみつき様、素晴らしいイラストを描いていただき、本当に感謝の言葉では言い表せません。アレッタがお気に入りとのことで少し意外に感じておりますが、またＷＥＢで活躍させられればと思っております！

　改めまして、ご厚誼をいただいた方々に御礼申し上げます。ありがとうございました。
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